
群
馬
県
文
化
財
総
合
調
査
報
告
書
第
二
集 

群

馬

県

教

育

委

員

会

編

東

毛

地

方

の

文

化

財



群
馬
県
文
化
財
総
合
調
査
報
告
書
第
二
集

群

馬

県

教

育

委

員

会

編

東

毛

地

方

の

文

化

財



序

夏
の
酷
暑
を
瞬
時
に
は
ら
う
豪
快
な
雷
雨
、
冬
枯
れ
の
山
野
を
吹
ぬ
け
る
苛
烈
な
赤
城
お
ろ
し
。
東
上
州
は
も
っ
と
も
群
馬
県
ら
し
い
風
土
の
土
地
柄
と
い
え
ま
し
ょ
う
。 

太
田
市
東
郊
に
墳
丘
の
全
長
が
ニ
ー
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
東
国
最
大
規
模
を
誇
る
天
神
山
古
墳
と
全
国
で
も
珍
ら
し
い
墳
丘
部
分
が
帆
立
貝
の
よ
う
よ
姿
を
し
た
女
体
山
古 

墳
が
、
う
っ
そ
う
と
繁
る
雑
木
林
に
お
お
わ
れ
て
眠
っ
て
い
る
の
を
知
っ
て
い
る
人
は
多
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
巨
大
な
二
基
の
古
墳
は
、
太
田
市
周
辺
に
本
県
で
も
っ
と
も
早 

く
、
強
大
な
古
代
権
力
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
爾
来
、
連
綿
と
し
て
営
ま
れ
て
き
た
人
々
の
生
活
は
、
こ
の
地
に
豊
か
な
文
化
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
社
会
全
体
が
大
き
く
変
転
し
、
生
活
様
式
が
激
変
し
、
人
々
の
文
化
に
対
す
る
価
値
観
さ
え
も
こ
と
な
っ
て
き
た
現
代
に
お
い
て
は
、
祖
先
が
大
切
に
育
て
、
守
り
、
 

受
け
継
い
で
き
た
貴
重
な
文
化
財
が
破
壊
さ
れ
、
消
滅
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
こ
の
長
い
歴
史
的
伝
統
を
も
つ
東
上
州
と
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
群
馬
県
教
育
委
員
会
で
は
五
力
年
計
画
で
実
施
し
て
い
る
文
化
財
総
合
調
査
の
第
二
年
次(

昭
和
四
十
八
年
度)

の
調
査
地
区
と
し
て
、
東
毛
地
方(

東
部
教
育 

事
務
所
管
内
、
三
市
七
町
三
村)

を
対
象
と
し
て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

西
と
北
と
に
奥
深
い
足
尾
山
地
を
ひ
か
え
、
南
は
八
王
子
丘
陵
を
へ
だ
て
て
平
坦
な
平
野
に
つ
づ
く
盆
地
に
発
達
し
た
織
都•

桐
生
市
。
万
葉
集
歌
に-

1

ヒ
タ
ヤ
マ
と
詠
ま 

れ
た
金
山
周
辺
の
豊
か
な
水
田
地
帯
を
背
景
に
、
歴
史
上
の
人
物
を
数
多
く
育
く
ん
で
き
た
太
田
市
。
関
東
平
野
の
直
中
に
あ
り
、
悠
々
た
る
大
利
根
の
流
れ
に
の
ぞ
み
、
近 

世
史
上
関
東
に
重
き
を
な
し
た
城
下
町•

館
林
市
。
東
毛
地
方
は
こ
れ
ら
個
性
の
こ
と
な
る
三
都
市
を
核
と
し
、
そ
の
隣
接
町
村
と
の
関
連
に
お
い
て
、
特
色
あ
る
文
化
を
生 

み
出
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
そ
の
調
査
報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
公
刊
し
ま
す
。
こ
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
絵
画
、
彫
刻
、
建
造
物
、
古
文
書
を
は
じ
め
、
民
衆
が
伝
え
て 

き
た
芸
能
、
山
地•

沼
沢
地
の
動•

植
物
な
ど
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
書
が
文
化
財
保
護
の
た
め
の
基
礎
資
料
で
あ
る
の
は
当
然
で
す
が
、
広
く
み
な
さ
ま
に
有
意
義
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

末
筆
な
が
ら
調
査
お
よ
び
報
告
書
作
成
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
三
月

群

馬

県

教

育

委

員

会

教

育

長
 

山 

川 

武 

正
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調

査

の

経

過

I

、
文
化
財
総
合
調
査
実
施
要
綱

1

趣 

旨

諸
開
発
事
業
の
進
展
、
生
活
様
式
の
激
変
等
に
ょ
り
、
急
速
に
消
滅
、•

散
佚 

し
つ
つ
あ
る
文
化
財
の
積
極
的
な
保
護•

保
存
を
図
る
た
め
、
文
化
財
全
搬
に 

つ
い
て
緊
急
に
そ
の
所
在
及
び
現
状
を
総
合
的
に
調
査
し
て
、
全
貌
を
掌
握
す 

る
と
共
に
、
記
録
を
整
備
し
、
今
後
の
保
存
と
活
用
の
計
画
作
成
の
資
料
と
す 

る
〇

2

対
象
地
域

東
部
教
育
事
務
所
管
内 

三
市
七
町
三
村

桐
生
市•

太
田
市•

館
林
市•

新
田
郡
尾
島
町•

新
田
町•

藪
塚
本
町 

•

笠
懸
村•

山
田
郡
大
間
々
町•

邑
楽
郡
大
泉
町.

邑
楽
町•

板
倉
町

•  

千
代
田
村.

明
和
村

3
 

期 

間

昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
〜
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日

4
 

調
査
主
体
者

群
馬
県
教
育
委
員
会

5
 

調
査
協
力
機
関

桐
生
市
教
育
委
員
会.

太
田
市
教
育
委
員
会•

館
林
市
教
育
委
員
会•

尾
島 

町
教
育
委
員
会•

新
田
町
教
育
委
員
会.

薮
塚
本
町
教
育
委
員
会•

笠
懸
村 

教
育
委
員
会.

大
間
々
町
教
育
委
員
会•

大
泉
町
教
育
委
員
会•

邑
楽
町
教 

育
委
員
会•

板
倉
町
教
育
委
員
会•

千
代
田
町
教
育
委
員
会•

明
和
村
教
育 

委
員
会

6
 

対
象
文
化
財

絵

画

彫

刻

建

造

物
(

民
家
は
除
く ) 

石
造
美
術
品
有
形
民
俗
資
料

民

俗

芸

能

古

文

書

動

物

植

物

地

質

鉱

物

(

国
お
よ
び
県
指
定
文
化
財
は
除
く)

7
 

調
査
組
織

⑴

総

務

班

調
査
の
円
滑
な
運
営
と
総
括
を
行
な
ぅ
。

各
市
町
村
教
育
委
員
会
教
育
長
お
よ
び
担
当
職
員

東
部
教
育
事
務
所
長
お
よ
び
担
当
職
員

各
調
査
班
主
任
調
査
員

県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
長
お
よ
び
担
当
職
員

⑵

調

査

班

① 

絵

画.

彫
刻
班 

(
4

名
)

② 

建
造
物
班 

(
2

名)

③ 

石
造
美
術
班 

(
2

名
)

④
 

有
形
民
俗
資
料
班(
3

名
)

⑤ 

民
俗
芸
能
班 

(
2

名)

⑥ 

古
文
書
班 

(

15
名
)

⑦ 

動
物
班 

(
S

名
)

⑧ 

植
物
班 

(
3

名
)

⑨ 

地
質
鉱
物
班 

(
3

名
) 

合
計
37
名

県
文
化
財
専
門
委
員
、
そ
の
他
か
ら
調
査
委
員
を
委
嘱
す
る
。

⑶

地
区
調
査
員

文
化
財
所
在
調
査(

第
-

次
調
査)

お
よ
び
第
二
次
調
査
時
の
調
査
員
の 

補
助
を
す
る
た
め
、
市
町
村
文
化
財
調
査
員
等
を
各
市
町
村
内
か
ら
委
嘱
す 

る
。- 

合
計
114
名

8
 

調
査
方
法

第
一
次
調
査

各
市
町
村
段
階
で
、
地
区
調
査
員
に
よ
り
、
各
文
化
財
の
所
在
調
査
を
行 

な
い
、
調
査
ヵ
ー
ド
に
記
入
す
る
。

絵
画
、
彫
刻
、
建
造
物
、
石
造
美
術
品
、
有
形
民
俗
資
料
、
動
物,

植
物



お
よ
び
地
質
鉱
物
に
つ
い
て
は
、
写
真
撮
影
を
行
な
う
。

第
二
次
調
査

重
要
性
、
緊
急
性
に
よ
り
記
録
作
成
を
要
す
る
も
の
を
選
定
の
う
え
調
査 

員
に
よ
る
調
査
を
行
な
う
。

民
俗
芸
能
に
つ
い
て
は
、8
m

フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
記
録
作
成
を
行
な
う
。 

ま
と
め

⑴
 

調
査
ヵ
ー
ド
を
、

文
化
財
所
在
台
帳
と
し
て
、

県
教
育
委
員
会
で
保
存 

す
る
〇

⑵
 

「
群
馬
県
文
化
財
総
合
調
査
報
告
書 

東

毛

の

文

化

財

」
と
し
て
刊 

行
す
る
。

ー
ー
、

調

査

員
 

(

担

当

分

野) 

飯

島
 

勇 

県
文
化
財
専
門
委
員 

絵

画

細

野
 

正

信
 

東
京
国
立
博
物
館
美
術
課 

絵

画

 

永

井
 

信

一
 

県
文
化
財
専
門
委
員 

彫 

刻

天

利
 

秀

雄
 

桐
生
市
文
化
財
専
門
委
員 

彫 

刻 

持

田

照

夫
 

県
文
化
財
専
門
委
員 

建
造
物

桑

原
 

稔 

豊
田
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授 

建
造
物

金 

子 

規
矩
雄 

県
文
化
財
専
門
委
員 

石
造
美
術
品 

丸

山

知

良
 

県
議
会
図
書
室
長 

石
造
美
術
品 

都

丸

十

九

一
 

県
文
化
財
専
門
委
員 

有
形
民
俗
資
料 

池

田

秀

夫
 

{
元)
県
立
博
物
館
長 

有
形
民
俗
資
料 

井

田
 

安

雄
 

{
元)
太
田
市
立
商
業
高
校
教
諭 

有
形
民
俗
資
料 

酒

井

正

保
 

{
元)
前
橋
市
教
委
社
会
教
育
主
事 

民
俗
芸
能

福

田
 

稔

仁

田

町

立

東

中

学

校

教

論
 

民
俗
芸
能

山

田

武

磨
 

群
馬
大
学
教
養
部
教
授 

古
文
書

峰

岸

純

夫

(
元)
宇
都
宮
大
学
講
師 

古

文

書
' 

川

島

維

知
 

館
林
図
書
館
参
事 

古
文
書

森 

安

彦
 

信
州
大
学
助
教
授 

古
文
書

五
十
嵐 

富 

夫

S

県
立
太
田
女
子
高
等
学
校
長 

古
文
書

高

木
 

侃 

関
東
短
期
大
学
講
師 

古

文

書
"

矢

島
 

力 

太
田
市
立
図
書
館
長 

古
文
書

木

元
 

政

雄
 

桐
生
市
郷
土
史
家 

古
文
書

中

島
 

明 

前
橋
工
業
高
校
教
論 

古
文
書

宮

崎
 

俊

弥
 

桐
生
工
業
高
校
教
諭 

古
文
書

荻

野
 

朝

則
 

板
倉
中
学
校
教
諭 

古
文
書

淡

路

博

和
 

新
島
学
園
高
校
教
諭 

古
文
書

長
谷
川 

清 

前
橋
市
立
敷
島
小
学
校
教
諭 

古
文
書

金

井

吉

雄
 

S

群
馬
大
学
附
属
小
学
校
教
諭 

古
文
書

古

屋
 

毅

士
 

{
元)
前
橋
市
立
第
二
中
学
校
教
論 

古
文
書

五

味
 

礼

夫
 

県
文
化
財
専
門
委
員 

- 

動 

物

関

根
 

和 

伯 

館
林
女
子
高
校
教
論 

動 

物

堀 

正 

I  

県
文
化
財
専
門
委
員 

植

物

宮

前
 

俊

男
 

中
之
条
高
校
教
諭 

植 

物

木

崎
 

嘉

雄
 

県
文
化
財
専
門
委
員 

地 

質

熊

井

諄

五
 

太
田
女
子
高
校
教
諭 

地

質

富

岡

克

貴

 

太
田
高
校
教
諭 

動

物

橋

本
 

達

夫
 

伊
勢
崎
東
高
校
教
論 

植 

物



三
、

地
区
調
査
員

桐
生
市 

森

田

精

一

天

利

秀

雄 

野
口
三
郎 

清
水
義
夫 

中
沢
孝
一
郎 

周

東

隆

一

木

本

政

雄

彦

部

四

郎

太
田
市 

篠

原

蔵

人

島

岡

利

雄

黒

沢

光

業

木

村

義

一

郎

長

島

三

郎
 

平

大

槻

三

好

矢

島

力

服

部

久

八

郎

正

田

喜

久

須

田

光

衛
 

館
林
市 

贄

田

太

二

郎

青

木

信

一

島

野

好

次

落

合

敏

男

小

林

一
 

士
ロ 

中

島

貴

美

枝

川

島

正
一  

金

井

恒

雄

今

成

節

男

尾
島
町 

木

本

教

乗

新

井

清

武

櫓

原

宗

雄

金

子

規

矩

雄

福

田

文

治
 

定
方
嘉
津
夫 

関
口
義
二 

江
田
雅
由 

森
清
美

新
田
町 

鈴

木

徳

太

郎

小

保

方

紀

久

木

村

静

江

外

山

達

荒

牧

寅

十
 

郎

松

島

泉

金

井

好

道

新

井

良

夫

栗

原

知

章

薮
塚
本
町 

加
藤
一
太
郎 

福

田

耕

一

永

田

清

雄 

半
田
勝
己 

藤
生
昌 

弘

富

岡

英

夫

植

木

茂

男

笠
懸
村 

田

村

育

一

高

橋

憲

太

撮

岩

崎

一

夫

橘

内

文

夫

相

沢

忠

洋
 

高
橋
守
夫 

木
村
力
雄 

武

井

一

枝 

江
原
文
二
郎 

田
村
重
治 

大
間
々
町 

松

島

正

見•

石

原

亀

之

助

伊

与

田

愛

子

須

永

重

雄

阿

久
 

津

栄

一

五

十

嵐

昭

雄

小

林

惣

佐

久

小

方

道

憲

大
泉
町 

小

山

義

造

市

川

清

七

渡

部

義

勝

半

田

安

蔵

津

久

井

慶

三
 

内

田

芳

三

河

内

梧

作

川

島

吉

次

邑
泉
町 

上

武

万

蔵

小

林

俊

男

新

井

偉

太

郎

中

村

晃

大

塚

孝

士
 

大

川

晴

一

厚

川

小

一

岡

田

立

真

板
倉
町 

高

瀬

清

一

郎

荻

野

朝

則

宮

田

茂

長

沢

康

雄

荒

井

久

七
 

高

瀬

礼

次

郎

松

沢

篤

郎

田

嶋

武

治

千
代
田
村 

栗

原

宗

七

藤

野

中

石

川

泉

一

郎

三

枝

友

治

関

口

義

雄
 

小

寺

元

次

内

田

儉

蔵

野

村

耕

一

郎

大

谷

泉

一

高

木

美

幸

明
和
村 

矢

島

源

一

郎

北

島

鎳

蔵

田

口

俊

夫

森

尻

重

作

鈴

木

好

男

苗

田

哲

雄

栗

原

栄

I  

藤
橋
芳
雄 

和
田
実

(

敬
称
略
、

順

不

同)

各
市
町
村
教
育
委
員
会
、

教
育
長
お
よ
び
事
務
局
職
員
、

東
部
教
育
事
務
所
長 

お
よ
び
職
員
の
方
に
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
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建 

造 

物

I
、

は

じ

め

に

建
造
物
班
の
調
査
対
象
は
県
教
委
文
化
財
保
護
課
の
示
し
た
調
査
実
施
要
綱
に 

よ
っ
て
、
民
家
を
除
い
た
建
造
物
と
し
た
た
め
、
主
な
対
象
建
造
物
は
堂
塔•

社 

殿
お
よ
び
そ
れ
ら
に
附
随
し
た
廚
子
や
門
で
あ
っ
た
。

調
査
方
法
は
昨
年
度
と
同
様
に
第一
次
調
査
と
第
二
次
調
査
に
分
け
て
行
な
わ 

れ
た
。

実
際
に
は
第
—-
次
調
査
ヵ
ー
ド
の
出
な
い
地
区
が
あ
り
、,

そ
れ
ら
の
地
区
で
は 

地
区
調
査
員
も
お
ら
ず
、
老
齢
の
教
育
長
お
よ
び
教
育
委
員
会
事
務
局
等
の
関
係 

者
が
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
い
く
つ
か
案
内
し
て
下
さ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
行
な 

っ
た
各
地
区
の
第
二
次
調
査
の
う
ち
か
ら
主
に
次
の
よ
う
な
遺
構
を
と
り
あ
げ
、
 

報
告
す
る
〇

① 

江
戸
時
代
中
期
以
前
に
建
築
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
保
存
状
態
の
比
較 

的
良
い
も
の
。

② 

幕
末
の
も
の,
で
も
質
が
よ
く
、
建
築
年
代
の
明
ら
か
な
も
の
。

③ 

そ
の
他
特
に
重
要
と
思
わ
れ
、
保
存
上
緊
急
性
を
要
す
る
も
の
。

(

桑

原

稔
)

二
、

調

査

報

告

桐

生

市

鳳
仙
寺
仁
王
門

所

在

地

桐

生•
市
梅
田
町
ー
ー
五
八

管

理

者

坪

井

良

栄

三
間
二
面
の
楼
門
で
、
両
脇
の
一
間
は
板
を
張
り
、
前
面
に
囲
い
を
設
け
て
中

に
仁
王
様(

増

長

天.

持

国

天)

を
配
し
て
い
る
〇
二
階
建
に
な
っ
て
い
て
扇
棰 

は
め
ず
ら
し
く
、
軒
は
出
組(

一

手

先)

と
し
、
軒
支
輪
が
み
ら
れ
柱
間
に
は
蓑 

束
を
用
い
、

二
階
に
椽
を
め
ぐ
ら
し
高
欄
を
廻
し
て
い
る
。
高
欄
の
四
隅
に
立
つ 

宝
珠
柱
の
頭
部
は
唐
様
の
逆
蓮
頭
を
用
い
て
お
り
、
屋
根
は
瓦
葺
入
母
屋
造
り
と 

し
て
い
る
〇

建
立
年
代
は
寛
永
年
間
と
伝
え
て
い
る
が
、
調
査
の
結
果
で
は
も
っ
と
新
し
く
、
 

江
戸
時
代
中
期
頃
の
遺
構
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。

破
損
少
な
く
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

鳳
仙
寺
仁
王
門 

鳳
仙
寺
仁
王
門
軒
裏

〇

鳳

仙

寺

輪

蔵

所
在
地
桐
生
市
梅
田
町
ー
ー
五
八

管

理

者

坪

井

良

栄

白
壁
塗
六
メ
ー
ト
ル
四
方
の
鞘
堂
の
中
に
あ
る
。
中
心
に
あ
るI

本
の
柱
の
六



面
に
書
庫
を
設
け
、
鉄
眠
版 

一
切
経
六
千
七
百
卷
を
藏
す
る
。
柱
が
回
転
す
る
こ 

と
に
ょ
っ
て
経
巻
を
自
由
に
出
し
入
れ
で
き
る
と
こ
ろ
が
珍
し
い
。
中
央
に
は
双 

林
大
士
を
祭
っ
て
い
る
。

書
庫
の
前
面
周
囲
に
は
椽
が
張
ら
れ
、
高
欄
を
め
ぐ
ら
し
、
宝
珠
柱
の
頭
部
は 

唐
様
の
逆
蓮
頭
を用
；；

て
い
る
。
書
庫
と
椽
は
柱
へ 

の
幾
重
も
の
差
し
肘
木
に
よ 

つ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
で
も
柱
と
差
し
肘
木
と
の
仕
口 

に
弛
緩
が
み
ら
れ
ず
、
破
損
は
極
め
て
少
な
く
、
も
ち
ろ
ん
書
庫
は
回
転
も
し
、
 

往
時
の
ま
ゞ
の
状
態
が
よ
く
し
の
ば
れ
る
。

こ
の
よ
ぅ
な
建
築
様
式
は
本
県
で
は 

め
ず
ら
し
く
貴
重
な
存
在
で
あ
ろ
ぅ
。
製
作
年
代
は
天
明
三(

一  

七
八
三)

年
と 

伝
え
て
い
る
。

0

鷹
林
寺
山
門

所
在
地 

桐
生
市
梅
田
町
四
丨
五
二
八

管

理

者

大

沢

昌

栄

い
わ
ゆ
る
四
足
門
で
各
柱
の
上
下
に
粽
が
あ
り
、
柱
下
に
は
木
造
の
礎
盤
を
置 

き
、
柱
上
に
は
台
輪
を
置
い
て
そ
の
下
に
頭
貫
を
入
れ
、
木
鼻
に
拳
鼻
を
つ
け
て

鳳仙寺輪蔵正曲
(双林大士像)輪蔵の書犀および椽を支

える差し肘木

鷹林寺山門

鷹林寺山門の冠木
冠木の側面に建立に関する記録が掘込んである。



い
る
。
以
上
の
様
式
は
い
ず
れ
も
唐
様
の
特
徴
で
あ
る
。
軒
は
ー
ー
重
吹
寄
棰
と
し
、
 

屋
根
は
瓦
葺
で
あ
る
。

当
山
門
は
冠
木
の
側
面
裏
に
次
の
よ
ぅ
な
記
録
が
掘
込
ん
で
あ
る
の
で
享
保
十 

七

(
一

 

七
三
二)

年
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

「
享
保
十
七 

人

足

當

檀

中

寄

進

奉
建
造
門I

宇
與
修
理
科
都
合
而
爲
二
親
施
主
免
仙
壬
子
仲
秋
中
旬
」

館

林

市

H

青
竜
山
茂
林
寺

所
在
地 

館
林
市
大
字
堀
エI

五
七
〇

管

理

者

古

川

正

山

い
わ
ゆ
る
分
福
茶
釜
で
名
高
い
県
下
の
名
刹
で
あ
る
。
建
造
物
よ
り
童
話.

民 

話
で
有
名
と
な
っ
た
。

,
本
堂
は
建
立
に
関
す
る
棟
札
が
残
っ
て
お
り
、
享
保
十
三
年
か
ら
同
十
五
年
に 

か
け
て
建
築
工
事
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
屋
根
は
草
葺
寄
棟
造 

り
で
、
改
造
少
な
く
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

山
門
は
三
間
二
面
の
楼
門
で
、
屋
根
は
草
葺
寄
棟
造
り
で
あ
る
。
破
損
少
な
く 
 

保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。
棟
札
が
残
っ
て
お
り
、
元
禄
七
年(

一
六
九
四
年) 

に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
他
に
本
堂
の
裏
手
に
あ
る
開
山
堂
の
棟
札(

寛
文
十
庚
戌
年
正
月
吉
日
造 

立
)

も
残
っ
て
い
る
が
、
開
山
堂
は
近
年
改
造
さ
れ
装
い
を
全
く
改
め
て
し
ま
っ 

て
い
る
。
本

堂•

山
門
は
比
較
的
建
築
年
代
古
く
保
存
状
態
も
よ
い
の
で
、
今
の 

ぅ
ち
に
文
化
財
と
し
て
の
処
置
を
し
、
後
世
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

G
薬

師

堂

所

在

地

館

林

市

大

字

当

郷

三
間
三
面
の
草
葺
屋
根
の
正
面
に
銅
板
瓦
棒
葺
屋
根
の
向
拝
を
付
け
て
い
る
が
、

青竜山茂林寺山門

青竜山茂林寺本堂

青竜山茂林寺本堂棟礼



こ
の
向
拝
は
後
補
の
も
の
で
あ
る
。
軒
は
一
軒
で
吹
寄
捶
と
し
、
柱
上
に
は
台
輪 

を
置
い
て
そ
の
下
に
頭
貫
を
入
れ
、
形
の
く
ず
れ
た
唐
様
木
鼻
を
付
け
て
い
る
。 

柱
間
の
台
輪
上
に
は
簑
束
を
用
い
、
柱
上
は
出
組(

I

手

先)

と
し
て
い
る
。
堂 

内
に
は
立
派
な
廚
子
が
安
置
さ
れ
、
そ
の
中
に
月
光
菩
薩
造
立
に
関
す
る
棟
札
が 

あ
り
、
裏
側
に
明
和
六(

I

七

六
九)

年
の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
各
部
の
特 

徴
か
ら
み
て
廚
子
と
堂
は
同
年
代
に
造
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
時
期
は 

明
和
六
年
頃
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
ぅ
。

堂
は
錠
も
か
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
内
部
へ
自
由
に
出
入
り
で
き
る
状
態
で
あ
る 

の
で
、
管
理
上
何
ら
か
の
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
ろ
ぅ
。

薬師堂外観

薬師堂 軒裏および柱上部

薬師堂廚子内にある棟礼薬師堂内に安置されている廚子



0
長
良
神
社

所
在
地 

館
林
市
台
宿
町
五
丨
三
九 

管

理

者

中

島

国

雄

柿

葺

のI
間
社
流
造
り
で
あ
る
。 

高
欄
の
架
木
が
な
く
な
っ
て
い
た 

り
、
蟇
股
内
の
彫
刻
が 

一  

部
な
く 

な
っ
て
い
た
り
は
す
る
が
、
保
存 

状
態
は
や
ゞ
良
好
で
あ
る
。
向
拝 

柱
上
部
の
象
鼻
は
鼻
の
長
さ
が
短 

か
く
、
宝
珠
柱
の
擬
宝
珠
な
ど
は 

丸
み
を
お
び
て
い
て
全
体
か
ら
受 

け
る
感
じ
は
江
戸
時
代
中
期
以
前 

の
建
築
を
思
わ
せ
る
。
伝
承
で
は 

当
社
は
元
禄
九(

一
六
九
六)

年 

の
創
建
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
 

当
本
殿
は
創
建
当
時
の
建
物
と
み

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

_

神

明

宮

所
在
地
館
林
市
大
字
下
早
川
田

本
殿
は
伊
勢
神
宮
本
殿
の
形
式
に
よ
く
似
た
造
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
屋
根 

は
柿
葺
切
妻
造
り
で
反
り
が
な
く
直
線
形
と
し
、
両
妻
に
は
棟
持
柱
を
構
え
、
頁 

部
の
障
泥
板
、
甍
蔽
は
左
右
に
長
く
突
き
出
さ
せ
、

そ
の
上
に
堅
魚
木
を
置
く
。 

ま
た
、
棟
の
左
右
に
千
木
を
設
け
て
い
る
が
、
置
千
木
の
よ
う
で
な
く
、
破
風
板 

が
貫
通
し
て
千
木
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
み
せ
て
い
る(

伊
勢
神
宮
の
場
合
は
破 

風
板
が
貫
通
し
て
千
木
と
な
っ
て
い
る)

と
こ
ろ
、

お
よ
び
白
木
造
り
で
あ
る
点 

な
ど
伊
勢
神
宮
の
造
り
に
よ
く
似
て
い
る
〇

建
築
史
学
の
方
で
は
、
伊
勢
神
宮
の
よ
う
な
造
り
に
類
す
る
神
社
形
式
を
神
明 

造
り
と
よ
ん
で
い
る
の
で
、
当
社
の
本
殿
は
神
明
造
り
の
系
統
に
入
る
も
の
で
あ 

る
〇

本
県
で
は
神
明
造
り
の
系
統
に 

入
る
社
殿
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い 

が
、
館
林
市
内
で
は
こ
の
ほ
か
に 

渡
良
瀬
川
に
添
っ
た
地
域
に
二. 

三
み
ら
れ
た
の
で
特
に
印
象
に
残 

っ
た
。

な
お
、
当
神
明
宮
の
本
殿
内
に 

は
次
の
よ
ぅ
な
棟
札
が
残
さ
れ
て 

い
る
た
め
、
寛

政

三(

一
七
九

I  
) 

年
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し 

た
。寛

政
三
辛
亥
年

青
木
仁
右
衛
門
行
近 

御

造

宮

大

工原

惣

八

五
月
六
日 

元
知

同上の本柱上部

長良神社本殿

神明宮本殿



藪
塚
本
町

H

全
性
寺
本
堂

所

在

地

新

田

郡

藪

塚 

本
町
大
原

管

理

者

木

戸

三

四

二

寄
棟
造
鉄
板
瓦
棒
葺
で
あ
る
が
、
 

当
初
は
茅
葺
で
あ
つ
た
も
の
と
思 

わ
れ
る
。
寺
の
本
堂
の
造
り
と
し 

て
は
そ
ぅ
立
派
と
も
い
え
な
い
が
、
 

内
部
の
ラ
ン
マ
彫
刻
の
裏
側
に
銘 

が
あ
り
、
山
之
神
に
住
ん
で
い
た 

岸
大
内
藏
の
名
と
弘
化
四(

一
八

四

七)

年
の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
堂
は
こ
の
彫
刻
と
同
じ
年
の
弘
化 

四
年
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〇

長

建

寺

本

堂

所
在
地
新
田
郡
藪
塚
本
町
大
原

管

理

者

星

野

英

吉

瓦
葺
寄
棟
造
り
で
、
全
性
寺
と
調
子
の
似
た
彫
刻
が
内
部
に
沢
山
み
ら
れ
る
。 

や
は
り
同I

人
の
作
品
で
、

ラ
ン
マ
の
裏
側
に
は
次
の
よ
う
な
銘
が
刻
ま
れ
て
い 

る
。

こ
れ
に
よ
り
当
本
堂
は
文
久
三(

一
八
六
三)

年
に
完
成
し
た
こ
と
が
知
ら 

れ
る
。
当
本
堂
も
全
性
寺
本
堂
と
同
様
建
築
的
に
は
特
に
優
れ
た
も
の
と
言
え
な 

い
が
、
地
元
の
彫
刻
家
が
活
躍
し
て
豪
華
な
彫
刻
作
品
を
残
し
て
い
る
点
で
、,

地 

元
藪
塚
本
町
に
と
っ
て
は
貴
重
な
遺
産
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

神明宮本殿

全性寺本堂

長建寺本堂

長建寺本堂内部



蘭間の銘

山
神
住

七
士 

一
翁

彫 

岸
大
内
藏

同
苗
太
助

同
幸
作

世

話

人
西
村
金
右
衛
門 

同

山
津
甚
助

干
時
文
久
三
癸
亥

正
月
日

當
山
拾
九
主

到
誉
代

明
和
村

H

観

音

堂

所

在

地

邑

楽

郡

明

和

村 

江
黒
七
二
〇

管

理

者

塚

田

伊

三

郎

三
間
三
面
で
屋
根
は
瓦
葺
方
形
造 

り
で
あ
る
。
内
部
は
天
井
を
は
じ
め 

組
物
お
よ
び
柱
ま
で
極
彩
色
で
色
ど 

ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
色
が
は
げ

•  

落
ち
、
か
つ
あ
せ
て
し
ま
っ
て
天
井 

な
ど
は
何
が
描
か
れ
て
い
た
か
判
明 

し
が
た
い
。

柱
頭
に
は
台
輪
を
の
せ
そ
の
下
に 

頭
貫
を
入
れ
、
く
ず
れ
た
形
の
唐
様

木
鼻
を
付
け
て
い
る
が
、
軒
組
物
は
三
ッ
斗
組
に
な
っ
て
い
る
た
め
簡
潔
な
表
現 

と
な
っ
て
い
る
。
建
立
に
つ
い
て
の
記
録
や
伝
承
は
な
い
が
江
戸
時
代
中
期
頃
の 

建
立
と
み
て
お
け
ば
無
難
で
あ
ろ
ぅ
。

千
代
田
村

H

円
福
寺
本
堂

所
在
地 

邑
楽
郡
千
代
田
村
大
字
舞
木
三
一
九

管

理

者

中

島

善

道

寄
棟
造
り
で
現
在
ト
タ
ン
葺
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
昭
和
三
十
九
年
に
草 

葺
だ
っ
た
も
の
を
改
修
し
た
た
め
で
あ
る
。
建
築
時
の
棟
札
が
残
さ
れ
て
お
り
、
 

正
徳
三(

一
七
ニ
ニ)

年
に
起
工
し
、
正
徳
四
年
に
完
成
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で 

あ
る
。
ま
た
、
須
彌
壇
の
裏
側
に
次
の
よ
ぅ
な
墨
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

「
當
山
二
十
六
世
中
興
桂
光
院
覚
阿
上
人
無
涯
大
和
尚
敬
白

大

工

江

戸

神

田

—
ハ
乗
物
町

和
泉
五
郎
次

観音堂外観

観音堂内部



須
彌
仏
壇
寄
進
願
主
伹
阿
霊
伝
内
田
次
郎
衛
門 

干
時
争
企
庚
子
六
月
吉
日
」

邑

楽

町

H

月
音
山
明
言
寺

所
在
地
邑
楽
郡
邑
楽
町
石
打
一
九
三

管

理

者

石

本

実

禅

本
堂
は
現
在
瓦
葺
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
昭
和
二
十
六
年
に
茅
葺
を
改
修 

し
た
も
の
で
あ
る
。

寛

政

五(

一
七
九
三)

年
に
火
災
に
あ
い
、
本
堂
は
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
が
水 

屋
は
か
ろ
ぅ
じ
て
難
を
ま
ぬ
か
れ
た
と
い
い
伝
え
て
お
り
、
水
屋
の
破
風
板•

茅 

負
い
の
一
部
が
焼
け
焦
げ
て
い
る
の
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
本
堂

は
そ
の
後
た
だ
ち
に
再
建
さ
れ
た
も
の
と
い
い
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
寛
政 

六
年
頃
の
建
立
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
水
屋
は
火
災
時
に
燃
え
残
〇
た
と 

い
う
こ
と
か
ら
、
寛
政
五
年
以
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
様
式
か
ら
推
察
し 

て
そ
う
古
い
も
の
で
は
な
い
。I

八
世
紀
中
期
頃
の
建
立
で
は
な
い
か
と
推
定
さ 

れ
る
。

大

泉

町

H

成
就
院
本
堂

所

在

地

大

泉

町

上

小

泉

管

理

者

井

上

加

納

本
堂
は
調
査
に
訪
ね
た
時
、
屋
根
の
大
規
模
な
葺
替
ぇ
工
事
中
で
あ
っ
た
。

こ 

の
工
事
中
に
屋
根
裏
か
ら
棟
札
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
本
堂
は
天
保
十
二(

I

八 

四

一)

年
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
柱
上
に
台
輪
を
の
せ
、
そ

円福寺本堂

同上同部

明言寺本堂

明言寺水匡



の
下
に
頭
貫
を
入
れ
、
曲
線
の
強
く
表
わ
れ
た
木
鼻
を
つ
け
て
い
る
。
大
斗
の
上 

部
に
は
尾
棰
も
み
ら
れ
、
唐
様
を
基
調
と
し
た
幕
末
の
様
式
が
ぅ
か
が
わ
れ
る
。

屋
根
替
以
外
に
部
分
的
に
修
理
が
な
さ
れ
る
よ
ぅ
で
あ
る
が
、
古
建
築
に
関
す 

る
専
門
家
が
タ
ッ
チ
し
て
い
な
い
純
然
た
る
民
間
事
業
で
あ
る
だ
け
に
、
改
修
後 

の
姿
が
心
配
さ
れ
る
〇

成就院本堂軒裏



彫 

刻

(

仏

像
)

は

じ

め

に

桐
生
地
域
彫
刻一

覧
表

名 

称 

数

量

材

質

姿

勢

時

代

所

有

者

指

定

有

無
 

備 

考

1 
光

性

寺

不

動

明

王

像
 

I

軀

木

彫
 

立
像 

平

安

光

性

寺

桐

生

市

指

定

2

浄

—
運

寺

—
聖

観

—音

—
像

一

軀

木

彫

立

像

平

安

浄

運

寺
 

無

3

最

IB
—寺
地

藏

菩

薩

像
 

I

軀

木

彫

立

像

平

安

最

寺
 

無

4

西

方

寺

菩

薩

像

I

軀

木

彫

立

像

鎌

倉

西

方

寺
 

無 

醐t

浦
^®
綱

贊

は

5 
崇

禅

寺

阿

弥

陀

如

来

像

一

躯

木

彫

立

像

鎌

倉

崇

禅

寺

群

馬

県

指

定

6

靑

蓮

寺

善

光

寺

式

阿

弥

陀

三

尊

像

三

軀

鑄

銅

立

像

鎌

倉

靑

蓮

寺

群

馬

県

指

定

7 
西

方

寺

阿

弥

陀

如

来

像

一

軀

木

彫

座

像

南

北

朝

西

方

寺

群

馬

県

指

定

胎

内

墨

書

銘

8 
渭

雲

寺

大

聖

歓

喜

天

像
 

|

軀

鑄

銅

立

像

南

北

朝

渭

雲

寺
 

無 

秘
仏

9

東

禅

寺

藏

御

正

体

一

懸

_

_

座

像

南

北

朝

東

禅

寺
 

無 

力

10
旧

賀

茂

神

社

御

正

体

三

体
 

三

懸

木

彫
 

座

像

室

町
 

法
楽
寺 

無 

麵

離

卽

雜

；；
膊
ル

11
法

楽

寺

千

手

観

音

像

一

軀

木

彫

立

像

室

町

法

楽

寺
 

無 

像

容

持

物

—
混
乱
ア
リ

12(
飯

塚

家

藏
)

勢

至

菩

薩

像 

一

軀

木

彫

立

像

室

町

飯

塚

家
 

無 

_

魷_

柏 
勸

难

•

13(
園

田

家

藏
)

楽

師

如

来

像

一

軀

木

彫

座

像

戦

国

園

田

家
 

無 

銘
文
朱
書
銘

桐
生
地
域
に
お
け
る
文
化
財
調
査
に®

い
て
彫
刻
の
部
の
対
象
と
な
つ
た
も
の 

は
、
別
表
に
示
す
よ
ぅ
に

佛

像

の

御

正

体

十

三

体

で
あ
る
。
佛
像
に
お
い
て
は
、
時 

代
は
下
限
を
戦
国
期(

室
町
時
代) 

に
お
い
て
、
様
式
と
郷
土
史
の
二 

面
よ
り
の
考
察
す
る
こ
と
ゞ
し
た
。 

1
光
性
寺
不
動
明
王
像 

I

軀

桐
生
市
東
四
ノ 

ー
 
(

旧
今
泉 

町
)

光
性
寺
本
堂
安
置 

木
造
寄
木
造
。
材
質
桧
材
。
彩 

色
。
胸
綴
瓔
珞
銅
製
。
硝
子 

玉
吹
付
。
釧
銅
製
。
持
物
羅 

索
糸
撚
製
。

鐶
及
錘
木
製
。 

剣
木
製
。

立
像 

肉
身
紺
色
。
巻
髪
。
弁 

髪

左

肩-1

懸
ル
。
右
眼
瞋
目
。 

左
眼
眇
。
彫
出
。
胸
綴
瓔
珞 

ヲ
懸
ク
。
条
帛
ヲ
懸
ク
。
彩 

色

地

>
1

彩
色
文
様
ヲ
置
ク
。 

(

彩

色

地

文

様

共

—
茶
色
二 

見
ユ
レ
ド
モ
現
在
甚
ダ
明
確 

ナ
ラ
ズ)

左
手
垂
下
。
羅
索 

ヲ
執
リ
、
右
手
屈
臂
宝
剣
ヲ

握
ル
。
共
二
臂
釧
腕
釧
ヲ
著
ク
。
腰
ヲ
少
シ
ク
右
二
捻
ル
。
裙
彩
色
地
二
彩 

色
雲
文
ヲ
置
ク
。(

後
代
の
修
補
の
際
の
な
る
べ
し
。)

1

段
折
返
シ
。
腰
布
ヲ 

卷
キ
腹
前
ー
ー
テ
結
ブ
。
右
足
ヲ
重
ク
左
足
ハ
軽
ク
踏
ミ
立
ツ
。
両
足
首
二
釧



ヲ
付
ク
〇

法

量

像

高

三

尺

二

寸

台
座
木
造
彩
色
〇
岩
座
及
ビ
框
座

〔
備

考

〕

彩
色
、
文
様
、
後
世
ノ
補
色
ア
リ
。'

瓔
珞
持
物
、
台
座
等
、

ス
ベ 

テ
後
世
ノ
作
。
光
背
逸
失
。
厨
子
後
世
ノ
作
。

以
上
の
容
相
を
概
観
す
れ
ば
、
眼
は
彫
出
、
玉
眼
は
用
い
ず
憤
怒
相
も
穏
雅
で 

威
圧
感
は
な
く
、
そ
の
上
姿
勢
も
肉
付
も
安
静
で
、
全
体
的
に
親
し
み
や
す
い
風 

貌
と
い
え
よ
う
。
更
に
彫
り
の
浅
く
襞
、
衣
紋
の
並
行
的
で
あ
る
点
も
藤
原
期
の 

も
の
の
特
長
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
も
京
都
本
流
の
作
風
を
示
し
、
地
方 

作
で
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
〇
製
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
背
面
に
背
く
り
が 

あ
る
に
し
て
も
類
型
化
の
み
ら
れ
る
点
か
ら
し
て
藤
原
末
期
の
も
の
と
推
定
す
べ 

き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
本
像
の
伝
来
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
此
の
像
が
古
く
か
ら
此
の
地
若
し
く 

は
こ
の
寺
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
郷
土
史
的
意
義
は
深
く
な
る
も
の 

で
あ
る
が
実
は
案
外
に
所
伝
が
新
し
い
。
此
の
寺
の
第
十
九
世
で
あ
る
妙
宏
良
湛 

和
上
が
、
文
化
十
四
年
に
こ
の
寺
の
住
持
と
な
っ
た
が
、

そ
の
節
本
像
を
当
寺
に 

も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
現
在
同
師
の
墓
名
に
は
次
の
如
く
記
さ
れ
て 

い
る
。

師
下
野
国
都
賀
郡
七
石
村
道
士
戒
定
坊
第
二
子
也
。
為-
北
石
倉
山
大
雲
寺
不 

二
坊
霊
玉
比
丘
之
弟
子
-〇
文
化
十
四
季
丁
丑
来
而̂
_

本
寺
-〇(

下

略)

右
の
碑
文
に
よ
れ
ば
師
は
元
来
現
在
の
栃
木
県
の
出
生
で
あ
り
、
父
も
修
験
者
で 

あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
長
じ
て
京
都
洛
北
の
石
倉
山
大
雲
寺
で
霊
玉
師
の
弟
子 

と
な
り
修
験
の
道
に
入
っ
て
修
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。
其
後
文
化
十
四
年
に
当
寺 

の
住
持
と
し
て
来
住
し
た
と
あ
る
か
ら
、
故
郷
へ
も
そ
う
遠
く
な
い
こ
の
桐
生
の 

光
性
寺
の
住
持
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
光
性
寺
は
元
来
江
一
尸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
建
立 

さ
れ
た
寺
で
始
め
は
石
原
家
の
持
佛
堂
で
あ
っ
た
も
の
か
ら
独
立
し
正
式
に
三
井 

の
園
城
寺
末
寺
と
な
っ
た
の
は
そ
ん
な
に
古
い
事
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
妙
宏
師
が
入
寺
し
た
時
、

こ
の
明
王
像
を
京
都
か
ら
将
来
し
て
、

こ 

の
寺
の
愛
染
堂
の
一
部
に
安
置
し
た
も
の
で
、
以
前
は
大
雲
寺
の
不
二
坊
に
安
置

光性寺不動明王像頭部 仝左全身像



さ
れ
て
い
た
も
の
を
師
の
坊
か
ら
授
け
ら
れ
て
持
参
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ 

れ
故
本
像
が
京
都
本
流
の
佛
師
の
作
で
あ
る
こ
と
も
、
藤
原
期
の
古
佛
で
あ
る
こ 

と
も
そ
の
由
来
を
知
れ
ば
首
肯
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
桐
生
の
地
に
来 

っ
て
僅
か
百
六
十
年
前
後
で
し
か
な
い
の
で
こ
の
郷
土
と
の
結
び
つ
き
は
浅
い
こ 

と
も
止
む
を
得
な
い
事
で
あ
る
。
(

桐
生
市
史
、
同

別

巻)

2
浄

運

寺

聖

観

音

像

一

軀

桐
生
市
本
町
六
丁
目
浄
運
寺
観
音
堂
安
置

木
造 

材
質
桧
材
。
寄
木
造
。
宝
冠
銅
製(

現
在
逸
失)

胸
綴
瓔
珞
銅
製◦

硝 

子
玉
付

立

像

垂

髻

白

毫

嵌

入

。
眼
彫
出
。
胸
綴
瓔
珞
ヲ
懸
ク
。
条
帛
ヲ
懸
ク
。
左 

手
屈
臂
、
蓮
萃
ヲ
執
リ
、
右
手
屈
臂
ヲ
前-
一
向
ケ
五
指
ヲ
開
キ
テ
竪
ツ
。 

天
衣
両
肩
ヨ
リ
臂
二
懸
リ
テ
両
脇
二
垂
ル
。
腰
ヲ
少
シ
ク
左
ー
ー
捻
ル
。 

裙
-1

段
折
返
。
両
足
ヲ
揃
へ
テ
立
ツ
。

法

量

像

高

一

尺

五

寸

台

座

木

造

八

重

座(

五
遍
葺
蓮
萃
。
敷
茄
子
。
花
盤
〇
敷
茄
子
。
蕊
〇
反
花
。’
 

岩
座
〇
框
座
。
)

〔
備

考

〕

像
ノ
彩
色
剝
落
。
宝
冠
ハ
現
在
紙
製
〇
宝
冠
、
瓔
珞
、
持
物
、
天 

衣
(

両
肘
ョ
リ
垂
下
ノ
部
分)

及
台
座
全
部
等
後
世
補
作
。
円
光
背 

モ
後
補

宝
髻
は
低
く
、
眼
は
彫
出
で
顔
面
は
丸
く
小
児
の
よ
う
に
や
さ
し
い
面
立
、
肉 

付
の
薄
い
細
身
、
衣
紋
の
浅
い
彫
り
方
等
藤
原
佛
の
特
長
を
示
し
て
い
る
。
然
し 

乍
ら
類
型
的
で
ア
ク
セ
ン
ト
が
な
く
作
柄
す
べ
て
単
調
で
あ
る
の
は
藤
原
期
も
末 

期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

次
に
本
像
の
伝
来
に
つ
い
て
で
あ
る
が
当
寺
が
此
の
地
に
移
っ
た
の
は
慶
長
の 

頃
で
あ
り
、
そ
の
以
前
は
新
宿
の
地
に
あ
り
、
更
に
そ
の
以
前
は
広
沢
町
の
後
谷 

に
あ
っ
て
戦
国
末
期
天
正
年
間
に
由
良
氏
の
家
臣
堀
越
氏
の
寄
進
に
よ
り
、
開
山 

玉
念
上
人
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
寺
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
当
寺
に
こ
の
よ
う
な
古
佛 

が
古
く
伝
来
し
て
い
る
筈
は
な
く
、
途
中
で
本
寺
に
迎
え
ら
れ
た
事
は
自
明
の
理 

で
あ
っ
た
。
本
寺
に
伝
承
す
る
由
来
は
「
浄
運
寺
子
安
観
世
音
菩
薩
畧
縁
起
」
に 

も
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
も
と
下
総
国
古
河
城
主
本
田
家
に
守
本
尊
と
し
て
安
置 

さ
れ
、
本
田
家
に
仕
え
た
老
女
が
た
ま
た
ま
当
寺
第
十
世
光
誉
旭
円
上
人
の
養
母 

で
、
栄
寿
尼
と
号
し
た
婦
人
が
、
当
寺
に
本
像
を
も
た
ら
し
且
つ
終
生
こ
れ
に
奉 

仕
し
た
と
い
う
。

こ
の
縁
起
書
は
幕
末
頃
の
成
立
ら
し
い
か
ら
全
部
は
信
じ
難
い 

が
、
当
時
に
伝
わ
る
書
継
文
書
風
の
由
来
書
に
よ
っ
て
も
第
十
世
の
光
誉
上
人
の 

時
に
、
観
音
堂
建
立
の
記
事
が
あ
り
、
そ
の
下
に
「
寄
進
者
有
之
」
云
々
の
句
が 

あ
る
〇
こ
れ
を
み
て
も
観
音
堂
建
立
の
事
実
は
、
江
戸
中
期
の
正
徳
頃
の
こ
と
で 

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
同
時
に
観
音
像
を
迎
え
た
の
も
、
こ
の
と
き
に
違
い
な 

い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
本
像
も
郷
土
史
と
の
結
び
つ
き
に
於
て
は
、
近
々
三 

百
年
足
ら
ず
で
決
し
て
古
い
も
の
で
は
な
い
の
は
少
々
残
念
な
気
が
す
る
の
で
あ 

る
〇

3
最

勝

寺

地

藏

菩

薩

像

一

軀

桐

生

市(

新

宿)

錦
町
春
丁
目 

最
勝
寺
本
堂
安
置

木

造

寄

木

造

材

質

桧

材

宝

珠

、
錫
杖
木
製

立
像 

白
毫
嵌
入
。
眼
彫
出
。
通
肩
衲
衣
。
袈
裟
ヲ
懸
ク
。
右
手
屈
臂
錫
杖
ヲ 

執
リ
、
左
手
モ
屈
臂
宝
珠
ヲ
掌
上-
一
置
ク
。
両
足
ヲ
揃
ヱ
テ
立
ッ
。

浄運寺観音菩薩像



台
座 

木
造
五
重
座(

五
遍
葺
蓮
華
。
敷
茄
子
。
蕊
。
反
花
。
框

座)

法

量

一

尺
三
寸
六
分

〔
備

考

〕

像
ノ
彩
色
剝
落
。
処

々

—
下
塗
ノ
胡
粉
ヲ
残
ス
。
円
光
背
。
錫
杖
、
 

宝
珠
、
台
座
等
皆
後
補

本
像
も
彫
眼
で
温
雅
な
姿
で
あ
る
。
衣
紋
の
彫
り
は
全
く
浅
く
襞
の
並
行
的
表 

現
は
袈
裟
の
衣
紋,
の
前
部
に
現
れ
て
、
波
紋
の
広
が
り
の
よ
う
に
下
部
に
拡
大
さ 

れ
て
行
く
。

こ
の
静
的
な
手
法
は
藤
原
佛
像
の
特
色
で
あ
ろ
う
。

本
像
の
所
伝
に
関
し
て
は
当
寺
と
の
因
縁
は
ご
く
浅
い
よ
う
で
あ
る
。
当
寺
に 

も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
の
初
め
頃
で
当
時
桐
生
に
住
し
て
い
た
佛
師
が
、
各 

部
の
破
損
を
修
理
し
て
こ
こ
に
お
さ
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
従
っ
て
こ
ゞ
に 

く
る
以
前
ど
こ
に
安
置
さ
れ
て
い
た
も
の
か
は
現
在
で
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
佛 

師
は
す
で
に
他
界
し
て
三
十
年
に
近
く
、
勿
論
本
像
を
佛
師
の
許
に
も
た
ら
し
た 

人
物
も
不
明
で
あ
る
。

若
し
前
の
安
置
さ
れ
た
場
所
が
判
明
す
れ
ば
、
郷
土
史
的
な
研
究
課
題
が
提
供
さ 

れ
て
興
味
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
現
在
で
は
先
ず
絶
望
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

4
西

方

寺

菩

薩

像

一

軀

桐
生
市
梅
田
町
春
丁
目 

西
方
寺
本
堂
安
置

木

像

寄

木

造

材

質

桧

材

黒

古

色

立
像 

宝

髻(

後
頭
部
欠
失)

白
毫
欠
失 

眼
彫
出 

胸
綴
等
ス
ベ
テ
失
フ
。

両
臂
モ
失
フ 

腰
ハ
少
シ
右1

1

ヒ
ネ
リ
左
足
ヲ
浮
ヵ
シ
テ
ヤ
、
前
方
ー
ー 

出
ス
。
衣
紋
ノ
ホ
リ
ハ
カ
強
ク
、
裳
ノ
折
返
シ
モ
短
ヵ
シ
。
天
衣
モ
身 

体
二
密
着
ス
ル
部
分
右
肩
ヨ
リ
左
脇
腹
二
至
リ
、
再
ビ
右
肩-

I

モ
ド
ル 

部
分
ノ
ミ
ア
リ
、
別
-1

彫
出
ス
ル
部
分
ハ
ス
ベ
テ
欠
落
ス 

足
指
先
両 

方
欠
落
蓮
肉
ー
ー
差
シ
込
ミ
タ
ル
ー
部
分
ハ
残
ル

台
座 

蓮
肉
、
蓮
弁
、
以
下
框
座
マ
デ
全
部
欠
失
。

法

量

像

高

三

尺

四

寸

以
上
の
如
く
此
の
菩
薩
像
は
損
傷
が
多
く
極
め
て
保
存
が
悪
い
も
の
で
あ
る
が
、

最勝寺地蔵菩薩像

西方寺菩薩像



実
は
保
存
が
悪
く
て
現
状
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
三
尊
形
の
中
尊 

脇
持
の
う
ち
の
左
右
何
れ
か
の

一  

体
で
、
他
の
二
体
は
古
く
火
中
に
灰
燼
と
な
り
、
 

こ
の
菩
薩
像
だ
け
が
焼
失
を
か
ら
く
も
ま
ぬ
が
れ
て
損
傷
多
き
姿
な
が
ら
今
日
に 

伝
来
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
保
存
の
悪
さ
と
い
う
よ
り 

実
は
、
火
災
の
中
か
ら
辛
う
じ
て
残
る
こ
と
が
出
来
た
不
運
の
三
尊
中
の
幸
運
の

I  

体
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
れ
故
こ
の
像
は
、
美
術
的
価
値
は
大
部
分
失
わ
れ 

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
然
し
此
の
地
の
郷
土
史
料
と
し
て
の
価
値
は
、
充
分 

あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
此
の
像
の
特
長
か
ら
み
た
製
作
年
代
等
に
つ
い
て
で
あ
る
が
そ
の
前
に
こ 

の
像
の
伝
え
ら
れ
た
西
方
寺
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。

西
方
寺
は
正
式
に
は
南
北
朝
の
頃
の
建
立
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
開
創
の
伝 

承
は
鎌
倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
、
頼
朝
の
家
人
宇
都
宮
弥
三
郎
頼
綱
が
京
で
法
然 

上
人
の
弟
子
と
な
り
蓮
生
と
の
法
名
を
授
け
ら
れ
て
念
佛
の
徒
と
な
っ
た◦

そ
の 

折
彼
の
家
来
六
十
余
人
も
主
君
と
共
に
念
佛
の
徒
と
な
り
各
地
に
分
散
し
て
行
っ 

た
が
、
そ
の
内
の
一
人
が
安
貞
六
年
の
頃
こ
の
場
所
に
菴
を
か
ま
え
て
阿
弥
陀
の 

像
を
安
置
し
て
往
生
極
楽
を
願
い
日
夜
称
名
念
佛
怠
り
な
く
勤
め
て
い
た
と
伝
え 

て
い
る
。
此
の
伝
承
は
当
時
の
此
の
地
の
状
勢
か
ら
判
断
す
る
と
可
な
り
の
真
実 

性
が
あ
る
説
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
こ
ゞ
よ
り
六
キ
ロ
程
離
れ
た
同
宗
の
崇
禅
寺 

の
伝
承
も
此
の
寺
の
伝
承
と
時
期
と
信
仰
の
形
態
を
等
し
く
し
て
い
る
。
そ
こ
で 

こ
れ
ら
の
伝
承
は
単
な
る
郷
土
伝
説
と
い
う
よ
り
も
歴
史
的
真
実
性
を
も
っ
た
も 

の
で
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
伝
承
の
年
代
と
此
の
損
傷
の 

多
い
菩
薩
像
の
造
立
年
代
は
、
そ
の
時
期
を
等
し
く
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と 

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

即
ち
寄
木
の
技
法
や
彫
眼
な
ど
に
は
平
安
末
期
の
手
法
の
ま
ゞ
で
あ
り
、

一
方 

衣
紋
の
彫
り
や
高
い
宝
髻
な
ど
は
鎌
倉
期
の
特
長
を
示
し
て
い
る
処
か
ら
、
中
央 

製
作
で
は
な
く
地
方
作
と
し
て
も
や
は
り
鎌
倉
も
中
期
以
前
の
も
の
で
あ
ろ
う
と 

推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
此
の
よ
う
な
美
術
資
料
と
し
て
の
価
値
は
ひ
く
い
も
の
で
あ
る
と 

し
て
も
、

一
方
郷
土
史
や
地
方
信
仰
史
の
上
で
は
や
は
り
大
切
な
資
料
と
し
て
保

存
に
力
を
つ
く
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

5
崇
禅
寺
阿
弥
陀
如
来
像
一
軀

桐
生
市
川
内
町
二
丁
目
崇
禅
寺
本
堂
安
置

木

造(

桧

材)

寄
木
造

立
像 

螺
髪
植
付
。
肉
髻
、
白
毫
共
二
水
晶
嵌
入
。

玉
眼
。
右
手
屈
臂
。
掌
ヲ 

前
二
向
ヶ
第|

指
第
二
指
ヲ
屈
シ
テ
三
指
ヲ
堅
ッ
。
左
手
ハ
左-1

垂
下 

シ
テ
掌
ヲ
前
面-1

向
ヶ
指
ハ
右
手
卜
共
ジ
ク
ス
。
肉
身
漆
箔
。
衲
衣
彩 

色
。

法

量

像

高

四

尺

三

寸

台

座

七

重

蓮

華

座(

五
遍
葺
蓮
華
。
敷
茄
子
。
花
盤
〇
蕊
。
反
花
。

二
重
框

座
)

光
背 

舟

型

式

光

背

。

外
側
透
彫
渦
雲
状
炎
光
。
化
佛
三
体
ヲ
ッ
ク 

〔
備

考

〕

漆
箔
モ
ホ
ト
ン
ド
剝
落
。
彩
色
部
モ
同
ジ
。
光
背
ハ
恐
ラ
ク
後
補
。 

台
座
ハ
当
時
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
。

さ
て
本
像
に
つ
い
て
は
、
当
地
に
伝
わ
る
伝
承
と
そ
の
様
式
が
い
か
な
る
関
係 

に
置
か
れ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

そ
の
伝
承
の
要
点
は
、
鎌
倉
時
代
の
は
じ 

め
の
頃
園
田
成
家
と
称
す
る
当
郷
出
身
の
武
士
が
、
京
都
在
番
中
、
法
然
上
人
の 

説
法
を
き
ゞ
、
大
い
に
心
を
動
か
さ
れ
て|

念
発
起
、
上
人
の
弟
子
と
な
り
、
念 

佛
修
行
に
は
げ
ん
だ
が
、
た
ま
た
ま
郷
に
帰
る
こ
と
と
な
り
、
師
の
坊
よ
り
当
本 

尊
を
も
ら
い
受
け
は
る
ば
る
こ
の
地
に
う
つ
し
て
、

一
心
に
礼
拝
、
念
佛
修
行
に 

つ
と
め
た
そ
の
本
尊
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
伝
承
に
つ
い
て
は
た
し
か 

に
法
然
上
人
の
伝
記
の
中
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
そ
の
歴
史
事
実
に
つ
い
て
は
多 

少
の
疑
問
も
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
こ
の
仏
像
も
鎌
倉
時
代
の
作
品
で
あ
る
点
に 

は
何
人
も
異
論
も
な
い
が
、
そ
の
写
実
性
の
大
い
に
進
ん
で
い
る
点
な
ど
よ
り
す 

る
と
、
初
期
の
製
作
で
あ
る
と
す
る
に
は
多
少
の
難
点
が
あ
り
、
中
期
を
多
少
下 

る
も
の
で
は
な
い
か
と
の
見
方
も
あ
る
。
然
し
鎌
倉
時
代
の
彫
刻
作
法
を
忠
実
に 

守
り
木
寄
法
を
行
っ
て
い
る
点
、
或
は
巧
緻
な
刀
法
、
又
全
体
的
に
み
て
均
整
の 

と
れ
た
姿
体
な
ど
地
方
佛
師
の
よ
く
な
し
難
い
技
法
で
あ
る
。

よ
っ
て
最
終
的
に 

之
を
ま
と
め
て
い
う
な
ら
ば



1. 

本
像
は
郷
土
伝
承
と
は
多
少
年
代
的
に
一
致
し
な
い
処
も
あ
る
が
、
鎌
倉
期 

の
製
作
で
あ
る
こ
と
は
間
違
は
な
い
。

2. 

し
か
も
そ
の
製
作
技
術
の
優
秀
な
点
に
お
い
て
は
正
に
京
都
本
流
佛
師
の
製 

作
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
此
の
地
に
良
い
間
守
り
つ
ゞ
け
ら
れ
て
、
郷
土
の
伝
承
と
結
び
つ
き
、
 

多
く
の
人
の
心
を
安
心
立
命
の
境
に
進
め
さ
せ
て
い
る
点
に
お
い
て
も
郷
土
史
上 

貴
重
な
る
文
化
財
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

6

靑
蓮
寺
阿
弥
陀
三
尊
像 

三
軀

桐
生
市
西
久
方
町
一 

丁

目
靑
蓮
寺
本
堂
安
置

銅
製 

鑄
造 

台
座
ハ
別
二
鑄
テ
ホ
ゾ
ヲ
以
テ
連
結
ス
。
三
軀
共
二
同
ジ 

立

像

渡

金
(

現
在
殆
ン
ド
剝
落
、
脇
ノ
下
ナ
ド
ー 
ー
ヮ
ズ
カ
ニ
金
色
ヲ
残
ス
ノ 

ミ)

中
尊 

上
品
下
生
ノ
印(

来

迎

印)

ヲ
結
ン
デ
蓮
肉
上
二
立
ツ
。
肉
髻
玉
眼
嵌 

入

脇
佛 

両
佛
ト
モ
殆
ン
ド
同
型
。
宝
冠
ヲ
着
ケ
、
化

佛.

宝
瓶
等
ノ
標
式
ナ
シ
。 

法
衣
ヲ
着
ケ
裾1

1

段
折
返
シ
。
両
手
ハ
胸-
ー
ア
テ
掌
ヲ
合
ハ
セ
テ
宝
珠 

ヲ
持
ツ
形
ヲ
ナ
ス(

梵
筐
ノ
印)

天
衣
ハ
左
肩
ヨ
リ
右
脇
下
ー
ー
ヌ
ケ
更 

二
右
肩
一 I

カ
カ
リ
左
脇
下
へ
出
テ
裾
ノ
折
返
シ
タ
部
分
へ
二
条
ノ
線
卜 

ナ
リ
テ
ブ
ラ
ハ
レ
ル
。
勢
至
菩
薩
ノ
天
衣
ノ
前
部
ハー

部
欠
失
ス

台
座 

中
尊
ハ
蓮
肉
、
二
段
反
花
、
框
座
、
脇
佛
ハ
共-
一
蓮
肉
、I

段
反
花
、
 

框
座

法

量

中

尊

高

サ

台

座

共I

尺
八
寸

脇

佛

各

高

サ

台

座

共

一

尺

四

寸

光

背

欠

失

•

当
寺
は
現
在
は
桐
生
市
西
久
方
町(

旧
称
六
反
ケ
谷
戸)

に
存
し
て
い
る
が
、
 

桐
生
城
を
落
城
せ
し
め
た
由
良
成
繁
が
桐
生
入
城
後
嘗
っ
て
由
良
氏
の
致
仕
し
た 

新
田
氏
の
一
菩
提
所
た
る
新
田
郡
尾
島
に
存
し
た
靑
蓮
寺
を
、
そ
の
本
尊
と
共
に 

現
在
地
へ
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
〇
伝
承
に
依
れ
ば
こ
の
三
尊
像
は
新
田
義
貞
の 

念
持
佛
で
あ
っ
た
と
い
う
が
別
に
確
証
は
な
い
。
然
し
こ
の
寺
に
保
存
さ
れ
る
古

位
牌
こ
ま
、»

貞
に
始
め
て
付
せ
ら
れ
た
と
い
う
「
覚

阿

」
な
る
時
宗
の
戒
名
が 

残
さ
れ
て
い
る
の
を
み
る
と
縁
故
の
深
か
っ
た
点
も
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

扱
此
の
三
尊
佛
は
所
謂
善
光
寺
式
如
来
と
い
わ
れ
る
一
光
三
尊
佛
で
、
長
野
善 

光
寺
に
安
置
さ
れ
る
本
尊
三
尊
佛
と
同
型
の
も
の
で
、
三
尊
佛
が
各
自
に
光
背
を 

持
た
ず
三
尊
共
通
の
一
つ
の
大
き
い
舟
型
光
背
を
共
有
し
て
い
る
形
式
の
も
の
で 

あ
る
。

こ
の
寺
の
場
合
こ
の
光
背
が
欠
失
し
て
い
る
の
は
甚
だ
残
念
の
次
第
で
あ 

る
が
果
し
て
何
時
失
わ
れ
た
も
の
か
不
明
で
、
唯
こ
の
像
の
製
作
地
が
京
都
で
あ 

る
と
す
れ
ば
、
或
は
始
め
か
ら
遠
方
の
地
へ
持
参
せ
な
か
っ
た
も
の
な
の
か
又
移 

建
の
際
失
っ
た
も
の
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。
又
鎌
倉
時
代
善
光
寺
信
仰
が
、
特
に 

時
宗
を
奉
じ
た
信
者
——

即
ち
時
衆
—

の
人
々
に
よ
っ
て
各
地
に
広
め
ら
れ
た 

折
、
そ
の
人
々
は
善
光
寺
如
来
の
う
つ
し
の
お
姿
を
多
く
製
作
さ
せ
、
諸
国
修
行 

(

遊
行
ノ
の
折
各
也
に
負
う
て
あ
る
い
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
重
い
光 

背
は
持
参
し
な
か
っ
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
上
州
各
地
に
い
く
つ
か
の
善
光
寺
如 

来
は
存
す
る
よ
う
で
あ
る
が
こ
の
光
背
ま
で
伝
え
て
い
る
も
の
は
あ
ま
り
存
し
て 

い
な
い
の
は
此
の
関
係
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

桐生市西久方町膏蓮寺本尊 
(善光寺三尊如来像)



と
に
か
く
此
の
尊
像
の
特
色
は
、
何
と
い
っ
て
も
そ
の
像
の
美
し
さ
に
あ
る
。 

勿
論
礼
拝
の
対
象
と
し
て
作
ら
れ
る
佛
の
姿
で
あ
る
か
ら
に
は
慈
悲
の
相
と
し
て 

顔
容
が
尊
厳
で
秀
麗
な
の
は
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
だ
け
で
な 

く
各
部
分
の
か
た
ち
か
ら
全
体
の
容
姿
ま
で
ま
こ
と
に
行
き
届
い
て
美
し
い
。
更 

に
技
術
面
で
も
そ
の
鑄
肌
の
美
し
い
の
は
鑄
型
に
使
用
し
た
材
質
の
関
係
で
も
あ 

ろ
う
か
。
と
に
か
く
面
部
、
法
衣
の
衣
紋
の
線
、
天
衣
の
曲
線
の
美
し
さ
等
ま
こ 

と
に
洗
練
さ
れ
た
美
し
さ
で
あ
る
。
そ
れ
故
こ
の
作
品
も
決
し
て
地
方
作
で
は
あ 

り
え
ず
、
都
の
本
流
佛
師
の
作
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

7

西
方
寺
阿
弥
陀
如
来
像
一
軀

桐
生
市
梅
田
町
一 

丁
目 

西
方
寺
本
堂
安
置

木

造(

桧

材)

寄
木
造 

肉
身
漆
箔 

衲
衣
彩
色
。
截
金
文
ヲ
置
ク

座

像

螺

髪

彫

出

。
額
波
状
。

玉
眼
。
肉
髻
共-
一
水
晶
〇
右
手
屈
臂
掌
ヲ
前
二 

向
ヶ
第
一
指
第
二
指
ヲ
以
テ
輪
ヲ
ッ
ク
リ
第
三
指
以
下
ヲ
堅
ッ
。
左

手
- 

ハ
膝
上
二
按
シ
テ
上
ヲ
向
ヶ
右
手
卜
同
ジ
形
ト
ス
。
上
品
下
生
印
ー
ー
テ 

来
迎
ヲ
示
ス
。
蓮

肉

上

I  
一
結
跏
跌
座
。
彩

色

地-
一
截
金
ヲ
ッ
ク
。
文
様 

ハ*

字
ッ
ナ
ギ
、
直
線
文
、
草
花
文
、
雷
文
等
ヲ
衲
衣
ノ
全
部
ー
ー
渡
ッ 

テ
表
ス
〇

台
座 

蓮
華
座
ヲ
残
シ
テ
他
ハ
全
部
欠
失
。
蓮
弁
ハ
彫
付
ナ
リ
。

法

量

像

高

一

尺

九

寸

五

分

〔
備

考

〕

漆
箔
ハ
後
世
修
理
。
彩
色
文
様
二
色
補
色
ア
リ
。
後
背
。
江
戸
時 

代
ノ
補
作

本
像
の
特
色
は
何
と
い
っ
て
も
写
実
的
な
作
品
で
あ
る
。
顔
容
は
美
作
で
鎌
倉 

大
佛
な
ど
に
著
し
く
類
似
し
、
額
の
線
は
波
状
に
作
ら
れ
、
玉
眼
、
白
毫
共
に
水 

晶
を
も
ち
い
、
衣
紋
の
線
も
並
行
的
で
な
く
変
化
に
富
み
写
実
的
で
あ
る
。
衲
衣 

の
上
に
お
か
れ
て
い
る
截
金
文
も
精
巧
に
施
さ
れ
て
北
麗
な
品
位
は
あ
る
け
れ
ど 

工
芸
的
な
感
じ
も
す
る
。
又
像
の
指
の
間
に
は
っ
き
り
残
さ
れ
る
縵
網
相
も
、
衆 

生
を
摂
受
し
て
あ
ま
さ
ざ
る
如
来
像
の
特
色
で
あ
る
が
特
に
右
手
に
よ
く
表
現
さ 

れ
て
い
る
。
総
じ
て
此
の
像
は
写
実
的
で
温
雅
な
作
風
で
あ
る
が
、
京
風
な
特
色 

よ
り
も
関
東
色
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
時
代
も
鎌
倉
室
町
の
交
流
期
と
も
考
え

ら
れ
る

更
に
此
の
像
の
今
一
つ
の
特
色
は
郷
土
史
と
の
結
び
つ
き
に
あ
る
〇
そ
れ
は
次 

の
如
き
胎
内
墨
書
銘
の
存
在
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

大
日
本
国
上
州
桐
生
郷
宝
樹
山
西
方
禅
寺
住
持
、
前
禅
興
天
叟
中
樹
和
尚
、
大 

檀
那
佐
野
大
炊
助
助
綱
、
択

以

日

良

辰
-

彩-
-"fe
之
--
〇
仰
願
山
門
繁
昌
、
福
楽 

増
長
、
災
障
不
侵
、
吉
祥
如
意
、
如
此

永
正
竜
集
辛
已
四
月

こ
の
文
中
「
桐

生

郷

」
と
い
う
の
は
現
在
の
桐
生
市
梅
田
町
一 

丁
目
、
及
び
天 

神
町
二
丁
目
三
丁
目
の
あ
た
り
を
指
す
。
天
満
宮
以
南
の
本
町
及
び
各
町
は
当
時 

は
存
在
せ
ず
江
戸
時
代
に
入
っ
て
新
町
と
し
て
開
発
さ
れ
る
。

「
宝

樹

山

」
は
西 

方
寺
の
旧
山
号
で
此
の
寺
は
南
北
朝
の
は
じ
め
桐
生
城
と
共
に
桐
生
国
綱
に
よ
っ 

て
開
創
、
そ
の
頃
浄
土
宗
か
ら
臨
済
宗
に
か
わ
っ
た
が
、
山
号
は
寺
号
と
共
に
そ 

の
ま
ゞ
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
前

禅

興

」
と
は
禅
僧
の
一
種
の
資
格
と
も
い
う
ベ
き
も
の
で
、
鎌
倉
五
山
の 

住
寺
と
な
る
べ
き
資
格
の
前
提
と
し
て
五
山
の
下
の
筆
頭
寺
院
た
る
「
十

刹

」
の 

禅
興
寺
の
入
寺
資
格
を
得
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
当
時
の
西
方
寺
住
職
と 

な
っ
た
天
叟
中
樹
和
尚
は
そ
の
資
格
を
得
て
い
た
の
で
「
前

禅

興

」
と
称
す
る
こ 

と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

た
ゞ
此
の
天
叟
中
樹
和
尚
に
つ
い
て
は
他
の
記
録
を
み 

ヒ
が
そ
の
怪
歴
等
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

「
大
旦
那
佐
野
大
炊
助
助
綱
」
に 

つ
い
て
は
こ
の
寺
の
旦
那
即
ち
外
護
者
で
あ
り
施
主
で
あ
っ
て
第
九
代
の
桐
生
城 

主
で
あ
り
、
特
に
歴
代
城
主
の
中
で
も
有
力
な
武
人
と
し
て
今
日
ま
で
そ
の
勇
名 

は
云
承
さ
れ
て
い
る
人
物
で
永
正
年
間
よ
り
元
亀
に
渡
っ
て
こ
の
地
の
支
配
者
で 

あ
っ
た
。 

、
 

、

次
の
問
題
点
は
「
択
以̂

日
良
辰
、•
彩-
一
色
之
一
」
な
る
文
で
あ
る
。
文
意
は
甚
だ 

ら

か

で

、

よ
い
日
を
択
ん
で
佛
様
を
彩
色
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
然
し 

こ
ゞ
で
問
題
に
な
る
の
は
こ
の
文
は
「
造

立

銘

」
か
彩
色
だ
け
を
施
し
た
一
種
の 

「
修

里

銘

」
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
従
来
当
寺
で•
は

「
修

理

銘

」 

と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
事
と
、
佛
像
専
門
の
調
査
官
が
此
の
像
容
手
法
か
ら
み 

て
鎌
倉
末
期
の
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
証
言
に
よ
っ
て
現
在
ま
で
修



理
彩
色
の
説
に
し
た
が
っ
て
い
る
が
、I

部
に
は
造
立
銘
説
の
存
在
す
る
こ
と
も 

た
し
か
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
五
百
年
に
近
い
年
月
を
経
て
、
し
か
も
郷
土
史 

と
の
結
び
つ
き
の
明
ら
か
な
銘
文
の
存
在
は
尊
重
さ
る
ベ
き
文
化
財
と
し
て
重
視 

し
て
行
き
た
い
。

8

渭

雲

寺

大

聖

歓

喜

天

像

一

軀

桐
生
市
梅
田
町一

丁
目
渭
雲
寺
本
堂•

安
置

銅

製

鑄

造

台

座

モ

共
-
一
鑄
ヌ
キ
ナ
リ

立
像 

渡

金(

現
在
殆
ン
ド
剝
落
ス)

象
頭
人
身
。
二
天
相
抱
キ
テ
正
立
ス
。 

左
ノ
天
ハ
天
花
冠
ヲ
著
ケ
、
目
細
ク
鼻
牙
短
シ
。
右
ノ
天
ハ
ヤ
、
鼻g
 

ク
目
広
シ
。
面
目
モ
慈
ナ
ラ
ズ
。

二
天
共1

1

持
物
ナ
ク
腕
及
ビ
手
首
一

|  

釧
ヲ
著
ク
。
-

裙

ハ

ー

段
折
返
シ
。

ス
ソ
ハ
台
座-

I

達
シ
テ
下
脚
ヲ
全
部 

覆
フ
。

台
座 

円
形
ノ
伏
鉢
状
ノ
低
キ
台-

1

陰
刻
ノ
文
様
ヲ
置
ク

法

量

像

高

五

寸

円

形

台

座

直

経

三

寸

三

分

此
の
像
は
い
つ
頃
か
ら
当
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、I

寸 

禅
宗
寺
に
は
あ
ま
り
縁
故
の
な
さ
そ
ぅ
な
天
部
像
で
、
ご
く
最
近
ま
で
秘
佛
と
し 

て
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
昔
は
当
寺
は
隣
寺
西
方
寺
の
末
寺
総
代
の
寺 

院
で
、
そ
の
開
山
は
西
方
寺
三
世
の
雷
溪
禅
師
が
な
っ
て
い
る
。
古
記
録
古
文
書 

の
類
を
み
て
も
聖
天
堂
の
よ
ぅ
な
も
の
は
な
か
っ
た
〇
然
し
こ
の
裏
山
の

I  

つ
に 

お
聖
天
山
な
る
地
名
が
存
し
て
い
る
か
ら
こ
の
像
も
そ
こ
の
堂
宇
に
祭
ら
れ
て
い 

た
も
の
が
、
此
の
寺
に
移
さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
。
又
此
の
山
は
桐
生
城
本
丸 

か
ら
辰
已
の
方
角
に
当
っ
て
い
る
が
、
何
か
方
位
的
に
意
味
が
あ
っ
て
、
此
の
像 

が
祭
ら
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
年
代
的
に
み
て
も
桐
生
城
の
完
成
は
南
北
朝

西方寺本尊阿弥陀如来像

渭雲寺大聖歓喜天像



の
は
じ
め
の
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
像
も
鑄
肌
の
な
め
ら
か
さ
と
い
ゞ
、
そ
の
重
量 

の
あ
る
点
か
ら
み
て
も
、
そ
の
頃
の
も
の
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の 

推
定
が
当
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
此
の
像
も
又
郷
土
史
に
お
い
て
重
要
な 

意
味
を
も
つ
文
化
財
の
一
つ
と
い
ぅ
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

 
守
御
正
体
二  

- 

吾
妻
山
神
社

桐
生
市
川
内
町
一 

丁
目 

東
禅
寺
本
堂 

保
管

銅
製 

鑄

造(

俗
ー
ー
懸
佛
ノ
名
称
デ
呼
バ
レ
テ
ヰ
ル
モ
ノ)

座
像 

半
肉
彫 

円
形
金
属
台
板-1

縁
ド
リ
シ
両
肩
ノ
ア
タ
リ
ー I

花
弁
状
ノ
懸 

垂

ノ

為

ノ

吊

手

ヲ

ッ

ケ

ル

。
台
板
ノ
中
央
ヨ
リ
ヤ
、
下
ッ
テ
中
尊
ヲ 

鑄
出
シ
左
右
一 I

脇
佛
ヲ
鑄
出
ス
ル
。
中
尊
ハ
如
来
形
座
像
定
印
ヲ
結
ブ
。 

左
右
菩
薩
形
。
右
方
ハ
未
敷
蓮
華
ヲ
持
シ
左
方
ハ4

暴
形 

阿̂
^

観
音 

勢
至
ノ
三
尊
ナ
ル
ベ
シ
。
背

面
二

「
御
正
体
三
鉢
」
ノ
陰
刻
ア
リ
。

法

量

懸

盤

直

経

六

寸

六

分

中

尊

二

寸

五

分

脇

佛

各

I

寸
七
分

こ
の
懸
佛
の
保
管
さ
れ
て
い
る 

東
禅
寺
は
鎌
倉
建
長
寺
派
に
属
す 

る
臨
済
宗
寺
院
で
、
鎌
倉
末
期
に 

佛
乗
禅
師
を
開
山
と
し
て
開
創
さ 

れ
た
寺
で
あ
る
が
、
同
寺
に
は
桐 

生
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
建
武 

五
年
在
銘
の
石
造
角
塔
婆
が
残
さ 

れ
て
い
る
。

こ
の
事
は
少
く
と
も 

此
の
寺
が
当
時
す
で
に
寺
号
を
称 

さ
な
い
ま
で
も
堂
な
り
菴
な
り
の 

信
仰
施
設
を
保
有
し
、
同
時
こ
の 

処
の
東
山(

吾

妻

山)

の
信
仰
も 

東
山
神
社
な
り
愛
宕
山
明
神
な
り

が
祭
祠
さ
れ
て
居
り
、

こ
の
よ
う
な
御
正
体
を
か
ゞ
げ
て
礼
拝
す
る
信
仰
の
実
体 

が
存
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
何
故
と
な
ら
ば
、
東
禅
寺
の
本
尊
が
阿
弥
陀
如 

来
で
あ
り
、
御
正
体
の
本
地
佛
が
弥
陀
三
尊
で
あ
り
、
角
塔
婆
の
四
面
に
は
南
無 

阿
弥
陀
佛
の
六
字
名
号
が
大
書
さ
れ
て
い
る
の
を
み
て
も
、
此
に
三
種
の
信
仰
的 

遺
物
が
同
一
信
仰
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
の
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

換
言
す
れ
ば
此
の
よ
う
な
時
代
と
信
仰
を
背
景
と
し
て
こ
の
御
正
体
も
造
ら
れ
た 

の
で
あ
る
か
ら
、
多
少
そ
の
製
作
年
代
が
下
っ
た
も
の
と
し
て
も
信
仰
状
態
に
急 

激
な
変
化
が
発
生
し
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
さ
ほ
ど
不
思
議
と
す
る
必
要 

も
あ
る
ま
い
と
思
う
。

10
法
楽
寺
御
正
体 

三

軀(

旧
賀
茂
神
社
本
地
佛)

桐
生
市
広
沢
町
六
丁
目
法
楽
寺
安
置

木
造 

材
質
棒
材 

像
卜
円
形
光
背I

木
丸
彫
素
地

毘
沙
門
天
像 

正
面
ヲ
向
キ
、
甲
胄
ヲ
付
ケ
両
手
屈
臂
。
両
足
ヲ
組
ン
デ
岩

上

—
座
ス

像
高 

五

寸

九

分

光

経

七

寸

三

分

五

厘

吉
祥
天
像 

正
面
ヲ
向
キ
宝
冠
ヲ
ィ
タ
ダ
キ
美
裳
ヲ
ッ
ケ
岩
上
一I

座
シ
両
足 

ヲ
踏
ミ
サ
ゲ
ル

像
高 

四

寸

八

分

光

経 

五
寸
八
分

善
賦
師
童
子 

斜
左
方
ヲ
向
キ
美
豆
良
ヲ
結
ビ
袍
ヲ
著
ケ
、
両
手
デ
宝
筐
ヲ 

捧
ゲ
岩
上-

I

端
座
ス

像

高

五

寸

〇

分

光

経

五

寸

五

分

我
が
国
で
は
平
安
朝
以
降
、
神
仏
混
淆
ノ
信
仰
が
さ
か
ん
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
 

神
像
も
仏
像
の
形
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
が
多
く
出
現
す
る
事
と
な
っ
た
。 

特
に
密
教
の
加
持
祈
禱
は
、

日
本
の
古
来
の
山
岳
信
仰
と
多
く
の
類
似
点
が
あ
っ 

た
結
果
、

い
つ
し
か
こ
の
両
信
仰
は
次
第
に
接
近
し
融
合
し
て
両
部
の
信
仰
と
な 

り
、
以
后
各
時
代
を
通
じ
て
、
民
間
信
仰
中
有
力
な
る
地
歩
を
占
め
て
来
た
の
で 

あ
る
。

こ
れ
ら
の
信
仰
団
体
は
は
じ
め
は
単
に
「
神

鏡

」
を
御
神
体
と
し
て
崇
拝 

し
た
が
、
仏
教
信
仰
と
結
合
し
た
後
は
、

い
つ
か
鏡
面
に
毛
彫
の
藏
王
権
現
の
神 

像
が
彫
刻
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
は
「
御

正

体

」
と
称
さ
れ
て
垂
迹
の
仏

東禅寺蔵 御正体三体(懸仏)



体
が
次
々
と
彫
り
出
さ
れ
、
更
に
は
押
出
佛
と
し
て
鑄
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て 

い
っ
た
。

こ
う
し
て
所
謂
「
本
地
佛
」
と
称
さ
れ
て
、
弥
陀
三
尊
や
観
音
、
薬
師 

等
の
像
が
神
社
の
奧
や
持
佛
堂
の
本
尊
と
し
て
崇
拝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ 

れ
が
即
ち
「
御
正
体
」
又

は

「
懸

仏

」
と
し
て
鎌
倉
、
吉
野
、
室
町
時
代
に
盛
行 

し
た
の
で
あ
る
。

本
像
は
お
そ
ら
く
室
町
期
の
製
作
と
思
わ
れ
る
が
、
丸
味
の
あ
る
表
現
は
、
刀 

法
こ
そ
鋭
さ
は
な
い
に
し
て
も
穏
雅
な
尊
容
は
ま
こ
と
に
親
し
み
の
あ
る
姿
で
あ 

る
。

こ
の
尊
像
が
、
神
社
で
は
毘
沙
門
天
像
が
健
津
身
命
、
吉
祥
天
が
玉
依
姫
命
、
 

善
賦
師
童
子
像
が
別
雷
命
と
し
て
拝
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
神 

は
賀
茂
上
下
社
の
主
祭
神
で
あ
る
の
で
か
く
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
ま
た 

ま
明
治
の
神
仏
分
離
の
際
、

い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
っ
て
、
当
寺
に
伝
え
ら
れ
る 

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

11
法

楽

寺

千

手

観

音

像

一

軀

木

造(

桧

材)

寄
木
造 

肉
身
金
箔
押
。
著
衣
黒
古
色
塗
。
玉
眼
。
冠
。
胸 

綴
瓔
珞
銅
製
。
持
物
木
製

立
像 

頂

—
佛
首
、
菩
薩
首
、
正

面

—
立
像
化
仏
ヲ
著
ク
。
天
冠
台
彫
出
。
冠 

ヲ
著
ク
。
三
眼
玉
眼
嵌
入
。
胸
綴
瓔
珞
ヲ
著
ク
。
八
臂
。
(

合
掌
ノ
手
。 

宝
鉢
ノ
手
。

日
月
牌
ノ
手
。
三
叉
戟
錫
杖
ノ
手
。
)

条
帛
ヲ
懸
ク
。
天 

衣
両

|

眉m

リ

懸
リ
両
脇
—
垂
下
ス
。
裙
三
段
折
返
。
両
足
ヲ
揃4
テ
立 

ッ
〇

法

量

像

高

三

尺

七

寸

五

分

台
座 

五

色(

切
付
蓮
華
。
反
花
。
岩
。

二
段
框
座)

〔
備

考

〕

肉
身
漆
箔
。
著
衣
古
色
後
補
〇
頂
上
仏
首
後
世
作
。
冠
持
物
後
世 

補
作
。
台
座
後
世
補
作
。
光
背
後
補
。

寺
伝
に
依
れ
ば
、
千
手
観
音
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
尊
容
は
少
し
違
い
が
あ 

る
。
千
手
観
音
は
双
眼
四
十
臂
で
あ
っ
て
三
眼
八
臂
の
姿
は
な
い
。
三
眼
八
臂
の 

観
音
は
不
空
羅
索
観
音
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
頭
頂
に
佛
首
を
着
け
ず
、
腹
前 

に
宝
鉢
の
手
を
つ
け
な
い
も
の
で
あ
る
。
頭
上
の
佛
首
、
佛
面
は
十
一
面
観
音
と 

同
じ
で
あ
る
が
、
十|

面
観
音
は
三
眼
八
臂
の
場
合
は
な
く
普
通
の
場
合
は
双
眼

二
臂
で
あ
り
、
密
教
で
は
四
臂
の
場
合
も
時
に
は
あ
る
。
そ
れ
故
こ
の
像
は
、
千 

手
観
音
に
類
す
る
像
容
、
不
空
羅
索
観
音
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
、
又
十
一
面
観
音 

に
類
似
す
る
特
長
が
あ
り
、
同
時
に
何
れ
に
も
類
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
全 

く
そ
の
正
し
い
名
称
が
付
し
難
い
。

そ
こ
で
此
の
よ
ぅ
な
姿
は
当
初
か
ら
の
も
の 

な
の
か
、
途
中
で
修
理
の
際
に
誤
っ
た
も
の
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
名
称 

は
寺
伝
の
千
手
観
音
と
し
て
お
く
外
は
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。

扱
製
作
手
法
に
於
て
は
、
鎌
倉
期
の
写
実
主
義
を
基
調
にS

い
て
い
る
の
は
明 

ら
か
で
あ
る
が
、
類
型
的
で
気
力
に
乏
し
い
点
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
室
町 

期
の
作
品
で
あ
ろ
ぅ
し
、
又
地
域
的
に
み
て
も
地
方
作
で
あ
ろ
ぅ
と
考
え
ら
れ
る
。

12
勢
至
菩
薩
像 

|

軀

桐
生
市
広
沢
町
六
丁
目
飯
塚
癸
巳
三
氏
蔵

木

造(

櫸

材)

一
木
造 

素
地 

衣
文
二
墨
書
文
様
ァ
リ

法楽寺千手観音像



 

 

 

「彫刻（仏像）」４５・４６頁は 
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石 

造 

美 

術

八 

幡

神

像

新
田
郡
尾
島
町
大
字
世
良
田

天
台
宗
普
門
寺

右
志
者
源
政
氏
當
自

義
家
第
八
代
孫
八
幡 

正
元
々
年

大

卉

奉

造

立

仍

壽

福

増

*E
十
月
六
日

長
息
災
延
命
恒
受
快
樂
也

高
三
十

三§
。

素
木
衣
冠
束
帯
立
像
、
冠
の
み
黒
く
塗
る
。

台

高

一.

七
§

、
巾

二

〇•

五
§

、
奥

行

十

三•

八
§

、
木
造
雲̂

寺
境
内 

に
あ
り
し
八
幡
宮
の
神
体
な
り
し
と
い
ぅ
。

銘
は
像
の
背
面
帯
よ
り
下
方
に
あ
り
、
紀
年
銘
は
袴
に
書
す
。

板 

碑

新
田
郡
尾
島
町
大
字
堀n

真
言
宗
静
蔵
寺

同
郡
同
町
大
字
堀
口
字
ザ
ラ
メ
キ
出
土

大
壇
那
沙
弥
西
願

秋
平
二
入
道 

沙
弥

沙
弥
實
阿 

菅
原
國
文

戌 

第

毎
月
十
四
日
于
時
文
永
十
武
年
八
月
時
正
番
白

甲

僧
榮
円 

藤
原
時

源

常

家

僧
幸
信 

源

清

重
 

藤
原
富
光

沙
弥
如
蓮 

源 

富

村
 

高
麗
景
吉

総
高
百
五
十
六•

八
§

、
幅

四

十

九.

五
§

、
厚

五
.

三
§

、
上
部
及
右
下 

半
欠
。

種
子
弥
陀
三
尊
。

時
正
は
彼
岸
の
仲
日
に
て
秋
平
、
高
麗
等
武
蔵
武
士
の
名
も
見
ゆ
。 

昭
和
十
一
年
五
月
八
日
地
下
一
六
五§

の
旧
利
根
河
道
よ
り
発
見
さ
る
。 

板 

碑

山
田
郡
毛
里
田
村
大
字
東
今
泉

曹
洞
宗
曹
源
寺

右
志
者
爲
一
結
現
當

丙
中
春
敬

建
治
二
年

子
十
七
人
白

二
世
悉
地
圓
満
也
己
上

総
高
約
百
十
五•

五
§

、
幅

五

十

二•

八

。

中
春
は
二
月
、

十
七
人
結
衆
造
立
せ
し
も
の
で
あ
る
。



板 

碑

新
田
郡
尾
島
町
大
字
堀
口

真
言
宗
浄
蔵
寺

右
志
者
爲
過
去

建
治
二
年1

七
月

慈
父
往
生
極 

(

下
欽)

下
欠
、
総
高
百
二
十
八•

七
§

、
幅

三

十

七•

六
§

、
上

方

三
十
三•

六

§
。  

種
子
弥
陀
三
尊
。
各
種
子
に
蓮
台
あ
り
。

次
に
、

ア
、
ピ
、

ラ
、

ウ
ン
、

ケ
ン
の
胎
蔵
界
大
日
真
言
を
書
き
、
上
部
に 

浮
彫
の
精
巧
な
る
天
蓋
を
表
現
す
。

多

宝

石

塔

新
田
郡
尾
島
町
大
字
世
良
田

天
台

宗

長

楽

寺(

境
内
文
珠
山)

敬
白奉

造
立
多
寶
石
塔

右
所
造
立
如
件

建
治
二
年M

十
二
月
廿
五
日

第
三
代
住
持
比
丘
院
豪

総
高
二
百
三
十
四
ニ
ニ§

、
塔
高
二
百
一 
§

、
胴
囲
二
百
十
九•

五
§

、
基 

台
高
四
十
九•

五

cm
、
幅

八

十

二•

五

cm
角
。

基
台
の
底
面
に
秘
し
て
雄
渾
な
る
筆
致
で
銘
文
を
表
す
、

恐
ら
く
院
豪
そ
の

人
の
筆
蹟
で
あ
ろ
ぅ
。

院
豪
は
本
朝
高
僧
伝
に
依
る
と
「
字
一
翁
、

寛
元
初
年
入
宋
、
弘
安
四
年
寂
、
 

勅
諡
圓
明
佛
演
禪
師
」
と
あ
る
。

板 

碑

新
田
郡
尾
島
町
大
字
岩
松

真
言
宗
金
剛
寺

㈠

右
志
者
爲
沙
弥
円
佛
逆
修

正
和
四
季
乙
卯
八
月
時
正

善
根
出
離
生
死
證
大
幵
也

㈡

右
志
者
爲
比
丘
尼
妙
蓮
逆
修

正
和
四
季
乙
卯
八
月
時
正
敬
白

善
根
出
離
生
死
證
大
升
也

全
長
約
九
十
九§

、
幅

五

十

二•

八

余

。

緑
泥
片
岩
。

種
子
弥
陀
三
尊
。

同
一
形
式
の
も
の
並
立
す
〇
卉
は
菩
提
の
略
字
。

宝

篋

印

塔

新
田
郡
尾
島
町
大
字
世
良
田

天

台

宗

長

楽

寺(

境
内
文
珠
山)

正
和
五.
年

(

梵
字
ア)

四
日
八
日



台
座
の
み
高
二
十
六•

四
§

、
幅

四

十

六•

二

§
。

板 

碑

山
田
郡
毛
里
田
村
大
字
東
今
泉

村
社
鹿
島
宮

生
年
四
十
八

文
保
元
年

BT
四
月
六
日

沙
弥
行
全
滅

全
長
九
十
九§

、
幅

四

十

九•
五

§

余
。

五

輪

塔

新
田
郡
宝
泉
村
大
字
別
所

真
言
宗
円
福
寺□

沙
弥
道
義
七
十
二

(

ア)

去

元

享

四

季

六

月

十

一

日

配

総
高
百
五
十
五•

一
 
§

、
地
輪
高
二
十
八•

一
 
§

、
幅

四

十

九.

五

§

方
。 

水
輪
高
三
十
八§

、
火
輪
高
三
十
六•

三
§

、
底

辺

五

十

六•

一
 
§

、
空
風 

輪
高
五
十
六•

一
 

§
。

地
輪
正
面
種
子
を
挾
ん
で
記
銘
あ
り
。

各
輪
に
は
種
子
を
配
す
〇

宝

篋

印

塔

新
田
郡
尾
島
町
大
字
世
良
田

天

台

宗

長

楽

寺(

境
内
文
珠
山)

慈
阿
弥
陀
佛
生
年
五
十
一

暦

應

貳

年

五

月

十

九

日

総
高
百
二
十
ー
ー 
•

一
 

。

塔
身
四
方
に
胎
蔵
界
の
四
仏
の
種
子
を
配
し
、
南
開
敷
華
の
左
右
に
銘
を
記 

す
。

今
北
向
〇

上
野
名
跡
志
に
は
五
月
十
五
日
と
あ
り
。

板 

碑

新
田
郡
尾
島
町
大
字
安
養
寺

新
義
真
言
宗
明
王
院

同
寺
境
内
出
土

前
刑
部
卿

源

義

助

康
永
元
年̂

i

六
月
五
日生

年
四
十
二

逝
去

高
百
四

十§

、
幅

四

十

九•

五

§
。

種
子
弥
陀
一
尊
、
蓮
台
あ
り
。



紀
年
銘
の
左
右
に
梵
字
光
明
真
言
が
あ
り
、
下
方
部
に
銘
文
が
あ
る
。

銘
に
つ
き
て
は
論
争
盛
に
行
わ
れ
し
が
尚
定
説
な
し
〇

五

輪

塔

山
田
郡
川
内
村
大
字
西
小
倉(

現
桐
生
市)

臨
済
宗
崇
禅
時

門
前
水
田
中
よ
り
発
堀

康
永
三
年
«¥
十
一
月
十
八
日
妙
阿

地
輪
高
二
十
九•

七§

、
前
幅
四
十
二•

九
§

、
横
幅
四
十
一 
•

二§

、
上 

面
中
央
に
径
十
八•

二§

、
深
十
二•

二

§
の
孔
を
穿
つ
。

凝
灰
岩
。

空
風
両
輪
無
く
、
火
水
両
輪
と
断
ず
可
き
も
の
あ
り
。

五

輪

塔

山
田
郡
毛
里
田
村
大
字
市
場
字
道
場

喜
阿
弥
陀
佛

貞
和
ー
ー 

ー
ー
年
七
月

板 

碑

新
田
郡
尾
島
町
大
字
岩
松

無
格
社
義
国
神
社

-

世
良
田
臣

紀
年
銘
の
左
右
に
梵
字
光
明
真
言
が
あ
り
、
下
方
部
に
銘
文
が
あ
る
。
 

銘
に
つ
き
て
は
論
争
盛
に
行
わ
れ
し
が
尚
定
説
な
し
。

輪

塔

山
田
郡
川
内
村
大
字
西
小
倉(

現
桐
生
市)

臨
済
宗
崇
禅
時

門
前
水
田
中
よ
り
発
堀

康
永
三
年_

十
一
月
十
八
日
妙
阿

地
輪
高
二
十
九•

七§

、
前
幅
四
十
二•

九
§

、
横
幅
四
十 一

•

二§

、
上 

面
中
央
に
径
十
八•

二§

、
深
十
二•

二

§
の
孔
を
穿
つ
。
 

凝
灰
岩
。

空
風
両
輪
無
く
、
火
水
両
輪
と
断
ず
可
き
も
の
あ
り
。

輪

塔

山
田
郡
毛
里
田
村
大
字
市
場
字
道
場

喜
阿
弥
陀
佛

貞
和
ー
ー 

ー
ー
年
七
月

碑

新
田
郡
尾
島
町
大
字
岩
松

無
格
社
義
国
神
社■

世
良
田
臣

逆
修
結
衆

觀
應
ー 

ー
年
十
二
月
十
五
日

四
十
六
人

上
欠
高
九
十
二•

四§

、
幅
四
十
二•

九

§
。

キ
リ
ク
を
欠
け
る
も
種
子
は
弥
陀
三
尊
と
推
定
。

右
端
に
「
世
良
田
臣
」
の
後
世
の
追
刻
が
あ
り
、
大
正
末
期
、
丸
山
瓦
全
、
 

岡
部
福
蔵
両
氏
の
論
争
が
「
上
毛
及
上
毛
人
」
誌
上
に
展
開
さ
る
〇

(

五
八)

に
酷
似
す
。

宝

篋

印

塔

山
田
郡
毛
里
田
村
大
字
今
泉

曹
洞
宗
曹
源
寺

右 

法
性

C

卷
)

諸

靈

頓
證

。
 

乃
至
法
界
衆
生

平
等
利
益
也

延
文
五
年
刊
八
月
日⑽

宝

篋

印

塔

新
田
郡
尾
島
町
大
字
世
良
田

天
台
宗
長
楽
寺(

境
内
文
珠
山)



(

向
右) 

コ

貞

治

四

年

仲

(

向
左)
(

不

明
)

台
座
の
み
高
三
十
六•

三
§

、
幅
三
十
九•

六

§

角
、
反
花
高
八•

二
五§

。  

い
わ
ゆ
る
関
東
型
、
二
間
の
繰
込
を
作
り
銘
を
分
刻
す
。

宝

篋

印

塔

新
田
郡
尾
島
町
大
字
世
良
田

天
台
宗
長
楽
寺(

境
内
文
珠
山)

十

月

貞
治
五
年

十
三
日

高
百
十
五•

五§

、
台
高
三
十
八 
(

繰
出
共)

、
幅
四
十
九•

五g
。  

基
台
東
面
に
銘
文
あ
り
。

塔
身
に
は
東
西
南
北
に
バ
、
バ
ム
、
バ
ー
、
バ
ク
を
書
す
。

宝

篋

印

塔

新
田
郡
木
崎
町
大
字
中
江
田

旧
来
迎
寺
境
内

大
才

應
安
三
天 庚

戌

結
衆

六
月
十
五
日

敬
白

総
高
百
四
十
八•

五

§
。

相
輪
及
塔
身
欠
除
、
相
輪
は
五
輪
塔
の
空
風
輪
、
塔
身
は
他
の
角
石
を
以
て 

補
ぅ
。

宝

篋

印

塔

山
田
郡
川
内
村
大
字
西
小
倉

臨
済
宗
崇
禅
寺

(

向
っ
て
右
側) 

全
得

^
8
 

(

正
面
と
す
れ
ば)

逆
修

、氷

和

四
(

向
っ
て
左
側)

十
一
月
廿

台
高
の
み
高
十
六•

五

§
、_

幅
二
九.

七g

角
。

二
間
の
繰
込
に
各
一
行
宛
刻
名
し
、
三
面
に
及
ぶ
。

七
分
全
得
は
「
追
薦
七
分
獲
一
」
の
俗
語
。
他
の
為
に
追
福
を
為
せ
ば
他
は 

一
分§

ら
は
七
分
全
く
得
の
意
。
地
蔵
本
願
経
に
出
づ
。
現
在
寺
の
後
庭
に 

(

一
〇
〇)

(

一
〇
八)

等
の
台
石
二
、
三
と
共
に
積
み
上
げ
あ
り
。
 

木 

像

新
田
郡
世
良
田
村
大
字
世
良
田



天
台
宗
長
楽
寺(

開
山
堂)

(

背
銘) 

ヲ

至
徳
三
年
卽
六
月
五
日
是
修
理
都
寺
了
方

(

前
衣
裏
銘)

文
明
十
年
十
二
月
晦
日

重
而
修
理
施
主
碘
首
座_

明
應
旧
九
月
上
旬
重
修
理

施
主
祝
典

高
九
十
五•

七
§

、
身
底
迄
六
十
四•

四§

、
膝
張
五
十
四.

五

§
。  

座
像
、
椅
に
座
し
衣
を
垂
る
。

玉
眼
入
り
寄
木
造
り
彩
色
。

寺
伝 

新

田
(

徳
川)

義
季
公
像
、
銘
は
二
処
に
在
り
、
尚
寺
伝
の
書
に 

「
康
永
元
年4

再
興
の
銘
あ
る
由
を
記
せ
ど
今
不
明
。

夫
人
の
像
も
あ
れ
ど
此
の
方
に
は
銘
な
し
。

宝

篋

印

塔

新
田
郡
世
良
田
村
大
字
世
良
田

天
台
宗
長
楽
寺(

境
内
文
珠
山)

預
修
造
立

沙
門
礼□

至
徳
三
卵

六
月
晦
日

台
座
の
み
、
高
二
十
三•

一
 

§

 
(

繰
出
二
段)

、
幅
二
十
三•

一
 

角
。

い
わ
ゆ
る
関
東
型
に
て
銘
を
ー
ー
間
に
ー
ー
行
宛
書
分
く
。

晦
日
と
記
し
た
の
は
珍
ら
し
く
美
濃
国
龍
安
時
鐘
銘
に
「
至
徳
元
年
刊
季
秋 

朔
帽
晦
日
松
」
と
ぁ
り
。

地

蔵

石

像

山
田
郡
川
内
村
大
字
西
山
田(

小
学
校
北
方)

(

向
右) 

(

力)

爲
妙
音
禪
尼
證
大
菩
提
也
考
子
志

(

向
左)

應
永
己
丑
佛
生
日

高
六
十
六

§

 
(

台
除)

。

舟
型
、
地
蔵
尊
像
陰
刻
。

路
傍
約
六
十
六

m2
位
の
地
に
石
碑
十
数
基
立
て
る
中
の
西
側
列
中
央
。 

碑
面
殆
ど
一
杯
に
像
を
刻
し
基
の
左
右
に
銘
を
附
す
。
佛
生
日
と
書
け
る
は 

珍
し
。

宝

篋

印

塔

山
田
郡
川
内
村
大
字
西
小
倉

臨
済
宗
崇
禅
寺

㈠

頓
菴
俊
公

大
禅
定
門

永
卯
八
月

十
四
日

(

頓
菴
力)

㈡

歸
眞□
□



俊
公
大
禅

門
靈
位

于
時
應
永
十

八
年
孵
八
月

十
四
日□
□

台
座
の
み
、
高
十
四.

九

、
幅
二
十
八§

角
。

い
わ
ゆ
る
関
東
型
、
(

八
九)

(

一

〇
八)

等
の
台
石
二
、
三
と
共
に
積
重 

ね
ら
れ
て
あ
り
。

(-)
の
銘
の
向
つ
て
左
の
側
に
を
刻
す
。

何
れ
も
二
間
に
書
割
る
。

宝

篋

印

塔

新
田
郡
世
良
田
村
大
字
世
良
田

天
台
宗
長
楽
寺(

旧
墓
地)

逆
修

了
性
禪
尼

壽
塔

應
永
廿
四
年

七
月
日

基
台
の
み
、
高
十
六•

五§

、
幅
三
十•

三

安
山
岩

い
わ
ゆ
る
関
東
型
。
了
性
禅
尼
、
寿
塔
の
間
に
於
て
書
分
く
。

宝

篋

印

塔

山
田
郡
川
内
村
大
字
西
小
倉

臨
済
宗
崇
禅
寺

造
立
旦
那

應
永
二
十
九

十
一
月
七
日

台
石
の
み
、
高
二
十
三•

一
 
§

、
幅
三
十
九•

六

。

い
わ
ゆ
る
関
東
型
に
て
左
銘
面
を
二
間
に
分
ち
刻
銘
す
。

(

八
九)

(

一
〇
〇)

の
寳
篋
印
塔
台
石
そ
の
他
と
共
に
寺
の
後
庭
に
積
重 

ね
ぁ
り
。

五

輪

塔

新
田
郡
尾
島
町
大
字
岩
松

時
宗
青
蓮
寺

青
蓮
寺
十
一
代

預
修
相
阿
弥
陀
佛

文
明
九
年
六
月
日

地
輪
高
二
十
五
、
幅
三
十
二.

七

§
。

他
の
四
輪
は
異
物
。



石

燈

籠

新
田
郡
宝
泉
村
大
字
別
所

真
言
宗
円
福
寺(

境
内)

性
佛
上
座
法
界
衆
生

千
代
松
女
平
等
利
益

宗
悦
上
座

長
享
三
年
己
酉
十
月
廿
四
日

性
王
禪
尼

宮
一 

本
願
道
見
上
座

妙
禪
尼

徳
松

宝
泉
禪
門

総
高
百
四
十
八•

五

§
。

火
袋
に
七
体
の
地
蔵
を
浅
く
浮
彫
し
て
あ
る
。

道
見
が
本
願
主
と
な
り
性
仏
、
千
代
、
宗
悦
外
八
名
の
供
養
の
た
め
に
造
立 

し
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

宗
悦
上
座
は
「
新
田
正
伝
記
」
に

「
横
瀬
信
濃
守
国
敬
衆
長
享
三
年
五
月
十
五 

日
逝
去
、
法
名
笑
山
宗
悦
庵
主
」
と
あ
る
。

石

燈

籠

山
田
郡
川
内
村
大
字
下
山
田

天
台
宗
観
音
寺(

門
前)

大
日
本
上
野A

山

田

郡

預

山

窟

佳

奉
爲
逆
修
功
徳
主
靈
位

于
持
、氷
正
九
天
枉
三
月
五
日⑽

総
高
約
百
六
十
五§

、
角
竽
部
鬲
五
十
六.

一
 
§

、
幅
二
十
三•

一
 
§

、
台 

座
高
二
四.

八
§

、
幅
三
十
三§

〇

粗
髟
松
安
山
岩
質
熔
岩

「
大
日
本
」
と
頭
に
書
け
る
の
は
県
下
に
他
に
例
が
な
い
。
こ
の
辺
一
帯
須 

永
卿
で
、
川
内
村
は
下
仁
田
山
と
も
呼
ぶ
。

火
袋
に
七
地
蔵
を
浮
彫
す
れ
ど
火
袋
以
上
は
異
物
。

宝

篋

印

塔

新
田
郡
尾
島
町
大
字
世
良
田

天
台
宗
長
楽
寺(

旧
墓
地)

前
長
楽
寺

叟
叔
和
尚

大
永
二
年J

i

五
月
十
四
日

台
石
の
み
、
高
二
五•

四S
、

幅
二
九•

七

§
。

い
わ
ゆ
る
関
東
型
。

側
面
を
二
区
に
分
ち
輪
郭
を
と
り
刻
銘
す
。

石
質
砂
石
か
。

宝

篋

印

塔

新
田
郡
尾
島
町
大
字
小
角
田

真
言
宗
観
音
寺(

境
内)



隆

法

中

大
永
ー
ー
年
®/
朝
壬
午

台
座
の
み
、
高
三
十
四•

九
§

、
幅
三
十
ー
ニ
ー
ー§

、
台
座
に
二
段
の
造
出 

あ
り
〇

安
山
岩
。

石

燈

籠

•
山
田
郡
川
内
村
大
字
西
小
倉
字
掘
内

薬

師

堂(

境
内)

奉
彫
刻
石
塔
六
地
蔵
大
菩
薩

右
意
趣
者
爲
奉
納

大
乗
妙
典
六
十
六

部
之
供
養
也
伏
願

依
此
功
力
現
世
安

穏
後
世
善
乃
至

法
界
平
才
利
益
焉

大
永
三
年
**
ー
ー
月
吉
日

願
主
光
因
坊

權
少
僧
都
榮
賢

高
二
百
十
三.

八

。

塔
身
七
角
七
仏
陽
刻
。

銘
は
竽
部
周
囲
全
面
に
陰
刻
さ
る
六
地
蔵
と
あ
れ
ど
七
仏
を
刻
す
。
そ
の
中 

の
一
体
は
或
弥
陀
な
り
や
不
明
。

華 

鬢

新
田
郡
世
良
田
村
大
字
世
良
田

天
台
宗
長
楽
寺

正

法

院

天

文j
j

年

榮
乗
一
流
一
貫
二
百

長
二
十
六•

四§

、
幅
三
十
三•

六§

、
輪
郭
幅
〇•

七

。

金
銅
打
抜
。

蓮
華
唐
草
模
様
金
銅
打
抜
瓔
珞
七
個
の
筈
な
れ
ど
何
れ
も
欠
除
、
極
め
て
粗 

雑
な
る
作
な
る
も
当
時
衰
退
期
に
於
け
る
在
銘
の
遺
品
と
し
て(

ー
ヒ
七) 

と
併
せ
見
る
可
き
も
の
。

銘
は
結
紐
の
緒
締
よ
り
垂
れ
し
二
條
の
紐
型
に
陰
刻
す
。

華 

鬢

新
田
郡
尾
島
町
大
字
世
良
田

天
台
宗
長
楽
寺

良
田
山
真
言
院
本
願
威
徳
坊
榮
尊

大
和
尚
位
義
忠 

天
文
十
四
年
敬
白

-)

良
田
山
真
言
院
本
願
真
言
院
衆
中 

大

和

尚

位

義

忠

天

文

十

四

年.
敬
白

長
二
十
六•

四§

、
幅
三
十
三.

六

§
。

金
銅
打
抜
〇



た
だ
し
模
様
は
左
右
均
斉

栄
尊
は
長
楽
寺
第
廿
三
世
。

義
忠
は
長
楽
寺
第
廿
世
、
長
楽
寺
法
系
考
証
文
に
常
陸
国
行
方
郡
西
蓮
寺
義 

忠
と
あ
り
。

五

輪

塔

山
田
郡
梅
田
村
大
字
上
久
方

臨
済
宗
西
方
寺(

墓
地)

(

後

補
)

松
岩
正
根
居
士

(

梵

字
) 

孝

子
敬
白

頓
證
菩
提
者
也

天
文
廿
四S

年
五
月
廿
八
日

地
輪
高
二
四•

八§

、
幅
三
十
三§

。

空
風
水
火
の
四
輪
は
異
物
。

鰐 

ロ

新
田
郡
生
品
村
大
字
小
金
井

曹
洞
宗
東
雲
寺

永
祿
七
神
年
九
月
十,
二
日

願

主
珠
益
沙
門 

径
十
九•

八

。

青
銅
製
。

五

輪

塔

新
田
郡
世
良
田
村
大
字
世
良
田

天
台
宗
長
楽
寺(

旧
墓
地)

天
正
拾
年
闩
臘
月
十
一
日

総
高
百
四
十
三•

五⑽

〇

安
山
岩
。

各
輪
上
部
よ
り
空
、
風
、
火
、
水
、
地
の
五
文
字
を
刻
し
地
輪
向
右
に
紀
年 

銘
ぁ
り
。

板 

碑

山
田
郡
川
内
村
大
字
西
小
倉

小
泉
家
邸
祠
日
天
社
境
内

\̂
/ 

(

力
し 

司
芸

ぜ
佛
不
知
由
來
記
云
至
于
今
严
完(

置
力)

年
辛
匁
四
千
七
百
五
年
了
毀
壊-
ノ
新B

王

弥
陀
王
子
時
慶
長
六
年_

十
一
月
十
五
日

(

力) 

,

敬
白

ノ
西
王

是
処
於
斯
奉
再
興
以
伸
供
養 

依
此
善
事
現
世
安
穏
後
生
善
處
者
也

(-)

十
一
月
十
五
日

西
王
于
時
慶
長
六
年



逆
修
善
主
本
願
周
宗

高
五
十
九•

四§

、
幅
四
十
二.

九

、

頭
部
欠
損
、
破
片
は
社
殿
中
に
保
存
。

緑
泥
片
岩
。

種
子
弥
陀
三
尊

古
碑
を
利
用
し
新
た
に
銘
を
刻
せ
し
も
の
の
如
し
。

汲
は
丑
。

/

冋
九
十
九§

、
幅
三
十
九•

六

§
。

緑
泥
片
岩
。

種
子
弥
陀
三
尊
。

古
碑
を
利
用
し
新
に
銘
を
刻
せ
し
も
の
の
如
し
。

画

像

板

碑

邑
楽
郡
邑
楽
村
大
字
赤
岩

真
言
宗
光
恩
寺

藤

原

吉

宜 

藤

原

兼

吉 

結
衆

紀

真

正
 

大
春
日
光
行 

辛
未 

弥
五
郎
入
道 

藤

原

安

置 

文
永
八 

大

檀

那

六

郎

房
 

藤

原

國

元

阿
ra
梨

日
□

友
安 

藤

原

時

守

辛

海

伴

吉

〇
,

平

貞

吉
 

佛
蓮□
 

□

□

恒
吉 

藤

原

貞
□

八
月□

匚 

藤

原

光

吉 

日

上
□

房 

敬
白 

藤

原

友

重 

藤

原

助

吉

藤

原

貞

守

総
高
ー
ー
百
九
十
七§

、
幅
七
十
ー
ー 
•

六§

、
厚
十
九•

八

§
。

地
蔵
立
像
、
高
八
五•

八

§
。

寺
伝
に
依
る
と
弘
仁
五
年
弘
法
大
師
遊
化
の
と
き
の
草
創
と
い
ぅ
。
当
時
徳 

川
初
期
の
縁
起
に
「
安
置
大
師
御
作
地
蔵
菩
薩
御
丈
八
十
八•

一⑽

、
御
堂 

鏤
二
七
寶
一
本
尊
坐-

一
智
蓮
一
」
云
々
と
あ
る
か
ら
、
弘
法
大
師
作
の
尊
像 

が
あ
り
、
信
仰
篤
か
り
し
も
の
、
之
を
板
碑
に
模
し
地
蔵
講
結
衆
の
二
十
名 

で
造
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
尊
は
早
く
も
失
わ
れ
て
い
る
か
ら
必
然
に
本
板
碑
が
「
弘
法
の
爪
描
き
地 

蔵

」
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。

画

像

板

碑

邑
楽
郡
館
林
町
木
挽
町

村
社
愛
宕
神
社

右
志
者
爲
過
去
慈
父
出
離 

生
死
往
生
極
楽
成
仏
得
道

文
永
第
十
年
关
酉
二
月

十
三
ヶ
年
十
二
人
孝
子J

上
欠
、
総
高
二
百
一 
•

三§

、
幅
五
十
七.

八§

、
厚

九•

九

§
。

地
蔵
立
像
、
高
九
十
七•

四

§
。

陴
のU

-

部
に
本
銘
あ
り
、
十
三
回
忌
に
当
り
亡
父
の
爲
め
十
二
人
の
遺
子
共 

同
供
養
せ
し
も
の
で
あ
る
。

異

形

板

碑

邑
楽
郡
邑
楽
村
大
字
赤
岩

新
義
真
言
宗
光
恩
寺



賢

建
武
二
年

阿逆

七
月
十
五
日
修

高
百
三
十
二§

、
幅
六
十
六§

、
厚
さ
五
十
九•

四

§
。

安
山
岩
。

表
面
頭
部
は
板
碑
特
徴
の
三
角
形
を
な
し
二
条
の
横
線
を
刻
み
、
弥
陀
の
種 

子
を
配
す
。

本
県
に
他
に
類
例
は
な
い
。



 

 

 

「芸能」５９―６９頁は 

個人情報が含まれるため非公開 



 

 

 

「古文書」７０―１６６頁は 

個人情報が含まれるため非公開 



有

形

民

俗

資

料

丨
漁
労
用
具
を
中
心
と
し
て
一

は

じ

め

に

東
毛
、
特
に
邑
楽
、
館
林
地
方
は
、
北
に
渡
良
瀬
川
、
南
に
利
根
川
、
中
央
を 

谷
田
川
、
矢
場
川
が
流
れ
る
低
地
で
、
多
々
良
沼
、
近
藤
沼
、
城
沼
、
古
城
沼
、
 

茂
林
寺
沼
、
蛇
沼
、
板
倉
沼
な
ど
の
大
小
の
池
や
沼
が
分
布
し
、
群
馬
の
水
郷
と 

い
わ
れ
た
地
域
で
も
あ
る
。

こ
う
し
た
地
形
は
、

ひ
と
た
び
洪
水
に
見
ま
わ
れ
る 

と
な
か
な
か
水
の
ひ
か
な
い
湛
水
に
な
る
。

「
蛙
が
小
便
し
て
も
水
が
出
る
」
と 

い
わ
れ
る
ほ
ど
の
水
害
の
多
い
板
倉
町
な
ど
で
は
、
古
く
か
ら
屋
敷
の
中
に
水
塚 

を
設
け
、
納
屋
の
天
井
や
母
屋
の
軒
下
に
「
揚
げ
舟
」
を
つ
り
下
げ
て
水
へ•
の
備 

え
を
し
て
来
た
。

こ
の
よ
う
な
自
然
条
件
の
中
で
は
、
排
水
機
場
が
整
備
さ
れ
、
土
地
改
良
が
行 

な
わ
れ
る
よ
り
以
前
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
農
業
は
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
蓮
根
の 

掘
り
と
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
漁
業
収
入
に
頼
る
こ
と
も
な
く
、
古
く
か
ら
さ 

か
ん
に
漁
労
が
行
な
わ
れ
て
来
た
。
川
の
漁
労
と
、
池
や
沼
の
漁
労
と
の
二
つ
の 

漁
労
の
伝
承
を
も
ち
、
県
下
で
も
独
特
の
漁
具
、
漁
法
を
現
在
に
残
し
て
い
る
。 

そ
の
特
色
を
上
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

1. 

ア
ミ
類
の
使
用

ア
ミ
類
に
も
、
投
網
、
四
ッ
手
網
の
外
に
袋
網(

マ
チ
ア
ミ
、

ハ
リ
キ
リ)

、
 

サ
シ
網
、
追
い
こ
み
網
、
な
ど
を
豊
富
に
使
用
し
て
い
る
。

2. 

多
様
な
ウ
ケ
を
使
用

ハ
チ
ブ
セ
の
外
、
ド
ジ
ョ
ウ
ウ
ケ
、
ウ
ナ
ギ
ウ
ケ
、

カ
ジ
カ
ウ
ケ
、

ナ
マ
ズ 

ウ
ケ
、
ビ
ン
ウ
ケ
、

ア
ミ
ウ
ケ
、
ゴ
キ
ウ
ケ
、

ゴ
キ
ア
ミ
、
ダ
ル
マ
ウ
ケ
、
さ 

ら
に
は
糸
網
に
よ
る
網
ウ
ケ
、
グ
リ
ア
ミ
等
の
多
種
多
様
の
ウ
ケ
を
使
用
。

3. 

ハ
ズ
ア
ミ
の
使
用

4. 

ブ
ッ
テ
ィ
類
の
使
用

舟
の
上
か
ら
使
用
す
る
ナ
ゲ
ブ
ッ
テ
ィ
、
ブ
ッ
テ
ィ
、

モ
ロ
カ
キ
や
、
舟
に 

つ
け
て
沼
の
中
を
ひ
き
ま
わ
し
て
魚
を
と
る
ヱ
ビ
ブ
ッ
テ
ィ
、

ヒ
キ
チ
ガ
イ
ブ 

ッ
テ
ィ
が
あ
る
。

5. 

ウ
ナ
ギ
カ
キ
の
使
用

6. 

フ
セ
ブ
ネ
や
シ
バ
ヅ
ケ

沼
の
中
に
舟
を
沈
め
て
お
い
て
魚
を
と
る
フ
セ
ブ
ネ
、
沼
の
中
に
ホ
ヤ
や
雑 

木
の
丸
太
な
ど
を
ふ
せ
こ
ん
で
お
い
て
フ
ナ
や
コ
イ
な
ど
を
と
る
シ
バ
ヅ
ケ 

(

キ
リ
コ
、、、
、

オ
オ
キ
リ
コ
、、、)

漁
法
が
あ
る
。

そ
の
他
の
漁
法
を
含
め
て
、
川
と
沼
の
漁
法
の
そ
れ
ぞ
れ
を
も
つ
邑
楽.

館
林 

の
漁
法
の
多
様
さ
と
、

こ
れ
に
対
応
し
て
の
漁
具
の
存
在
は
、
海
を
も
た
な
い
群 

馬
と
し
て
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
隣
接
す
る
栃
木
、
茨
城
、
埼
玉
各
県
の 

そ
れ
と
の
比
較
対
照
も
必
要
な
作
業
で
は
あ
る
が
、
早
急
な
保
存
措
置
が
の
ぞ
ま 

れ
る
〇

オ

キ

バ

リ

女
竹
の
棒
に
ウ
ナ
ギ
釣
バ
リ
を
つ
け
た
糸
を
つ
け
時
期
に
よ
っ
て
く
ふ
う
さ
れ 

た
エ
サ
を
つ
け
て
、
夕
方
、
用
水
や
沼
の
中
に
し
か
け
て
お
き
、
翌
朝
上
げ
て
ウ 

ナ
ギ
、

ナ
マ
ズ
、

コ
イ
な
ど
を
と
っ
た
。
ウ
ナ
ギ
の
場
合
に
は
、
春
先
か
ら
彼
岸 

こ
ろ
ま
で
は
ト
ウ
キ
ョ
ウ
ヒ
ル(

血
を
吸
わ
な
い
も
の)

、
土
用
す
ぎ
る
と
タ
ナ 

ッ
ペ 

ラ
や
子
ガ
エ
ル
、
八
月
上
旬
は
生
き
た
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
を
エ 

サ
と
し
、

サ
サ 

ミ
ミ
ズ
、

ト
ン
ボ
ム
シ
も
使
っ
た
。

ナ
マ
ズ
を
主
目
的
に
し
た
オ
キ
バ
リ
は
ト
ビ
ッ
キ
と
い
い
、

170g 
く
ら
い
の
女 

竹
の
棒
に
、

65B

ほ
ど
の
長
さ
の
カ
ッ
糸
に
ハ
リ
を
つ
け
、

ミ
ミ
ズ
や
生
き
た
ヮ 

ッ
サ
の
尻
に 

ハ
リ
を
さ
し
て
、
夕
方
、
沼
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
さ
し
て
来
る
。
ウ 

ナ
ギ
バ
リ
よ
り
も
浅
く
し
か
け
る
が
、

ナ
マ
ズ
は
一
度
にH

サ
を
食
わ
ず
、
近
づ 

い
て
様
子
を
た
し
か
め
て
か
ら
パ
ク
リ
と
食
い
つ
く
の
で
ト
ピ
ッ
キ
と
い
う
。
目 

印
に
は
ヨ
シ
の
茎
な
ど
を
使
う
。



ナ

ガ

ナ

ワ

ナ
ガ
ナ
ワ
は
、
海

の

ハ

エ

ナ

ワ(

延
縄)

と
同
形
式
の
も
の
で
、
県
内
で
は
板 

食
沼
と
城
沼
で
使
用
さ
れ
た
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。

ナ
ガ
ナ
ワ
は
、

ハ
リ
間3

尺
(

約

90g
)

と
き
ま
っ
て
お
り
一
本
の
ナ
ガ
ナ
ワ 

に
は
ハ
リ

80
本
、

ナ
ワ
の
長
さ

40
間

以

上(

約

72S
)

が
一
枚
と
な
り
、
竹
製
の 

浅
い
平
か
ご
に
入
れ
ら
れ
て
、

一
戸
、
家
族
四
人
が
か
り
で
、

二
〇
枚
担
う
の
が 

よ
う
や
く
だ
っ
た
と
い
う
。

ハ
リ
は
二
種
あ
り
、
夏
は
ふ
つ
う
の
魚
釣
り
バ
リ
を
使
用
し
、
冬

は

ア

ギ(

力

エ
シ)

の
な
い
ハ
リ 

を
使
う
。
冬
の
ハ
リ 

は

ア

カ(

真
鍮)

の 

針
金
を
切
っ
て
自
家 

製
の
ハ
リ
を
使
用
し 

た
〇

ヌ
カH

ビ
を
エ
サ 

と
し
、
夕
方
、
舟
で 

沼
の
中
に
流
し
て
来 

て
翌
朝
上
げ
る
。
ふ 

つ
う
一
枚
で
200
匁
か 

ら

300
发
(

75
〇
〜

1125g
)
 

の
ア
カ
ブ
ナ
が
と
れ 

る
が
、
最
高
に
と
れ 

た
時
は
一
枚
一
貫
匁 

(

375
切)

と
い
う
こ 

と
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

群
馬
の
漁
具
と
し
て 

は
珍
し
い
も
の
で
あ 

る
〇

ヤ 

ス

城
沼
で
使
用
さ
れ
て
来
た
ヤ
ス
は
、

コ
ィ
や
フ
ナ
な
ど
大
き
い
魚
を
目
的
と
し 

た
ヤ
ス
の
た
め
、
鍛
治
屋
に
特
別
注
文
し
て
つ
く
ら
せ
た
も
の
で
、

ヵ
ネ
が
軟
い 

と
固
い
も
の
を
突
い
た
時
に
刃
先
が
曲
っ
て
し
ま
っ
て
だ
め
に
な
る
の
だ
と
い
う
。 

フ
ナ
用
の
も
の
に
は
ア
ギ
と
よ
ぶ
ヵ
エ
シ
が
な
く
、

コ
ィ
用
の
ヤ
ス
に
は
ア
ギ
を 

つ
け
て
い
る
。
何
れ
も
舟
の
上
で
使
用
す
る
も
の
で
、
深
い
水
の
中
を
泳
ぐ
魚
の 

動
き
を
み
な
が
ら
突
い
た
り
、
魚
影
だ
け
で
な
く
、
魚
の
動
き
を
示
す
ア
ヮ
を
ね 

ら
っ
て5

〜6
 g

先
の
方
に
投
げ
こ
ん
で
突
く
ナ
ゲ
ヤ
ス
と
い
う
技
法
も
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
柄
の
長
さ
も

3.5
〜

4.0g

と
い
う
も
の
で
県
内
の
他
地
域
で
は
み
ら
れ 

な
い
大
形
の
漁
具
の
一
つ
で
あ
る
。

ナガナワ

(板倉町新井七蔵)

ヤス(コイトリ用)
(館林市当郷関口常雄)



ウ

ナ

ギ

カ

キ

カ
キ
ャ
ス
と
も
い
う
。

水
底
の
ノ
ロ 
(

ヘ
ド
ロ) 

の
中
を
か
く
た
め
、
わ
ん
曲
さ
せ
る
と
と
も
に
刀
の 

よ
う
に
や
や
三
角
形
の
つ
く
り
と
し
た
先
に
カ
ギ
状
の
刃
が
つ
け
て
あ
る
。
先
端 

が
三
本
の
よ
う
に
な
る
も
の
と
、

一
本
だ
け
の
文
字
通
り
カ
ギ
形
に
な
っ
た
も
の 

と
が
あ
る
が
、

一
本
の
も
の
は
欠
け
た
た
め
に
修
理
し
て
で
き
た
形
だ
と
い
う
。 

ヤ
ス
の
部
分

60⑽

、
柄
の
長
さ

250g
o

板
倉
町
、
館
林
市
の
沼
の
漁
労
具
と
し
て
使
わ
れ
舟
の
上
か
ら
沼
の
底
の
泥
土

を
か
い
て
ウ
ナ
ギ
を
と
る
。
ウ
ナ
ギ
ヵ
キ
を
竿
の
よ
う
に
使
い
、
舟
を
操
り
な
が 

ら
沼
の
中
に
突
っ
込
み
、
後
へ
か
い
て
は
ね
上
げ
て
い
る
う
ち
に
か
か
る
漁
法
は 

多
々
良
沼
で
み
ら
れ
る
。
舟
べ
り
に
柄
を
か
け
て
こ
じ
る
よ
う
に
す
る
こ
じ
り
か 

き
の
方
法
も
あ
る
。
沼
の
底
に
も
ぐ
っ
て
い
る
ウ
ナ
ギ
の
穴
を
み
つ
け
、
目
印
の 

篠
な
ど
を
立
て
て
お
い
て
、
そ
の
中
間
を
か
い
て
と
る
の
は
板
倉
町
で
の
と
り
方 

で
、
春
先
に
多
い
。

ヤス

(館林市当郷関口常雄)

ウナギカキ

(館林市日向漁業組合)



キ

リ
 

コ 

ミ

城
沼
で
現
在
も
や
っ
て
い
る
漁
法
で
、
秋
、
沼
の
中
へ
ソ
ダ
や
竹
の
枝
、
ホ
ヤ 

(

木
の
枝)

を
ま
と
め
て
放
り
こ
ん
で
お
き
、
す
み
か
と
し
て
入
り
こ
ん
で
来
る 

フ
ナ
や
コ
ィ
、
ナ
マ
ズ
、

ゥ
ナ
ギ
な
ど
を
と
る
も
の
で
、

シ
バ
ヅ
ケ(

柴
漬
け) 

と
も
い
う
。

フ
ナ
や
ク
チ
ボ
ソ
を
と
る
た
め
の
も
の
が
ふ
つ
う
の
キ
リ
コ
、、、
で
、
 

コ
ィ
を
目
的
と
し
た
も
の
は
オ
オ
キ
リ
コ
ミ
と
い
い
、
後
者
は
直
径
10g

も
の
太 

い
雑
木
を6
〇
〜
70
坪
、
大
き
い
の
は
100
坪
く
ら
い
の
広
さ
に
し
た
も
の
に
な
る
。
 

オ
オ
キ
リ
コ
ミ
の
場
合
に
は
シ
ン
の
部
分
と
、
ま
わ
り
の
部
分
と
の
三
つ
に
分
れ 

る
よ
う
に
間
に
竹
を
立
て
て
お
く
と
い
う
。

魚
を
と
る
と
き
に
は
キ
リ
コ
ミ
の
周
囲
を
ア
ミ
で
と
り
囲
み
、

マ
ン
ノ
ゥ
で
ホ 

ヤ
を
か
き
上
げ
て
か
ら
魚
を
と
る
。
オ
オ
キ
リ
コ
ミ
で
は
更
に
竹
の
簀
で
中
部
を 

囲
ん
で
か
ら
ホ
ヤ
を
出
し
、

ハ
ズ
ア
ミ
や
投
網
で
中
の
魚
を
と
る
。
囲
ん
で
い
る 

ア
ミ
に
は
四
ツ
手
網
や
袋
網
を
つ
け
て
、
逃
げ
出
す
魚
を
と
る
く
ふ
う
も
し
て
い
る
。 ウナギカキ

(板倉町新井七蔵)

キリコミ

(館林市城沼)



マ

ル

ウ

ケ

城
沼
で
は
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
ウ
ナ
ギ
、
ナ
マ
ズ
な
ど
を
と
る
た
め
の
筒
形
の
ウ
ケ 

を
総
称
し
て
マ 

ル
ウ
ケ
と
い
ぅ
が
、
最
小
の
も
の
は
ヤ
ナ
ギ 

ハ 

ヤ
を
と
る
た
め
の 

マ
ル
ウ
ケ
で
、
ザ
リ
ガ
ニ
除
け
の
ア
ミ
を
つ
け
て
い
る
部
分
を
含
め
て
も
全
長 

45W 
(

ア
ミ
の
部
分
15g

)

と
い
ぅ
も
の
で
、
カ
エ
シ
は
一
つ
。
ネ
リ
エ
サ
を
入 

れ
て
、
ひ
も
で
篠
の
棒
な
ど
に
つ
る
し
て
沼
の
中
に
ふ
せ
て
お
け
ば
よ
い
。
ひ
か 

く
的
水
面
近
く
に
下
向
き
に
下
げ
て
お
け
ば
ヤ
ナ
ギ
ハ
ヤ
は
下
の
ロ
か
ら
入
り
こ 

ん
で
と
れ
る
。
(

夏)

冬
に
な
る
と
岸
近
く
の
草
の
根
の
と
こ
ろ
な
ど
の
浅
い

所
に
、H

サ
な
し
で
、
 

無
雑
作
に
ふ
せ
て
お 

け
ば
、
こ
ん
な
こ
と 

で
と
思
ぅ
ほ
ど
入
っ 

て
い
る
。
こ
れ
を
ガ 

ラ
ス
で
つ
く
っ
た
の 

が
ガ
ラ
ス
の
ビ
ン
ド 

ゥ
と
い
ぅ
も
の
で
あ 

る
〇

ド
ジ
ョ
ゥ
ゥ
ケ

カ
エ
シ
が
ク
チ
ゴ
シ
ー
枚
の
も
の
と
、
ク
チ
ゴ
シ
、

ナ
カ
ゴ
シ
の
二
枚
に
な
る 

も
の
と
が
あ
る
が
、
板
倉
の
も
の
は
二
枚
の
も
の
が
中
心
に
な
る
。
大
き
さ
は
使 

用
す
る
竹
の
太
さ
——

竹
ヒ
ゴ 

の
太
さ
と
本
数
と
で
き
ま
る
も
の
で
、

一
本
の
竹 

を
割
っ
て
ま
と
め
る
の
が
熟
練
者
で
あ
る
。

コ
シ
タ
は
、
竹
を
長
い
三
角
形
に
け
ず
っ
て
頭
の
方
を
二
つ
割
り
、
ま
た
は
三 

つ
割
り
に
し
て
割
り
切
ら
ず
に
残
し
て
お
い
て
使
ぅ
の
で
、
割
っ
た
方
が
ク
チ
タ 

ガ
に
つ
き
、
先
端
は
カ
エ
シ
の
穴
の
方
に
な
る
。
戦
争
前
ま
で
は
ク
チ
ゴ
シ
の
穴 

は
小
さ
く
て
、
指
の
太
さ
ほ
ど
に
つ
く
っ
て
い
た
が
、
戦
後
早
速
に
繁
殖
し
た
ア 

メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
の
害
を
防
ぐ
た
め
に
穴
を
大
き
く
し
た
り
、
城
沼
の
場
合
に
は 

金
網
を
つ
け
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

マルウケ(クチボソ用)

(館林市当郷関口常雄)

ドジョウウケ

(板倉町老沼花蔵)



ウ

ナ

ギ

ウ

ケ

ド
ジ
ョ
ウ
ウ
ケ
よ
り
も
細
く
、
直
径8
 8 
く
ら
い
に
つ
く
り
、
ク
チ
ゴ
シ
、
ナ 

カ
ゴ
シ
の
二
つ
を
つ
け
て
ウ
ナ
ギ
が
逃
げ
出
さ
な
い
よ
ぅ
に
す
る
。

エ
サ
は
女
竹 

(

篠
の
太
い
も
の)

ま
た
は
竹
の
細
い
も
の
の
先
を
二
つ
割
り
に
し
て
ウ
タ
ウ
タ 

メ 

メ
ズ
を
は
さ
み
、
女
竹
の
根
元
の
太
い
と
こ
ろ
を
輪
に
し
て
さ
し
こ
ん
で
と
め 

た
も
の
を
シ
リ
タ
ガ
の
方
か
ら
さ
し
こ
ん
で
シ
リ
タ
ガ 
で
と
め
る
。

ミ
ソ
ウ
ナ
ギ
を
と
る
も
の
は
ク
チ
ゴ 

シ 

の
穴
を
箸
一
本
分
く
ら
い
の
細
さ
と
し 

た
と
い
ぅ
が
、
ウ
ケ
の
穴
の
あ
け
方
で
上
手
、
下
手
が
き
ま
る
。用

水
な
ど
の
ウ
ナ 

ギ
が
上
っ
て
来
そ
ぅ 

な
と
こ
ろ
に
ふ
せ
た 

り
、
沼
の
中
に
ふ
せ 

る
が
、
沼
の
場
合
に 

は
底
に
く
っ
つ
く
よ 

ぅ
に
し
て
ふ
せ
る
。 

目
印
に
は
マ
コ
毛
を 

結
ん
で
お
き
、
夕
方 

ふ
せ
て
翌
朝
上
げ
て 

来
る
の
は
ド
ジ
ョ
ウ 

ウ
ケ
と
同
じ
で
あ
る
。

ウ

ナ

ギ

ウ

ケ

通
称
ド
カ
ゴ
と
よ
ん
だ
が
、
現
在
は
ウ
ナ
ギ
ウ
ケ
と
い
う
。
ク
チ
の
方
か
ら
一 

の
タ
ガ
、
二
の
タ
ガ
、
三
の
タ
ガ
と
三
本
の
タ
ガ
が
つ
く
が
、
三
の
タ
ガ
は
お
さ 

え
で
な
く
、
タ
ガ
を
内
側
か
ら
入
れ
て
無
理
に
ひ
ろ
げ
る
よ
う
に
し
て
や
っ
た
あ 

と
で
ソ
ト
タ
ガ
を
つ
け
る
。

シ
リ
タ
ガ
は
、

ヱ
サ
を
入
れ
た
り
、
魚
を
出
し
た
り 

す
る
の
で
外
か
ら
か
ぶ
せ
る
。

n

シ
タ
は
二
つ
あ
り
、

ロ
の
と
こ
ろ
の
一
の
コ
シ
タ
は
小
さ
く
穴
を
つ
く
り
、
 

ウ
ナ
ギ
が
出
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
あ
る
。

ミ
ミ
ズ
を
エ
サ
に
し 

て
用
水
な
ど
に
ふ
せ
、
 

翌
朝
早
く
引
き
上
げ 

る
の
は
県
下
各
地
と

同
様
で
あ
る
。

ウナギウケ
(板倉町石山久林)

ウナギウケ

(桐生市一県立博物館)



ガ

ラ

ス

ウ

ケ

ひ
か
く
的
新
し
い
も
の
で
、
ガ
ラ
ス
製
の
ウ
ヶ
が
一
時
的
に
使
用
さ
れ
た
。
ビ 

ン
ド
ウ
と
も
い
う
が
、
ビ
ン
の
底
が
カ
ヱ 

シ
の
よ
う
に
内
側
に
入
り
こ
ん
で
ロ
が 

つ
き
、
シ
リ
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
は
ア
ミ
を
か
け
て
使
う
。
ひ
も
を
つ
け
て
棒
に 

つ
る
せ
る
よ
う
に
し
て
、
ネ
リ
エ 

サ
を
入
れ
て
沼
の
中
に
ふ
せ
た
が
、
透
明
な
の 

で
魚
の
入
り
は
悪
く
な
か
っ
た
。
主
と
し
て
ヤ
ナ
ギ
ッ
パ
ヤ
と
い
う
小
魚
だ
が
、
 

水
ア
カ
や
シ
ブ 

の
よ
う
な
も
の
が
つ
き
易
く
て
、
た
ち
ま
ち
汚
れ
て
し
ま
う
こ
と 

と
、
ガ
ラ
ス
製
の
た
め
に
シ
ョ
ッ
ク
に
弱
く
、
割
れ
て
し
ま
う
危
険
が
多
く
て
使 

わ
な
く
な
っ
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製 

の
も
の
が
代
り
に
出 

ま
わ
っ
て
来
た
が
、
 

ガ
ラ
ス
製
よ
り
も
汚- 

れ
が
早
い
の
で
、
遊 

び
程
度
に
と
る
に
は 

よ
い
が
、
副
業
的
に 

や
ろ
ぅ
と
す
る
に
は 

不
都
合
と
い
わ
れ
る
。

ア

ミ

ウ

ケ

糸
網
で
な
く
金
網
で
つ
く
〇
た
ァ
ミ
ゥ
ヶ
で
あ
る
。
ヵ
ヱ
シ
は
一
つ
で
、
同
じ 

金
網
を
折
り
曲
げ
て
つ
く
る
。
扁
平
に
近
い
シ
リ
の
一
部
だ
け
ロ
を
開
け
て
お
き
、
 

ふ
せ
る
時
は
洗
た
く
ば
さ
み
で
は
さ
ん
で
お
く
だ
け
で
あ
る
。

夏
は
沼
の
中
央
部
な
ど
に
、
竹
竿
に
ひ
も
で
つ
る
し
て
ふ
せ
る
が
、
冬
は
、
岸 

辺
の
水
草
の
枯
れ
た
中
を
少
し
刈
り
と
っ
て
ァ
ミ
が
ふ
せ
ら
れ
て
や
や
余
裕
が
あ 

る
程
度
の
場
所
を
つ
く
り
、
ネ
リ
ヱ
サ
を
入
れ
て
ふ
せ
る
。
夏
は
沼
底
か
ら
158 

く
ら
い
上
の
場
所
に
し
、
冬
は
20g  
く
ら
い
の
深
さ
の
と
こ
ろ
が
良
い
と
い
い
、

目
印
の
棒
を
立
て
て 

お
く
。

ア
ミ
ウ
ケ
の
使
用 

は
46
年
春
か
ら
の
こ 

と
で
、
埼
玉
の
人
の 

ま
ね
を
し
た
の
が
は 

じ
ま
り
と
v>く
ク 

チ
ボ
ソ(

ヤ
ナ
ギ
ッ 

パ
ヤ)

を
と
る
に
は 

最
適
で
、
金
網
も
ア 

力
(

真
鍮)

製
の
も 

の

が

よ

と

ぅ

。

ガラスウケ(ビンドウ)

(板倉町荒井由美)

アミウケ

(館林市下三林石川忠雄)



ゴ

キ

ウ

ケ

竹
で
つ
く
っ
た
四
角
の
ウ
ケ
で
、
タ
テ
の
長
さ
が
ウ
ケ
の
大
き
さ
を
き
め
る
基 

本
で
、
竹
の
根
元
の
方
の
、
厚
み
の
あ
る
部
分
を
割
り
、

シ
ュI

I

ナ
ワ
で
編
ん
で 

か
ら
天
井(

上
面)

や
底
を
つ
く
る
。
ゴ
キ
ウ
ケ
の
ベn  
(

コ
シ
タ)

の
大
き
さ 

は
、
魚
の
と
れ
方
に
直
接
ひ
び
く
の
で
、
絹
糸
を
使
っ
て
ウ
ケ
の
大
き
さ
に
ち
ょ 

う
ど
合
う
よ
う
な
も
の
に
し
て
つ
け
た
。

ゴ
キ
ウ
ケ
は
、
鳥
か
ご
の
よ
う
な
も
の
で
、
底
も
竹
の
簀
の
よ
う
な
も
の
に
な 

っ
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
で
は
ヱ
サ
を
入
れ
て
ふ
せ
る
に
も
、
魚
の 

入
り
ぐ
あ
い
に
も
ぐ
あ
い
が
悪
い
の
で
、
く
ふ
う
さ
れ
た
の
が
杉
皮
の
使
用
で
あ 

る
。
こ
う
す
る
と
ウ
ケ
を
し
っ
か
り
さ
せ
、
長
持
ち
さ
せ
る
と
同
時
に
、

ヱ 

サ
を 

入
れ
て
も
下 

へ
こ
ぼ
れ
落
ち
ず
、
ま
た
底
土
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
の
で
魚
が
入 

り
や
す
く
な
る
と
い
う
利
点
が
あ
っ
た
。

近
藤
沼
が
さ
か
ん
で
あ
り
、
多
々
良
沼
は
早
く
か
ら
禁
止
さ
れ
た
。

ダ

ル

マ

ゥ

ケ

竹
、ひ
ご
で
円
す
い
台
の
よ
う
に
つ
く
っ
た
ゥ
ヶ
の
こ
と
。
上
部
は
ヤ
ネ
ヒ
ゴ
、
 

側
面
は
タ
テ
ヒ
ゴ
、
底
部
は
ア
ジ
ロ
、
力H

シ
は
ク
チ
ゴ
シ
、
サ
マ
、

コ
シ
タ
な 

ど
と
よ
ば
れ
る
。
タ
テ
ヒ
ゴ
、
ヤ
ネ
ヒ
ゴ
は
、
と
も
に
竹
ひ
ご
を
シ
ュ
ロ
縄
で
編, 

ん
で
あ
る
が
、
底
は
竹
で
ア
ジ
ロ
に
編
ん
で
か
ら
、
下
か
ら
ア
ジ
ロ
オ
サ
エ
と
い 

う
竹
を
あ
て
て
、
針

金
(

銅
線)

で
と
め
る
。

コ
シ
タ
は
特
別
に
細
い
ひ
ご
を
つ 

く
り
、

コ
シ
タ
ス
キ
と
い
う
台
の
上
で
、
絹
糸
で
編
ん
で
か
ら
と
り
つ
け
る
。

夕
方
、
沼
や
川 

に
ふ
せ
て
魚
を
と 

る
が
、4

サ
に
は 

精
麦
の
時
に
出
る 

上
糠
を
熱
湯
で
こ 

ね
て
固
め
た
も
の 

を
使
う
が
、n

ィ 

を
と
る
に
は
ム
ギ

(

大
麦)

を
入
れ 

て
お
く
こ
と
が
必 

要
で
あ
る
。
目
印 

に
は
ヨ
シ
な
ど
を 

使
う
。

ヤ
ネ
に
つ
け
る 

ひ
も
は
、
ク
チ
に 

近
い
所
に
つ
け
て 

は
逃
げ
ら
れ
る
の 

で
、
後
の
方
に
つ 

け
、
水
か
ら
上
げ 

る
時
に
もn

シ
タ 

が
開
か
な
い
よ
う

ゴキウケ

(館林市関口常雄)

ダルマウケ

(板倉町荻野長治)



に
し
て
い
る
。

カ

ク

ウ

ケ

こ
れ
は
製
作
者
が
つ
け
た
仮
の
名
で
、
他
に
は
例
を
み
な
い
も
の
で
あ
る
。
長 

男
が
義
務
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
と
き
の
父
か
ら
の
贈
り
物
と
し
て
製
作
さ
れ
た 

も
の
で
、

一
種
の
ヤ
ナ
式
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
上
り
や
下
り
の
川
魚
を
と
る
た 

め
に
用
水(

細
い
水
路)

い
っ
ぱ
い
に
な
る
よ
ぅ
に
ふ
せ
る
と
、
ヵ
ヱ
シ
の
部
分 

が
上
流
側
に
な
り
、
川
を
下
っ
て
来
た
魚
が
す
べ
り
上
が
り
、
ヵ
ヱ
シ
を
越
ぇ
て

た
ま
り
の
部
分
に

落
ち
こ
み
、
外
に 

逃
げ
出
す
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
。

上
り
の
魚
の
場
合

で
も
同
様
で
あ
る
。

タ

ル

ブ

セ

城
沼
で
行
な
わ
れ
て
い
る
珍
し
い
漁
具
で
、
明
治
来
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
こ 

ろ
、

セ
メ
ン
ト
樽
を
買
っ
て
来
て
使
っ
た
の
が
最
初
で
、
次
い
で
釘
樽
を
利
用
し 

た
と
い
ぅ
。
樽
の
中
に
ホ
ヤ(

竹
の
枝
や
木
の
枝)

を
い
っ
ぱ
い
つ
め
て
、
沼
の 

中
の
適
当
な
場
所
へ
ふ
せ
て
お
く
。
夏
は
ひ
ん
ぱ
ん
に
上
げ
る
が
、
冬
は
ー
ヵ
月 

一
 

回
く
ら
い
上
げ
て
み
る
。

エ
ビ
、
ナ
マ
ズ
、
ゥ
ナ
ギ
、
ギ
ギ
ョ
ゥ
な
ど
が
入
っ 

て
い
た
。
魚
の
習
性
を
ぅ
ま
く
利
用
し
た
漁
法
で
、
魚
が
巣
と
す
る
つ
も
り
で
入

る
の
を
利
用
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。 

樽
が
な
く
な
っ
た

現
在
で
は
、
箱
を 

作
っ
て
同
様
に
使

っ
て
い
る
。

カクウケ
(板倉町荒井由重)

箱ブセ
(館林市当郷関口常雄)



シ
ャ
ク
リ
ア
ミ

追
い
こ
み
網
で
の
漁
や
、
四
ッ
手
網
な
ど
で
網
に
入
っ
た
魚
を
す
く
い
出
し
た 

り
す
る
の
に
使
う
す
く
い
網
は
、
サ
デ
と
か
シ
ャ
ク
リ
ァ
ミ
な
ど
と
い
う
。
形
は
、
 

古
く
は
木
の
二
又
な
ど
に
な
っ
た
の
を
使
っ
た
ょ
う
で
三
角
に
な
っ
て
い
た
た
め 

で
サ
デ
ァ•
ミ
と
か
い
わ
れ
た
ら
し
い
が
、
現
在
の
も
の
は
四
角
、
ま
た
は
円
形
の 

も
の
の
二
種
で
あ
る
。
鉄
の
輪
が
多
く
、
木
綿
の
網
を
つ
け
た
〇 

一
辺(

ま
た
は 

直
径)

は

一

尺(

約
30⑽
)

が
標
準
と
さ
れ
、
板
の
長
さ
五
尺(

約
1.5g
)
 

く
ら 

い
で
あ
る
。
(

多
々
良
沼)

城
沼
で
は
タ
マ
ァ
ミ
、
ま
た
は
タ
モ
と
も
い
わ
れ
、
定
置
網
と
し
て
使
用
し
た 

四
ッ
手
網
の
中
に
入
っ
た
魚
を
す
く
い
出
す
ほ
か
、
追
い
こ
み
漁
の
時
、
舟
の
下 

に
か
く
れ
て
、
は
り
つ
い
た
ょ
う
に
な
っ
て
出
な
い
で
い
る
へ
ラ
ブ
ナ
を
と
る
た 

め
に
、
舟
底
の
下
の
方
ま
で
も
タ
マ
ァ
ミ
を
さ
し
こ
ん
で
す
く
い
と
る
。
こ
う
す

れ
ば
逃
げ
こ
ん
だ
フ
ナ
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

ブ

ッ

テ

ィ

城
沼
で
ブ
ッ
テ
ィ
と
い
う
の
は
、
タ
マ
ア
ミ
の
よ
う
に
鉄
で
輪
を
つ
く
り
、
こ 

れ
に
袋
網
を
つ
け
、
長
い
柄
を
つ
け
た
す
く
い
網
で
、
キ
リ
コ
ミ
の
中
な
ど
の
泥 

深
い
と
こ
ろ
へ
入
っ
て
し
ま
っ
た
魚
を
、
ノ
ロ 
(

ヘ
ド
ロ)

と
一
緒
に
す
く
い
と 

る
た
め
の
漁
具
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
下
部
は
扁
平
に
な
っ
て
お
り
、
泥
切
り
が 

楽
な
よ
う
に
し
て
あ
る
。

同
種
の
も
の
は
板
倉
沼
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
モ
ロ
カ
キ
で
、

つ
く
り
方
も
ほ 

ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、

モ
ロ
カ
キ
の
使
用
法
の
方
が
ブ
ッ
テ
ィ
よ
り
も
は
っ
き
り
し 

て
い
る
。
沼
の
水
が
減
る
冬
季
な
ど
、
沼
の
中
や
幹
線
堀
の
適
当
な
所
に
、

モ
ロ 

カ
キ
が
使
ぇ
る
だ
け
の
巾
の
溝-
-

モ
ロ
を
掘
っ
て
お
き
、
両
端
に
目
印
の
篠
な 

ど
を
立
て
て
お
く
。

ハ
ズ
ア
ミ
や
そ
の
他
漁
で
追
わ
れ
た
魚
が
溝
の
中
へ
逃
げ
こ 

ん
で
来
る
の
で
、

モ
ロ
カ
キ
で
か
き
出
す
よ
う
に
す
く
ぇ
ば
中
の
魚
が
か
ん
た
ん 

に
す
く
い
と
れ
る
。

ナ
ゲ
ブ
ッ
テ
ィ
と
同
系
の
漁
具
で
あ
る
。

ナ
ゲ
ブ
ッ
テ
ィ

県
下
各
地
で
使
用
さ
れ
て
い
る
ビ
ッ
テ(

ブ
ッ
テ
ィ)

と
同
系
の
も
の
だ
が
、
 

沼
の
中
な
ど
広
い
所
で
舟
の
上
か
ら
使
用
す
る
た
め
に4
 g

も
あ
る
長
い
竹
ざ
お 

を
柄
と
し
て
つ
け
て
い
る
。

舟
の
上
か
ら
沼
や
用
水
に
ナ
ゲ
ブ
ッ
テ
ィ
を
投
げ
こ
み
、
水
底
の
泥
を
さ
ら
う 

よ
う
に
し
て
魚
と
泥
と
を
一
緒
に
す
く
い
上
げ
、
舟
ベ
り
を
テ
コ
の
よ
う
に
利
用 

し
て
引
き
上
げ
て
魚
を
と
る
。

以
前
は
、
板
倉
沼
の
ハ
ス
は
自
然
生
の
と
き
、
ど
こ
で
も
か
ま
わ
ず
蓮
根
を
掘 

っ
た
の
で
、
沼
の
中
の
各
所
に
穴
が
あ
い
て
い
た
。
冬
に
は
こ
の
穴
に
魚
が
集
ま 

っ
て
く
る
の
で
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
を
め
が
け
て
ナ
ゲ
ブ
ッ
テ
ィ
を
投
げ
こ
み
、

フ 

ナ
な
ど
の
魚
を
と
っ
た
。

シャクリアミ

(館林市日向漁業組合)



ナゲブッティ

(板倉町荒井七蔵)

モロカキ(館林市当郷関口常雄)

モ

ロ 

カ

キ

主
と
し
て
冬
の
漁
法
に
使
用
し
た
漁
具
で
、
金
の
輪
に
網
を
つ
け
、
柄
を
つ
け 

た
す
く
い
網
の
一
種
で
、
沼
の
底
を
か
い
て
魚
を
と
っ
た
。
特
に
沼
や
幹
線
堀
な 

ど
に
、

モ
ロ
カ
キ
に
相
応
し
た
モ
ロ 
(

溝)

を
細
長
く
掘
り
、

モ
ロ
の
両
端
に
は 

目
印
の
棒
を
さ
し
て
お
く
。
魚
は
各
種
の
網
で
追
わ
れ
た
り
し
て
、
深
く
て
安
全 

と
思
わ
れ
る
モ
ロ
の
中
に
集
ま
っ
て
来
る
の
で
、2
 
- 
3

日
お
き
く
ら
い
に
出
か 

け
て
行
き
、
目
印
の
棒
を
こ
す
る
よ
う
に
し
て
モ
ロ
カ
キ
を
突
っ
こ
み
、

一
気
に 

モ
ロ
の
中
を
手
前
の
方
ま
で
か
き
、
魚
を
す
く
い
と
る
。

モ
ロ
の
巾
は
き
ま
っ
て 

お
り
、
逃
げ
出
す
こ
と
も
で
き
ず
に
か
ん
た
ん
に
フ
ナ
を
す
く
ぇ
る
の
で
、
こ
た 

ぇ
ら
れ
な
い
ほ
ど
う
ま
み
の
あ
る
魚
と
り
で
、4

切
く
ら
い
と
る
の
は
か
ん
た
ん 

だ
っ
た
と
い
う
。

匕
キ
チ
ガ
イ
ブ
ッ
テ
ィ

ヒ
キ
チ
ガ
イ
ブ
ッ
テ
ィ
を
作
る
ヒ
ゴ
は
少
々
太
く
て
三
角
に
け
ず
っ
て
、
水
き 

り
、
泥
き
り
が
う
ま
く
ゆ
く
よ
う
に
し
、
舟
に
つ
け
る
た
め
に
手
ご
ろ
の
竹
の
棒 

3

本
を
使
う
。
ブ
ッ
テ
ィ
に
と
り
つ
け
る
と
こ
ろ
は
半
分
竹
を
け
ず
〇
て
か
ら
火 

で
曲
げ
て
カ
ン
ナ
と
い
う
名
で
よ
ば
れ
る
が
卷
き
こ
ん
で
と
め
る
。
竹
の
長
さ
は 

ト
ゲ
シ5

寸
と
い
っ
て
、
ブ
ッ
テ
ィ
の
長
さ
の5

寸
増
し
と
し
、
水
量
が
多
い
と 

き
は
一
尺
増
し
の
長
さ
と
し
て
舟
に
と
り
つ
け
る
カ
ギ
は
カ
シ
の
木
で
つ
く
っ
た
。
 

舟
の
右
側
、

ヒ
ダ
ナ
に
つ
け
た
。
カ
ギ
に
つ
け
る
竹
は
ミ
ヒ
ロ
カ
タ
キ 
(
3

尋
半) 

と
き
ま
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
ヒ
キ
チ
ガ
イ
ブ
ッ
テ
ィ
を
つ
け
た
舟
が
二
艘
で
向 

き
合
っ
て(

ヒ
キ
チ
ガ
イ)

ひ
い
て
魚
を
と
っ
た
。
寒
中 
(

12
月
か
ら2

月)

で 

も1

回
ヒ
キ
チ
ガ
イ
を
や
る
と
汗
が
出
て
く
る
の
で
縮
絆
一
枚
で
や
る
ほ
ど
の
重 

労
働
だ
っ
た
の
で
い
つ
の
間
に
か
キ
チ
ガ
イ
ブ
ッ
テ
ィ
と
よ
ば
れ
た
と
い
う
。



フ
ナ
や
ザ
ッ
コ
を
と
っ
た
。

ヒキチガイづッテイ 
(柄を外にしてある) 
(板倉町荒井七蔵)

ヒキチガイブッティ
(板倉町荒井七蔵)

ェ
ビ
ブ
ッ
テ
ィ

ヒ
キ
チ
ガ
イ
ブ
ッ
テ
ィ
の
よ
う
に3

本
の
竹
の
棒
を
つ
け
て
そ
の
先
に
カ
ギ
を 

つ
け
、
舟
に
と
り
つ
け
て
沼
の
中
を
夜
間
ひ
き
ま
わ
し
て
ヱ
ビ
を
と
る
漁
具
で
あ 

る
。

一
種
の
ト
ロ
ー
ル
漁
と
も
い
え
る
も
の
で
、
こ
こ
ぞ
と
思
う
と
こ
ろ
を
ぐ
る 

ぐ
る
ひ
い
て
、
ひ
と
晩
に1

石
の
ヱ
ビ
を
と
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

ヒ
キ
チ 

ガ
イ
ブ
ッ
テ
ィ
よ
り
も
巾
広
で
、
大
き
い
が
、
竹
ひ
ご
は
細
く
、
編
み
方
も
や
さ 

し
い
。
板
倉
沼
だ
け
に
し
か
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
漁
具
で
あ
る
。

ヱビブッティ(柄を外にしてある)
(板倉町荒井由重)



追

い

こ

み

網

一
人
、
ま
た
は
二
人
で
魚
を
す
く
い
と
る
ス
ク
ィ
網
の
こ
と
で
、
川
の
流
れ
に 

向
か
っ
て
セ
ッ
ト
し
、
上
流
か
ら
魚
を
追
い
こ
ん
で
二
人
が
か
り
で
す
く
い
と
る
。 

ま
た
二
人
で
両
方
か
ら
板
を
持
っ
て
川
の
半
分
を
引
い
て
上
り
、
川
の
縁
の
方
に 

逃
げ
て
い
る
魚
を
追
い
出
し
て
す
く
い
、
引
き
続
い
て
残
り
半
分
を
下
り
の
方
へ 

す
く
い
と
る
。

一
人
で
や
る
時
も
同
様
で
あ
る
が
、
川
の
中
の
魚
が
か
く
れ
て
い
そ
う
な
場
所 

に
網
を
あ
て
て
、
片
方
の
足
で
魚
を
追
い
出
し
て
す
く
い
上
げ
て
と
る
。

網
は
袋
網
で
力H

シ
は
な
く
、
近
藤
沼
で
は
ロ
の
と
こ
ろ
に
支
柱
を
入
れ
て
扱 

い
易
い
よ
う
に
く
ふ
う
し
て
い
る
。

ハ

ズ

ア

ミ

竹
ま
た
は
鉄
で
輪
を
つ
く
り
、
こ
れ
に
篠
竹
を
六
本
ま
た
は
八
本
つ
け
て
円
錘 

状
の
も
の
を
組
み
立
て
て
、
上
部
は
一
本
に
ま
と
め
て
柄
と
し
、
筒
状
の
網
を
つ 

け
て
仕
上
げ
た
ハ
ズ
ア
ミ
は
、

一
見
「
筒
だ
か
ら
魚
を
囲
い
こ
む
道
具
」
と
し
か 

見
え
な
い
。

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
水
深
が
浅
く
な
っ
た
時
、
魚
を
目
が
け
て
か
ぶ
せ
、
逃 

げ
よ
う
と
す
る
魚
の
力
で
ア
ミ
を
押
し
出
し
た
と
こ
ろ
を
引
き
上
げ
る
の
で
袋
状 

に
な
っ
た
ア
ミ
の
中
へ
魚
を
閉
じ
こ
め
て
と
る
も
の
で
、
投
網
の
下
部
の
袋
と
同 

じ
形
式
に
な
る
。
ナ
マ
ズ
や
雷
魚
の
上
に
か
ぶ
せ
、
棒
な
ど
で
突
い
て
ア
ミ
の
中. 

へ
追
い
こ
む
こ
と
も
す
る
。

板
會
町
の
場
合
に
は
、
風
の
吹
く
日
な
ど
、
風
上
か
ら
風
下
に
向
っ
て
ハ
ズ
ア 

ミ
を
使
い
な
が
ら
舟
を
並
べ
て
と
る
「
く
だ
り
」
や

「
め
っ
た
お
し
」
が
あ
り
、
 

館
林
近
藤
沼
で
は
、
魚
を
見
な
が
ら
と
る
「
見
取
り
」
が
あ
る
。
近
藤
沼
の
も
の 

は
細
く
て
、
小
さ
い 

ハ
ズ
ア
ミ
を
使
う
。

ハズアミ

(館林市日向漁業組合)

ハ

ズ

ア

ミ(

大)

城
沼
の
ハ
ズ
ア
ミ
は
、
多
々
良
沼
や
近
藤
沼
、
板
倉
沼
と
ち
が
〇
て
、
キ
リ
コ 

ミ
漁
で
使
用
す
る
こ
と
が
中
心
で
、
水
深
も
あ
る
ノ
ロ
深
い
沼
で
の
作
業
で
、
舟 

の
上
で
大
き
く
扱
ぅ
た
め
に
細
く
、
し
か
も
長
い
も
の
に
特
色
が
あ
る
。
最
下
部 

の
直
径
518

、

57B

、
全
長
328B

、
341r

ア
ミ
の
長
さ
は
1158

、

105B

、
使
用 

時
に
ア
ミ
の
た
る
む(

袋
に
な
る)

長
さ
が
3〇8

も
あ
る
と
い
ぅ
こ
と
は
、
他
に 

み
ら
れ
な
い
大
き
さ
で
あ
る
。
城
沼
と
い
ぅ
沼
の
も
つ
条
件
と
、
そ
こ
で
行
な
わ



れ
た
漁
法
が
生
み
出
し
た
漁
具
の
典
形
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

投 

網

沼
で
使
う
投
網
は
、

川
で
使
用
す
る
も
の
よ
り
も
概
し
て
大
き
く
、

コ
イ
や
へ 

ラ
ブ
ナ
を
と
る
た
め
に
ア
ミ
目
は
大
き
い
の
で
重
量
も
あ
る
。

し
か
し
、
最
大
で 

14
尋

10
畳
分
ほ
ど
で
、

目
方
に
し
て
も1

貫

500
匁
(

約6

切)

。
編
む
と
き
の
ア 

ミ
目
の
大
き
さ
と
目
数
に
よ
っ
て
投
網
の
大
き
さ
を
決
め
る
。

投
網
の
下
端
、
袋 

に

な

る

部

分

を

「
ヤ
」

と
い
い
、

ヤ
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
ぶ
せ
ら
れ
た
魚 

は
こ
の
中
へ
と
じ
こ
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
(

城
沼)

沼
で
舟
の
上
か
ら
投
網
を
投
げ
る
と
き
、

大
き
く
開
き
す
ぎ
て
も
沈
む
時
間
が 

長
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
魚
が
逃
げ
て
し
ま
う
し
、

小
さ
く
ひ
ろ
げ
た
の
で
は
魚
は 

と
れ
な
い
。

魚
の
種
類
、

ひ
ろ
が
り
の
大
き
さ
、
気
温
、

風
向
き
と
沼
の
地
形
な 

ど
に
よ
っ
て
自
在
に
投
げ
分
け
る
に
は
相
当
の
経
験
年
数
が
要
求
さ
れ
る
。

オ
モ 

リ
に
は
、

ナ
ツ
メ
、
管
、

カ
キ
ノ
タ
ネ
、

ク
サ
リ
型
な
ど
が
あ
り
、

最
近
は
ク
サ 

リ
型
が
支
配
的
で
あ
る
。
(

板
倉)

四

ツ

手

網

四
ツ
手
網
は
、

一
辺
約1

游
か
ら5
g

ま
で
の
正
方
形
の
網
の
四
隅
に
支
柱
を 

つ
け
て
は
り
、

中
央
上
部
で
つ
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
網
で
、

小
さ
い
も
の 

は
手
で
操
作
で
き
る
が
、

大
き
い
も
の
は
上
下
さ
せ
る
た
め
に
は
柱
を
た
て
、

滑 

車
で
上
下
さ
せ
る
た
め
、

タ
モ
を
使
用
す
る
。

春 '
先
、
フ
ナ
、続
い
て
コ
イ
が
産
卵
の
た
め
に
岸
辺
に
く
る
た
め
、
丸
太
で
ヤ
グ
ラ
を
組
み
、
 

足
場
を
固
め
て
太
い
竹
竿
や
丸
太
を
張
り
出
し
て
滑
車
を
つ
け
、

こ
れ
に
大
き
な 

四
ツ
手
網
を
つ
る
す
。

水
底
に
お
ろ
し
た
網
の
上
を
魚
が
泳
ぎ
ま
わ
る
の
を
待
っ 

て
、
時
期
を
見
て
滑
車
で
一
気
に
つ
り
上
げ
、

フ
ナ
や
コ
イ
を
す
く
い
と
る
。

岸 

で
一
服
し
な
が
ら
手
軽
に
で
き
る
の
ど
か
な
春
の
風
景
で
あ
っ
た
。

多
々
良
沼
で
は
一
切
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

ハ

ッ

キ

リ

ハ
リ
キ
リ
と
か
地
獄
ア
ミ
の
別
名
が
あ
る
。

大
小
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
袖
網
と
袋
網
を
つ
な
い
で
、
竹
竿
を
立
て
て
袖
網
を 

川
巾
い
っ
ぱ
い
に
ひ
ろ
げ
て
は
っ
て
お
き
、

川
を
下
っ
て
来
た
魚
が
い
や
応
な
し 

に
中
央
の
袋
網
の
中
へ
入
り
こ
ん
で
し
ま
い
、
逃
げ
ら
れ
ず
に
と
ら
れ
る
と
い
ぅ 

で
地
獄
ア
ミ
と
い
ぅ
。

袋
網
は
、

口

元

か

ら

六

分

目(

一
寸
二
分)

、

四

分

目
(

八
分)

、

三
分
目

四ツ手アミ
(館林市関口常雄)



(

六
分)

と
ア
ミ
目
の
大
き
さ
を
こ
ま
か
く
し
て
あ
り
、

三
か
所
以
上
の
ヵ
エ
シ 

を
つ
け
て
い
る
。

袋
網
に
は
竹
で
輪
を
つ
く
っ
て
袋
の
支
柱
と
し
て
丸
く
し
て
い 

る
。

末
尾
は
巾
着
の
ょ
ぅ
に
ひ
も
で
し
ぼ
っ
て
あ
り
、

ひ
も
の
末
端
は
、
竹
の
竿 

に
し
ば
り
つ
け
て
お
い
て
、
魚
を
す
く
い
上
げ
る
時
に
開
け
て
出
す
。

フ
ナ
や
コ
ィ
、

そ
の
他
の
魚
、
何
で
も
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
ほ
と
ん
ど 

三
力
月
と
か
半
年
の
間
ハ
リ
キ
リ
に
し
て
お
く
の
で
ハ
ッ
キ
リ
の
名
も
そ
こ
か
ら 

つ
け
ら
れ
た
。

ハッキリ(ジゴクアミ)
(板倉町蓮見由次)

グ

リ

ア

ミ

板

倉

で

は

グ

リ7

ミ
、
城
沼
で
は
ァ
ミ
ウ
ケ
と
い
ぅ
。

30
年
ほ
ど
前
か
ら
ァ
ミ 

ウ
ケ
が
使
わ
れ
出
し
た
が
、

当
時
は
綿
糸
を
使
用
し
た
た
め
に
水
に
弱
く
、

ナ
イ 

ロ
ン
糸
を
用
い
る
よ
ぅ
に
な
っ
て
か
ら
竹
製
の
ウ
ケ
に
と
っ
て
代
っ
て
主
役
に
な 

っ
た
〇

網

の

編

目

は6

分
(

一
寸
二
分
目)

で
、

四
月
末
か
ら
五
月
末
の
ノ
ッ
コ
ミ
期 

に
、

産
卵
の
た
め
に
川
を
上
っ
て
来
て
岸
辺
近
く
に
や
っ
て
来
る
フ
ナ
や
コ
イ
を

と
る
た
め
に
川
や 

沼
の
岸
辺
に
ふ
せ 

る
〇
ゥ
ヶ
の
ロ
の 

万
に
篠
竹
を
さ
し 

て
ア
ミ
ゥ
ヶ
の
位 

置
を
き
め
る
と
シ 

リ
タ
ガ
の
部
分
に 

あ
た
る
ひ
も
を
ひ 

い
て
も
ぅ
一
本
の 

支
柱
に
結
び
つ
け 

て
は
る
。
寒
い
日 

に
は
深
く
、

暖
い 

日
に
は
水
面
近
く 

に
ふ
せ
る
。

地
面 

に
つ
け
ず
、

エ
サ 

も
入
れ
な
い
〇
秋 

の

10
月

か
ら

11
月 

に

か

け

て

は

「
下 

りJ

の
魚
が
と
れ 

る
〇
ア
ミ
を
ひ
ろ 

げ
る
タ
ガ
は
、
最

グリアミ(フナ、コイ用)
(板倉町蓮見由次)



初
の
こ
ろ
は
竹
を
割
っ
て
輪
に
し
て
入
れ
た
が
、

最
近
の
も
の
は
金
タ
ガ
を
入
れ 

て
い
る
。

た
た
む
と
薄
く
な
り
、
取
扱
い
や
運
搬
に
も
便
利
で
あ
る
。

フ

ク

ロ

ア

ミ

ゥ
ナ
ギ
と
り
を
主
目
的
と
し
た
ァ
ミ
で
、

マ
チ
ァ
ミ
と
し
て
使
用
す
る
。
台
風 

な
ど
で
沼
や
川
が
増
水
し
て
流
れ
る
時
、

夜
間
、

ハ
リ
キ
リ
に
し
て
お
き
、

水
の 

力
で
ァ
ミ
の
フ
ク
ロ
が
開
き
、

下
り
ゥ
ナ
ギ
が
入
る
よ
ぅ
に
す
る
。
袖
網
が
あ
り
、
 

片

袖

五

間
(

約9
g
)

、

フ
ク
ロ
の
長
さ
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、

ロ
の
下
部
に
は
オ
モ

リ
を
つ
け
て
あ
る
〇 

糸
網
の
コ
シ
タ
は 

三
つ
ぁ
る
。

大
雨
の
後
な
ど
、
 

城
沼
か
ら
板
倉
沼 

ま
で
約4

bz
の
間 

に5

組
ほ
ど
フ
ク 

P

ア
ミ
が
か
け
ら 

れ
る
こ
と
が
あ
る 

が

、
多
い
人
は
一 

網

で2
〇

〜

30
貫

(

約

75
〜

113
相) 

と
っ
た
こ
と
も
あ 

る
〇

コ
イ
ト
リ
ア
ミ

サ
シ
ァ
ミ
の
一
種
で
あ
る
が
、

ァ
ミ
の
目
に
刺
さ
る
と
い
う
よ
り
は
、

ァ
、、、
に 

卷
か
れ
て
身
動
き
で
き
な
く
な
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
る
。

ゥ
キ
は
桐
を
け
ず
っ
た 

手
製
、

オ
モ
リ
も
手
製
で
、

ァ
ミ
を
張
っ
て
い
る
だ
け
の
重
さ
で
間
に
合
う
た
め 

に
——

沼
の
水
は
流
れ
な
い
の
で
軽
い
も
の
を
使
っ
て
い
る
。

大
正
こ
ろ
編
ん
だ 

も
の
で
、
深
い
も
の
は
深
さ
約3

游
、

長

さ

約

40g

、

浅
い
も
の
で
深
さ
約l
g

、
 

長

さ

約

14
游
あ
る
。

マ

ン 

ノ

ウ

城

沼

で

行

う

キ

リ

コ

ミ(

柴
漬
け
漁)

に
使
う
道
具
で
、

二
本
の
刃
の
太
い
も 

の
は
、

太
い
キ
リ
コ
ミ
の
丸
太
や
枝
を
出
す
時
に
使
う
も
の
で
、

農
具
の
万
能
よ 

り
も
や
や
太
く
、

し
っ
か
り
作
ら
れ
て
い
る
。

こ
ま
か
な
キ
リ
コ
ミ
を
出
す
時
に

フクロアミ
(館林市関口常雄)

マンノウ
(館林市当郷関口常雄)



使
ぅ
も
の
は
、
熊
手
に
似
た
も
の
で
、

刃
も
ひ
ろ
が
り
、

ホ
ヤ
を
か
き
寄
せ
ら
れ 

る
よ
ぅ
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
柄

の

長
さ
は4
 

§

以
上
も
あ
り
、
舟
の
上
の
作
業 

に
合
せ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

県
下
で
は
、
館
林
周
辺
の
沼
し
か
み
ら
れ
な
い
漁 

具
で
あ
る
。

近
藤
沼
で
ゴ
キ
ウ
ケ
や
ア
ミ
ウ
ケ
を
ふ
せ
る
時
に
使
用
す
る
マ
ン
ノ
ウ
は
や
や 

小
さ
く
、

一
本
の
カ
ギ
状
の
も
の
も
あ
る
。

•Vンノウ

(館林市当郷関口常雄)

サ

シ

ア

ミ

戦
後
の
或
る
時
期
、

海
の
漁
具
の
サ
シ
ァ
ミ
が
使
用
さ
れ
る
よ
ぅ
に
な
り
、

一
 

部
近
藤
沼
で
も
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

他
で
は
禁
止
さ
れ
た
。

一
枚
サ
サ
リ 

と
よ
ぶ
一
枚
網
と
、

三
枚
サ
サ
リ
と
よ
ば
れ
る
三
枚
網
と
の
二
種
が
あ
り
、

ァ
ミ 

の
大
き
さ
に
も
様
々
の
も
の
が
あ
る
が
、

ァ
ミ
の
目
の
中
に
魚
が
さ
さ
っ
て
と
れ 

る
。

特
に
三
枚
サ
サ
リ
の
場
合
に
は
、

一
枚
の
こ
ま
か
な
編
目
の
ァ
ミ
の
両
側
に

大
き
な
編
目
の
ア
ミ
が
一
緒
に
つ
い
て
い
て
、

一
方
か
ら
入
っ
た
魚
は
こ
ま
か
い 

目
の
ア
ミ
を
押
し
出
し
て
反
対
側
の
ア
ミ
の
間
に
自
分
の
入
る
袋
を
つ
く
っ
て
し 

ま
い
、

絶
対
に
逃
げ
ら
れ
な
い
し
く
み
に
な
り
、

大
小
の
別
な
く
と
れ
る
た
め
、
 

地
獄
網
の
別
名
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
現
在
で
は
禁
止 

さ
れ
る
と
こ
ろ
が
支
配
的
な
の
で
あ
る
。

多
々
良
沼
の
舟

舟
は
浅
い
平
底
の
も
の
で
、
長
さ
三
間
半
ほ
ど
、
定
員
六
人
の
小
舟
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
舟
べ
り
は
な
く
、

ハ
ィ
タ
は
ふ
く
ら
み
も
な
く
、

シ
キ
に
対
し
て
直
角 

に
近
い
角
度
で
、

へ 

サ
キ
の
反
り
も
な
い
。
多
々
良
の
舟
の
特
色
は
、

こ
う
し
た 

こ
と
に
加
え
て
コ
オ
リ
ヮ
リ
と
よ
ぶ
板
が
へ 

サ
キ
か
ら
ト
モ
ま
で
つ
け
ら
れ
て
い 

る
こ
と
で
、

こ
れ
は
、

冬
の
間
、

オ
ィ
コ
ミ
漁
な
ど
で
氷
の
中
な
ど
へ
入
る
と
き 

の
く
ふ
う
だ
と
い
う
が
、
舟
と
し
て
の
安
定
や
、

性
能
的
に
は
や
や
劣
る
面
が
あ多々良沼の舟

(館林市自向漁業組合)



ると
い

わ
れ
て
い
る
。
古
い
、
素
人
っ
ぽ
い
舟
で
あ
り
そ
ぅ
し
た
面
で
特
色
を
も 

っ
て
い
る
。

運 

搬 

箱

と
っ
た
魚
は
、

販
売
先
へ
運
ば
れ
る
た
め
運
搬
箱
に
入
れ
ら
れ
る
。

特
に
変
っ 

た
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
杉
板
で
製
作
さ
れ
た
平
箱
で
、

25
切
入
り
の
も
の
が
最
近 

使
用
さ
れ
、
各
地
の
釣
り
堀
な
ど
へ
向
け
て
運
ば
れ
る
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
へ
の 

積
み
こ
み
、
積
み
お
ろ
し
の
便
を
考
え
て
の
箱
で
あ
る
。

ボ 

テ

と
っ
た
魚
の
容
器
と
し
て
、
生
け
簀
に
し
た
り
、

運
搬
具
と
し
て
使
用
す
る
ボ 

テ
は
、

ザ
ル
式
の
も
の
や
、

平
か
ご
を
二
枚
使
う
ヵ
サ
ネ
、

下
部
の
ふ
く
ら
ん
だ 

ダ
ル
マ
ブ
テ
や
、

腰
に
つ
る
す
も
の
も
あ
る
。
県
下
で
は
、

西
毛
の
ビ
ク
、

利
根 

の
ハ
ヶ
ゴ
、
各
地
の
コ
シ
ゴ
な
ど
の
名
が
あ
る
が
、
板
倉
、
館
林
地
方
で
は
ボ
テ 

が
一
般
的
の
よ
う
で
あ
る
。

材
料
は
竹
を
使
用
し
、

ふ
つ
う
は
か
ご
屋
に
注
文
す
る
が
、

大
き
い
も
の
は
一

尺

六

寸
(

尺
六) 

と

い
ぅ
の
も
あ
る
。 

最
近
は
へ
っ
て
お 

り
、

ビ
ニ
ー
ル
製 

の
も
の
も
み
ら
れ 

る
。

ま
た
野
菜
か 

ご
に
網
袋
を
つ
け 

た
り
、

そ
の
ま
ま 

使
用
し
た
り
す
る 

例
も
み
ら
れ
る
よ 

ぅ
に
な
っ
た
〇

(

阪
本
英
一)

運搬箱

(館林市 日向漁業組合)

ボテ各種
(板倉町荒井由重)



 

 

 

「植物」１８５―２０４頁は 

個人情報が含まれるため非公開 



総 括

1. 第一次調査カード「小平サンショウ魚」に 

ついて〇小友出入沢のワサビ畑(地点C2)には 

幼生段階から成体にいたるまでかなりの個体を 

確認し得た〇種はハコネサンショウウオである〇

2. 全地点を通じて蟀_目13種、毛翅目19種、 

積翅目1〇種、双翅目11種、鞘翅目4種、蜻 

蛉目7種、半翅目1種、広翅目1種 計6 6種 

の底生昆虫をみる。

3. このうち地質時代遺存種としてのムカシトン 

ボの幼虫は全地点においてみとめられ、かつそ 

の分布密度の高いことは特筆すべき事項である。

4. 底生昆虫6 6種のうち腐水段階からみると、

明確に決定しかねるもの14種を除いて、〇次

37 種、〜/9 7W 1 4 種、ms> I 種であ 

り、汚染されない水域、または汚染度の低い水 

域の種が占めており、購况または0Pへへ 

のような腐水性のつよいものは全くみられない。 

この地域の川は隣接桐生市の桐生川上流域と 

ともに調和のとれた清浄な水域の区域として保 

全につとめるべき地域である。

5.底生昆虫以外の生物についてみても、サワガ 

二の広い分布、カワノリの存在、全地点にわた 

るカジカの分布など前項の底生昆虫と同様汚染 

のすすまない自然水域の姿がはっきりとみられ 

る。 (五味礼夫•関根和伯•富岡克寛)
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そ

の

他

の

生

物

種 名 腐水段階

1. Di xi dae sp. ホソカ科の一種 〇

2. Ti pula sp. TA ガガンボ科の一種 〇

3. Ti pu la sp- TC____________"______________________ 〇

—4. Hol orus i a sp. HA ________"___________________ a
5. Pedi ci a sp. PA 〃 〇

6. Ant ocha sp. " 〇^

-7. Er i peer a sp. EB__________ ___________________ 〇s

8. Er i ocer a sp- ED 〃 〇

9. S imuli um s p. ブユ 属 〇没〜已m次

10. Ch ir onomi dae sp.(緑色種)ユスリカ科 〇

11. Taban i dae s p. アブ科
_1.Eabrianax granicolis  ヒラタ ドロムシ科   日

2. Coleoptera sp (IV) 墼翅目の一種 __

3. Hydrophi 1 idae sp. (H)(成虫)ガムシ科

4. A th emus sp.
1. Mnai s s tr i ga ta カワトンボ 〇公〜达爪^

2. Ep i 〇 phi eb i a super s t es ムカシトンボ 〇

3. S i nogomphus f 1 avolimbatus ヒメ サナエ

4. Sty1ogomphus sp. サナエトンボ科 〇次〜日m次

5. Lanthus f u j i acus ヒメ クロサナエ

6. Dav i dius sp. サナエトンボ科 〇次〜玲

_7. Anotogaster sieboldii__ オニ ンフ______ 〇^^^

1.Aphe 1 〇 chi rus vi t ta tus ナベブ'タムシ 〇^

1.Protohermes grandi s ヘビトンボ 〇^
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プラナリアの一種 _______ _________________________

Gor di us aquat i cus ハリガネムシ
イトミミズの一種 __________
ヒルの一種

Semisulcospira 1 i her t ina カワニナ

Po t amon dehaani サワガニ

Co t tu s potlux カジカ

° Ony cho dac ty 1 us japon i cus ノヽユ紳汐ヨウウオ

° Pr as i 〇 la japon i ca カワノリ

調 査 地 点
I

IHIZ
G

IF
E

DI
—1գ!

—
1գ!
—

IBIIAI
—

參

• 參

參 

• 參

參 參 參 參 參

• 拳

參

參 •

參 • •參 參 參

參

參 

參 參 參 參 •參 參

參

參 參 參 參

• 參 •參 •

參

參 

參 擧 參

191412101716 22 8 23 8 24 

_(!)(!)_______________ 1)—
______________ ±_—
一>_______________

±
參 參 參 參 •參 參

• • •

鲁 拳 參

參

參 參 參 參 拳 •參 參



第7表 大間々町小平川水系を中心とした水生動物相 48. 9. 7〜9. 8
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種 名

1. Ephemera j apon i ca フタスジモンカゲロウ

2. Paraleptophlebia sp,PA トピイロカゲロウ属

3. Ep heme re11a sp nF ______ マダラカゲロウ属j 

4. Ephemere 11 a sp nay "

5. Epheme re11a ruf a アカマダ’ラカゲロウ
6. Bae t is s p コカゲロウ属

7. Bae t ie11a japoni ca フタバコカゲロウ

_8. I sony c hi a j apon i ca _____ 矜カゲロウ

9. D_i pteromimus t ipu 1 if ormi s ガガンボカゲロウ

10. Epeorus hi ema1i s オナガヒラタカゲロウ

11. Epeorus uenoi ウエノヒラタカゲロウ

12. Epeorus lati folium____  エルモンヒラタカゲロウ

13. Epe orus curva tutus ユミモンヒ效カゲロウ

1. Rhya cophi1a ar t i culat a トワダナガレトビケラ

2. Rhyac ophila niwae_______ ニワ'W レトビケラ  

_ . Rhyacoph i1a sp. RD______ ナガレトビケラ属 _
4. Rhyacophi la sp• RE "

5. Rhya cophi la sd.RH  "
_6. Rhyacophi 1 a sp•_____________ f,
__ 7. JV^/s trophor a inops インプスヤ^トビケラ

8. Doi oph ilode s sp • カワトビケラ科

ditto pupa

9. Stenopsyche griseipennis ヒゲ^/カワトビ

_____ ditto pupa ___________

10. Arctopsyche ma cu 1 ata(M)シロ フツヤトビケラ

ditto pupa
11. Ar c t opsy che sp. A ツヤトビケラ属

12. Hydropsychodes brevilineata コガタ：トビケラ
13. Hydrop sy che ulmer i ノレマーシマトビケラ

14. Diplec trona sp. DB ミヤ^シャトビケラ無料

15. Peri ssoneura par adoxa ヨツメ トビケラ

16. Psi lotreta k i s oens i s フタスジキソトビ

17. Goera j aponi ca ニンギョウトビケラ
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1. Nog i pe r 1 e j aponi ca ノギカワゲラ
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—4. Anphi nemur a 

5. Togoperla1imbata キベリトウゴウカワゲラ
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第1図調査地点

第6表 調査地点およびその概況 4 8. 9. 7 ^8.

調 査地点 標高日 時天 候AT WT pH 備 考

m °C °C
A孫、上流部 65 0 19.6 15.0 7.4

B孫、下流部 60015:〇〇し為^ 砂防ダム下、暗い杉林の中

C\小友父沢本流 48013：0〇 くもり19.815.5 7.0

C2小友•出入沢ワサビ畑 5001 1:45,定p19.714.6 6.8ハコネサンショウウオ、サワガニ

C3小友•出入沢ワサビ畑横 5 001 1:45 くもり19.7 14.6 6.8ワサビ畑に平行の1瓜未満の沢

D狸 原 400 1 0：15 は れ 27.0 15.0

E小平川瀬見バス停 _ 29016：00小 雨2 0.4 17.2__7.6市去麄丢奮覺警のボタ 

F折の内の沢(rAり第-〇^ 300 1 6 ： 30 雨 1 9.0 17.0 7.4

G胡桃貝戸橋より3.3Km上流 450れ？ず。は れ1^.515.2 7.1杉林のひかげを流れる沢 

h|卡沢橋］;り1.5Km上流 35011：。 〇は れ21.9 16.5 6.8杉林あれど日あたりよし

I入の山(塩沢の上流) 35012： 00は れ24.0 17.3 7.1



⑸その他

茂林寺沼……館林市堀エにあり、沼及び湿 

原は県指定の天然記念物になっているが、近 

年汚濁が著るしい。現存する水生植物はコウ 

ホネ、サンショウモ、ェビモ、少量のヒシ及 

びヒメビシ等である。NH4 -Nは城沼に次い 

で多く、特にc1～が多く昭和4 9年3月の測 

定では13 〇 ppmに達しており、東毛地方の 

池沼では類をみない。しかし冬期の沿岸帯底 

生動物調査ではカワコザラガイ、ハブタェヒ 

ラマキガイ、アナンデールヨコェビ、ベニイ 

トトンボ、オオモノサシトンボ、セグロトビ 

ヶラ等が採集されており、早急に環境保全策 

をとる必要がある。

蛇沼……茂林寺沼と同じく堀エにあり、夏 

季は古城よりnh4-nも植物性プランクトン 

も少い。水生動物ではカワコザラガイ、オオ 

モノサシトンボ、ベニイトトンボ、コフキト 

ンボ、セグロトビケラ、カンテンコケムシ、 

淡水海綿類、ヤハズハネコヶムシ等が多数生 

息しているが、沈水植物はごく少量のェビモ 

を除いてはみられない。昭和4 8年末から館 

林市の汚水処理場が沼の北端にでき、処理水 

が沼に流入する危険がある。

多々良沼 古くは東毛地方で最大の水生 

植物相、水生動物相を擁したが、近年はみる 

かげもない。夏季は植物性プランクトンが多 

いがnh4-nは少い、水生動物ではヌマガイ、 

イシガイ、マシジミ、トブガイ、マルタニシ、 

カワコザラガイ、ハブタェヒラマキガイ、ヒ 

メタニシ、ヒメモノアラガイ、サカマキガイ 

等の軟体動物とカンテンコヶムシ、淡水海綿 

類等が多い。しかし年間の水位変動が大きい 

ために沿岸帯の底生動物相は多くはない。近 

年は多々良沼漁業協同組合によりゲンゴロウ 

ブナ、コイ等の稚魚放流が行われており、関 

西系の淡水魚、ハス、ワタカが自然増殖して 

いる。特にワタカの生息量は非常に大きい。 

館林市の城沼等と共に環境保全策の万全をき 

し自然を甦らせたいと願う。

谷田川……邑楽郡千代田村の赤岩附近の湿

地に発し、湿田地帯をぬVヽ下る谷田川は近藤 

沼、城沼、板倉地区の池沼群の水を集め渡良 

瀬川に入る全流程2 OKmの低地河川である。 

河岸にはヨシ、マコモ、フトイ等の挺水植物 

が茂り、川底にはエビモ、セキショウモ、ク 

ロモ、ヤナギモ、ミズオオバコ等が揺れ.魚 

類も2 0種を下らない。谷田川での詳細な調 

査はなされていないが,ワカサギ,モクズガ

二、カワコザラガイ、ベニイトトンボは採集 

されている。その他にテナガエビ、アナンデ 

ールヨコエビ,オオモノサシトンボ、チョウ 

トンボ,コフキトンボ,マイコアカネ,カン 

テンコケムシ,ヒメテンコケムシ,ヤノ.、ズハ 

ネコヶムシ、淡水海綿類等の生息を推定でき 

る。更に精査を要する河川である。しかし周 

辺の部落、水田から多量の汚濁水が供給され 

ており、特に館林市の排水及び汚水処理水が 

流入し、河川は急激に悪化している。

二大間々地域溪流の動物 

この調査は、大間々町小平川上流域における 

「小平サンショウ魚」(第一次調査カードによる) 

について確認を行うと共に、本町内の渡良瀬川に 

東側から流入する溪流水域の動物についての詳細 

をあきらかにするためにおこなった。

調査地点調査地点は第1図に示すように各 

支川を通じてA〜Iまで計11地点である。

方 法 地域が山間の小流であり、河床は 

不規則であるため定量採集による各地点間の比較 

は無理であり、妥当な結果を期待しがたいため、 

定性採集を中心として行った。

地点の概況 第6表にその概況を示した。これ 

でみても判るとおりPHは6.8〜7.6で通常の値で 

あり、水温は何れの地点でも気温よりかなり低い 

値を示している。

動物の結果 9月7日8日の2日間で確認得た 

動物は第7表に示してあるが、底生昆虫について 

は各種についてその腐水段階を附記した。



沼畔に至る。昭和4 0年頃までは水生植物も 

豊富にみられたが、現在ではごく少量のヱビ 

モを除いてすべて衰滅した〇しかしNH4—N 

も植物性プランクトンも少い、水生動物は多 

く夏季の沿岸調査では31種にのぼり、東毛 

の池沼で最多を記録した。しkもそのうち90 

务は中腐水性動物であり秋季から冬季には 

セグロトビケラを採集している。沼は淡水海 

綿類(カワカイメンが優占)が多く、特にア 

ナンデールヨコエビの生息量が卓越している〇 

その生息量は8月下旬では沿岸帯1ゴに1,200 

個体を記録した〇その他イトトンボ類も多く、 

同期の1ゴにベニイトトンボ幼生6 2個体、 

オオモノサシトンボ71個体を確認した〇古 

城はこれら動物相からみて、群馬県の低地湖 

沼の中でも超一級のものと考えられる。

だが水の更新はほとんどなく cl一が多い 

(1 9 7 4 年2月 2 2 日 cl一 63.6 ppm)。 

従来は沼の西端に雑木林を擁していたが、 

現在は切りはらわれ、沼につき出すような形 

で宅地造成がなされた。ここに人家ができれ 

ば、小さな沼の生物はひとたまりもなく消失 

してしまうであろう。現在日本の湖沼におけ 

るヨコエビの生息量は著るしく減少している。 

詳細な検討がなされていないが、古城での 

ヨコエビの生息量は本邦でも有数な部類に入 

るのではあるまいか。これだけの沼は東毛に 

はない。古城は現在第一番に環境保全策を急 

ぐ必要があると考えられる。

以上の3池沼は東毛地方では最も生物相が 

豊富であり清澄な沼である。しかし各池沼と 

も本邦唯一の種とか珍品が生存するわけでも 

ない。個々の生物ではなく、多くの生物群集 

の生息を許す生活環境を持つ水域として指定 

していただきたい。

Bランク

(1)針ヶ谷沼 板倉町海老瀬字小保呂

径1〇 0讯の方形沼で水田及び人家にかこ 

まれている。水生植物が多く、アサザ、トチカ 

ガミ、ガガブタ、エビモ、マツモ、クロモが 

みられる〇水生動物も多く、特にイトトンボ

類が顕著であり、8月下旬の調査では1爪•に 

つき12 〇匹の幼生を記録した。その他淡水 

海綿類やタナゴ類も多い、しかし人家にかこ 

まれており汚濁化されつつある。

(2) 坂田沼板倉町海老瀬字小保呂
長径2 0 0历、短径3 0 - 6 0瓜の長形沼 

である。沿岸はヨシ、マコモ、ハスがみら 

れるが、沈水植物はュ•ビモ等が少量生息する 

するだけである。沼は蓮田を通じ水田との間 

に水の出入があり、現在コイ、ゲンゴロウブ 

ナを養殖している。透明度は小さく、植物性 

プランクトンは東毛の汚濁池濁池沼、城沼や 

茂林寺沼に次いで多い。

しかしながらテナガエビやアナンデールヨ 

コエビが少量ではあるが生息しており、イト 

トンボ類も多い。

(3) 権現沼 板倉町海老瀬字峰
長径3 5 0瓜、短径5 0 Tnの長形沼で、一 

峰神社と海老瀬貝塚群にはさまれた谷間にみ 

られる〇沿岸はヨシ、マコモがあり、西端に 

はオニバスの生息する枇杷沼がある。この沼 

はヌマガイ、ドブガイ等の軟体動物がみられ、 

タナゴ類も多い。魚類の調査は不完全であり、 

更に精査を要する。詳細に検討するとタイリ 

クバラタナゴ以外にタナゴ、アカヒレタビラ、 

ヤリタナゴ、ゼニタナゴ、ミヤコタナゴのい 

ずれかが生息している可能性がある。

(4) 柄 池板倉町海老瀬字小保呂

谷田川の河川敷内にあり径1〇 〇瓜の円形 

の沼で、西端は谷田川に通じている。沼の東 

側は谷田川の堤防になり、周囲はヨシ、マコ 

モ、ガマでおおわれている沈水植物は少く最 

大水深は6 であった。水の更新は大きく、 

植物性プランクトンは少い、しかし中央底は 

凹入しており、水の更新は表層近くで行われ 

ると考えられ、底層のNH4-Nは1Oppmに 

達していた。今回の調査で確認された水生動 

物はあまり多くないが谷田川と連らなる環境 

からみて、詳細にしらべるとテナガエビ、モ 

クズガニ、ワカサギ等の生息がみられるかも 

しれない。



まれている。汀線はヨシ、マコモにおおわれ、 

ヱビモ、マツモ、クロモ等の沈水植物も多く、 

当地方では最もよく自然状態が保たれている。 

8月下旬に沼中央部で水質調査を実施したが、 

NH4-Nは少なく、水深5.1rn,底水温16 

"Gであった。(第5表)水生動物も多 く：、特 

に小形軟体動物が豊富であり詳細な調査によ 

り、より多くの生物相が確認されると推定で 

さる。

第5表肘曲沼と行人塚沼の水質

肘曲沼 1 9 7 3年8月28日pm3 : 00-3 : 30測定 水深5.1 透明度1.0 8历

\ WTfC) pH 〇〇 NO2 —N NH4 —N chlor ophy 1 作/仍8
水深W (AT) P ppm % ppm ppm A | B I C

〇 3 2.6 6.2 8.7 9 1 7 3.1 0.0 1 0.0 7 7.1 1 0.0 2 8.1

1 2 9.4 6.2 9.8 9 1 8 3.2 0.0 2 0.0 7 1 4.1 2 3.3 3 7.5

2 2 8.4 6.2 5.7 5 1 〇 4.5 0.0 4 0.1 〇 1 4.1 2 2.0 2 1.7

3 2 7.3 6.4 2.3 2 4 1.4 0.0 4 0.1 2 3 9.2 7 4.9 5 6.3

4 2 1.3 6.6 0.5 7 9.1 0.0 6 0.9 4 6 3.3 1 7 9.2 6 5.4

5 1 6.0 6.4 0.3 9 5.7 0.0 5 1.1 〇 7 5.3 2 〇 2.9 9 6.8

行人塚沼 1 9 7 3年8月27日 amlO ：30-11:〇〇測定 水深7.7瓜 透明度1.9 2 m

x WT⑽ nH DO NO2-N NH4-N chlorophy 1 呼/柳
蠟m) (AT) P ppm % ppm _ppm A B C

〇 (m 6.4 7.9 4 1 4 9.1 0.0 〇 7 0.7 5 5.4 1 0.1 2 5.1

1 2 8.3 6.6 7.7 3 1 4 0.3 0.0 1 0.8 〇 9.8 1 6.9 2 4.2

2 2 7.6 6.6 5.5 5 9 9.6 0.0 1 0.7 〇 1 9.2 3 1.6 4 2.0

3 2 6.0 6.6 4.2 〇 7 3.1 0.0 1 0.7 〇 2 1.9 3 6.3 2 1.8

4 2 2.3 6.6 2.6 8 4 3.6 0.0 2 1.0 〇 4 1.6 7 2.5 5 8.5

5 1 5.5 7.0 2.3 8 3 3.9 0.0 2 1.5 〇 6 6.8 1 6 9.9 1 9 8.6

6 1 0.6 6.8 1.1 9 1 5.3 0.0 3 2.8 〇 2 6.7 5 4.5 4 4.8

7.5 9.0 6.8 〇 〇 0.1 〇 6.5 〇 3 5.4 7 6.9 3 5.2

(2)行人塚沼邑楽郡板倉町海老瀬字中新田 

径10 0 _15 0^の円形沼で、汀線は南 

から西側をヨシ、マコモ、ヒメガマ、ハスに 

おおわれ、北から東側は町道をへだて水田が 

ぁる。

沼は東毛随一の水生植物相を擁し、ガガブ 

夕、クロモ、セキショウモ、トチカガミ、ホ 

ザキノフサモ、マツモ、エビモ、ヒシ、 ヒメ 

ビシ、シャジクモ類等がみられ、特にハゴロ 

モモの大群落はみごとである〇

東毛地方の池沼は透明度1m前後、水深1 

-2 mまでが大半であるが、行人塚沼は透明 

度1.9m、水深1.7 mに達し、現在では珍ら 

しく深く清澄な沼である。8月下旬、沼中央 

部での測定結果は第4表にみるように、表層

水が3 0°〇でも底層水は9て)にすぎない。ま 

た、4〜6 層に植物性プランクトンが多く、 

多数のフサカも同層で群遊していることがわ 

かった。低水温帯の存在は北方系生物、たと 

えばワカサギ等の生息の可能性がある。生物 

相の調査は不十分であり今後の調査により多 

くの生物相が追加されるであろう。

しかし沼の底層には多量のNH4-Nが滞留 

しており、沼畔にある生活棄物と人家からの 

汚濁化が心配される。沼は小形であり、一度 

汚濁されると急速に生物相は衰退する可能性 

がある。

(3)古 城 館林市羽附字大袋

径5 0 に満たない略円形の小形沼である 

がヨシ、マコモ等を主にした湿原を通じて城



ることは全く不可能であった。た 

だ各種の水生植物の密生状態から 

みて動物群集を精査すれば興味深 

い結果が得られるのではないか。 

谷田川藤木橋上流側の滞溜水域で各種の 

沈水植物が多く水面はサンショウ 

, モ、ウキクサが多くプランクトン

ネットの曳行不可能であった。 

他の6池沼の動物性プランクトン種の出 

現状況は第4表に示すとおりである。

優占種、行人塚沼は枝角類のBosminopsis 

de itersiゾウミジンコモドキが沼中央部 

で優占種である。本種はおおむね中栄養〜 

貧栄養の湖沼水域の生毎者である。沼中央 

部で水深7 mまでの垂直採集を行った資料 

では優占種が撓脚類のThermo cycl ops 

hyali nusである。また沼の岸寄りの水域 

でも Thermo eye 1 ops hyal i nus が優占 

種である。柄池も Thermocyclops hyalinus 

が優占種であるが坂田沼は趣をことし富栄 

養から中栄養の水域に生活する輪虫類の 

Brach i onus d i ve rs i corn i s ツノワム 

シが優占となっている。

針谷沼の6種、権現沼の7種、肘曲沼の 

7種はそれぞれ特に優占種としてきわだっ 

て多い種はなくほぼ一様である。

種数 種の数から各池沼を比較してみる 

と夏期における動物性プランクトン種数は 

行人塚沼が最も多く13種であり、他の針 

谷沼6種、柄池、権現沼、肘曲沼各7種、 

坂田沼5種に比して目だって多い。このこ 

とは調査の粗密差にもかかわりがあろうが 

すくなくとも行人塚沼が調和のとれた良好 

な自然状態を保持している沼であると言え 

ょぅ。

総括 動物性プランクトンの種の状況か 

らみて板倉町における各池沼の現状は館林 

市の城沼、多々沼、近藤沼などの工場排水 

の害をうける前のプランク状況によく似て 

調和のとれた状態を残しており、群馬県の 

平地沼池の典型的な夏期のタイブを示して

いる〇

東毛地域の多くの池沼が汚染が進行して 

以前の自然状況が著しく変化してVヽるのに 

板倉町の池沼の多くはVヽまだに調和のとれ 

た中栄養〜富栄養の水域として、生物相か 

らみて過去の自然状態を残してVヽるのはた 

とえば針器沼、行人塚沼、肘曲沼のように 

流入河川がなく何れも湧水によって涵養さ 

れ、工場排水、生活廃水などの流入がない 

ことによるものであろう。ただ柄池をのぞ 

いて他の沼は水の更新がまことにすくない 

からひとたび廃水流入や廃棄物投棄などが 

あるとたちまち強腐水の死の沼に急変する 

可能性があると思う。この残された自然を 

保護するためには廃水流入についての規制 

が絶対に必要な要件である。

ロ館林市古城の動物性プランクトン

採集ネットは岸からの投入曳行のため採 

集が岸寄りの水域に限られており予察程度 

の調査に終った。動物性プランクトンは3 

種類で枝角数のBosminopsis de i tersi 

ゾ'?ミジンコモドキ、D i aphano soma 

br a chy urumオナガミジンコ、撓脚類の 

Eodiaptomus japoni cus ヤマ トヒゲナ 

ガケンミジンコそれにNaupliusだけであ 

った。このうち優占種はE od i apt omus 

japoni cus である〇

3.環境保全施策の急がれる池沼

東毛地方の池沼は区画整理や土地改良等によ 

り現存するものは、すべて小形の池沼である。

そのため汚濁水が伸入すると短期間で生物相を 

衰滅させる危険がある。また一方では当地方は 

県全体からみると、いわゆる辺地にあたり、低 

湿地帯にはかなり自然が残存してあり個々の池 

沼は、それぞれ特徴を持っている。ここではこ 

れら池沼をA、Bランクに分けのべてみる。 

Aランク(環境保全地区に指定すべき水域)

(1)肘曲沼邑楽郡板倉町大高島字高鳥 

長径10 0m短径2 0 — 3 0 の 

沼で谷田川の堤防の外端にある、沼 

は人家から離れ、周囲は水田にかこ



(2)動物性プランクトン

イ 板倉町区域内池沼群の動物性プランクトン 

本地域内の1〇ヶ所の水域を調査したが 

このうち次の4水域はそれぞれ下記の理由 

で動物性プランクトンの記載ができないた 

第4表にみられる6池沼についてのみ述べる。 

蛭田沼 プランクトン採集はおこなったが 

固定液のホルマリン不足のため資 

料が分解して検鏡不能。 

内沼(御手洗沼、猪子沼とも云う)ヒ

シ、サンショウモで全域がおおわ 

れプランクトンネットの曳行がで 

きず、採集不能。

枇杷沼権現沼に近接する枇杷沼は東毛地 

域で亡びさったと思われたォニバ 

スの群落を今回の調査で発見した 

沼であるがオニバスのほかフラス 

コモ、ミズワラビ、ミズオオバコ、 

キクモ、トリゲモ、ヒシなどが密 

生しプランクトンネットを曳行す

第4表 板倉町諸池沼の動物性プランクトン©優占種

調 査 年 月 日
沼 名

種 、、

原動 Cera t ium sp

生物 Eudor ina sp

フクロワムシ 
輪 Asplanchna priodonta 

Bradhionus diversicornis

Dウ/ログノ^ボヮムシ Br. I or f l cula  

Brachi onus sp

Conochilus sp
虫 ---------------------

Lee ane s p

Monostyla sp
ハネウデワムシ

Po lya rt hra tr i gla —

Phi 1od i na sp
類 ---------------------

Rotatoria s p
-～ゾウミジ.ンJ2亏ドキ 

,,- Bo smi nop sis der tersi 
枝 ------ -;—;
住 Diaphanosoma brachyurum

MタマミジンコMolna macr ocopa_____
オカメ g fンコ1

S imocephalus vetulus 一 
p卞アトhゲナガケンミジンコ 
Lodi apt omus japomeus

橈 p ノコnギリヶンミf/コ 
Eucyclops serrulatus 

脚 
Thermocycl ops hyalinus 

類 ---------------------
(naup1ius)

だに類ミズダニ類

昆虫類フ サ カ

f出現プランクトン種数

20、VII、4 8 _ 27、獨、48_______ 28、VH、48

射谷沼5人繁7☆蠶柄池権現沼肘曲沼坂田沼

1

1

6

1

 
5
 

2

1

1

1

 
1
 
1

1

4

4

1

1

6

1

6

6

1

1

十

®
 

+
 

+
 

十 

+
 

5

+
 

+
 

+
 

十 

+
 

+

 

+
4

-

 

7

十 

+
 

+
 

+

+

 

+
 

+

+

 

7
 

+
 

+

+

 

+
 

+
 

+
 

©
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7
 

+
 

十 

+
 

+
 

十 

+
 

十 

+
 

+
 

+
 

®
 

+
 

+
 

1

+
 

+
 

+
 

+
 

+
 

+

+

©

+

+

8

+
 

+
 

+
 

©
 
+
 

+
 

+

+

 

7
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+
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6

採集調査 五味礼夫、 種検定 片山満秋。



1 9 7 3年度文化財総合調査(東毛地方) 

として取りあげた水域は14ケ所ある。他に 

期間内の調査は実施されなかったが、参考水 

域として館林市の近藤沼を加え、15水域に 

ついて水質の環境をのべる。

まず有機汚濁水の指標となる溶存している 

nh4-nをみると、夏季g層では城沼、近藤 

沼を除くと、いずれも0.7 ppm以下で'ある'す 

なわち蛭田沼、針ケ谷沼、行人塚沼、柄池、 

谷田川(藤木橋近く)は0.5—0.7 ppm、坂田 

沼、権現沼、肘田沼、内沼、多々良沼、蛇沼、 

城沼(尾部)'古城は〇.06—0.4 ppmである。 

夏季における表層のnh4-nはあまり多くない 

ようであるが'底層には多童の滞留かある。 

針ケ谷沼は1.9 ppm、坂田沼は4.3 ppm、行人 

塚沼4.6 ppm、姪田沼7.0 ppm、柄池に至って 

は10.3 ppmに達しており、板倉地区の水深の 

大きい、しかも水の更新の少ない沼での滞留 

が著るしい。(第2表1

nh4-nは藻類に吸収されたり、酸(匕され^ 

りして急速に減少していく、一方では、その 

結果藻類が異常に増殖をする。藻類が含有す 

るクロロフィル量(chi orophy1A)を指標 

として藻類の現存量を推定してみると、夏季 

の表層におけるchlorophylAf激田沼5 9

呼/*から行人塚沼1肘曲沼7呼 

/m\柄池Q^/*となる〇 (第2表)中栄 

養湖、湯の湖では凡民一N 0.01— 0.05ppm、 

chlorophylA 4-33暫％8であり富栄養化し 

ているといわれている。また完全なる富栄養 

湖、諏訪湖では NH4-N 0.03ppnk chi orophy 

A 3 0—6〇〇%0がである(197 3)、この報告と 

比較してみると、例外に属する藻類の異常増 

殖水域、城沼の chi or ophy A 1 6 4—2 4 5^ 

/*、茂林寺沼の12 («/加8(早春のchlorophyA 

量から夏季の値を推定した)は除外しても坂 

田沼、姪田沼、多々良沼、針ヶ沼、権現沼は 
明かに藻類の増殖量が著るしい。次いで古城、 

蛇沼が続き、水表面をすべてサンショウモやウ 

キクサにおおい尽されてしまった内沼と谷田 

川に連なり、水の麵の大きV姻池を除くと行人 

塚沼及び肘曲沼が低地富栄養として、ぼ証常 

で清澄な姿と考えられるのではあるまいか。 

第3表は調査池沼の沿岸帯に生息する底生 

動物群集の現存量(個体数で示してある)で 

ある。前述の行人塚沼、肘曲沼、それに古城 

では清澄な湖沼に生息する/5中腐水性動物及 

び貧腐水性動物が総個体数の7 0-8 5务を 

占めている事も、上記を証明していると考え 

られる。

第3表 東毛地方の池沼の沿岸帯底生動物の現存量(個体数/2 2 5ゴ)
網本け1〇 7 缶8月6日〜2 9 Hに実施、但し茂林寺沼は19 7 4年3月4日に調査した〇
7 fは务を示す。また貧腐水性動物はアナンデ—ルヨコエビであり、«強腐水性動物はホシチ 

ョウバエとシマハナアブの幼生である〇 ____ === --

蛭 田 沼

権 現 沼

柄 池

針 ヶ谷沼 

坂 田 沼

行 人塚沼 

肘 曲 沼

城沼北岸尾曳橋近く 

城沼北岸中央部 

城沼北岸最下流部 

蛇 沼

多々 良 沼 

古 城

茂林寺沼

水醐物…麵水醐働«中腐水灘物p中離醐-腐水讎物総涸賊 

rdo—mp 43-7

"B “以.,(21.51 40.2

(8.H C 6 2.0*) C 2 9.11 20-8

(〇^ (10.H (28.0? ( 6 0.8 ) 4 3'7

(6H (2 8.1? (6出 (况 2L°

(4.H (2 识(7切 1253

(o.H (ilH (别.!_______________^1±_

(1制 315

(9m (ポ 712

(30.7^ (30.7) ( 38.4 )

C 2 1D ( 7.87 ( 8 7.2 ) (2.8)
(31W (6欲 く1.6) ” 317
(11.2^ (1 2.0 )_______ (5!M ( 223.0____ 11 4.2_

-------□!(。お ～7^T| 3 °.7



定は終了していないので種名は略したが、現

在のところヌマカイメンSpongi11alacustris

2.池沼群の水質環境と動物性プランクトン

(1)水質環境

とカワカイメン Ephyda tia f lu vi a t i lis

は確認してVヽるが他に数種ある。

第2表東毛地方の池沼の水質

各池とも中央部で測定した。Sは表層水、Bは底層水をあらわす。
※茂林寺沼は春季の測定値である。夏季(8月)のchlorophylAの推定値は表層12 〇作/湖、 
底層18 〇卿/淤ぐらいとなる〇
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肘 

柄 
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城
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城 
く
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多 

蛇 

古 

近

谷
C

調査年月日

1973. 7. 21 
am 12：15

1973. 7. 9 
am 11：30

1973. 7. 5 
am 11：15

1973. 7. 21 
pm 3：15

1973. 7. 5 
pm 2：00

1973. 8. 28 
pm 3： 00 

1973. 7. 21 
am 11：15

1973. 8. 29 
am 10： 00

1973. 8. 8 
am 11：30

1973. 8. 9 
pm 1:05

1974. 3. 4 
pm 2： 50

1973. 8.1 
pm 1：15

1973. 8. 24 
am 10:00

1973. 8. 23 
pm 2:00

1971.8.13 
pm 2： 00

1973. 7. 9
pm 3： 20

WT 水深 D 〇 tt NO2 —N NH4 —N chlorohylA
°C _ cm 一、 PH 4

(AT)(透明度) ppm (务) ppm ppm 作/仍8

z 30.0 3 0 3 (leO.I! 6.6 0.0 1 0.3 5 9.3
24.5 ( 7 8 ) ( 〇 5 6.8 0.0 1 4.3 35.7

f 26.8 3 2 5 ( 2 1 1：8^ 6.8 0.3 7 0.5 4 6.1
2 1.9 (87) (〇3 6.8 0.0 4 7.0 3 5.7

, 2 8.0 3 60 (1 2 〇.〇! 6.8 0.0 1 0.6 3 4.1
2 4.3 (9 2) (〇$ 7.0 0.1 2 1.9 2 6.6

r 27.6 2 3 0 ( 9 3.2? 6.8 0.40 0.3 30.4
2 7.5 ( 9 3 ) ( 5 部 6.6 0.40 0.7 12.9

z 2 9.8 7 4 0 (144^ 6.4 0.0 1 0.5 13.5
(2 jig ( 2 2 5 ) ( 6.4 0.0 3 4.6 2 2.3

3 2.6 5 1 〇 ( ! 73；i 6.2 0.0 1 0.0 7 7.1
1 6.0 C 1 0 8 ) 气 6.4 0.0 5 1.1 7 5.3

r 2 7.0 5 4 2 ( 41：2^ 6.8 0.8 7 0.7 6.1
1 9 5 ( 20 8 ) (〇-1^ 7.0 0.3 8 1 0.3 2 0.1

, 2 8.4 4 5 ( 59.0 ^ 6.2 1.8 5 0.0 6 6.2
2.6.2 (>4 5) "5:パ ___ 2________:________ Z____________ 二

3 2.0 1 2 6 ( 3 盖〇:5 ろ 6.6 0.2 5 1.0 2 4 5.0
C * 2 3 28.7 C 38 ) (l2が 6.2 0.0 9 2.7 1 7.0

3 2.2 11 8 ( 5 ^2.7 5 8.6 0.0 9 0.3 1 6 4.3
3 0.5 (31) (i 3 んイ｝ 6.8 0.2 0 0.4 2 〇 2.2

124 ( 3^3.8^ 6.0 0.1 6 1.0 1 3 8.〇※
(36) c 2 07.9^ 6.0 0.1 3 1.1 1 5 8.1

2 7.2 2 2 9 ( 〇 1 f § 6.2 0.1 6 0.2 4 0.2
(2 2 4.6 ( 8 8 ) (6錄 3 6.4 0.2 3 0.3 3 6.5

,27.6 119 ( 48：0? - 〇.2 2 0.3 2 0.2
2 7.4 (110) ( 34.6 f - 0.2 2 0.3 1 3.1

r 30.4 138 (16别 - 。.2 1「 〇.4 30.5

2 8.2 —(7〇) "〇!パ___ - 一〇.24____〇.4______ 21.4

3 3.0 1 2 0 ( 3 4 6.8^ 8.2 0.1 〇 1.1 一
2 9.5 (>1 2 〇 ) ( 29 4^ 6.4 0.2 5 1.1 -

, 2 6.2 1 9 8 ( 49.1f 6.4 0.8 2 0.7 2.6
2 6.5 (>19 8) (52.6^ 66 〇.77 〇.7 13.2



現が著しく減少した〇今田の調査ではヒメテ 

ンコケムシは権現沼と行人塚沼、カンテンコ 

ケムシは姪田沼、針ケ谷沼、行人塚沼、肘曲 

沼、古城、近藤沼、多々良沼、蛇沼、茂林寺 

沼で採集された。

photo 6 カンテンコケムシ

Pe ctinat ella g elat in osa
多々良沼産197a &1 採集

(15) ヤハズン、ネコケムシ Pluma tella emarginata 

触手動物門苔虫綱ハネコヶムシ科

photo 7 ヤハズハネコケムシ

Plumatella emarginata
蛇沼 産 i97aa22 採集

木の枝状に分枝した形をして、ヨシやマコ 

モの茎や杭に附着して生活をする触手動物で 

ある。本種も前2者と同様に珍らしい動物で 

はなく、湖沼にごく普通に生息していたが、 

近年は少なくなって来た。今回の調査では権 

現沼、針ヶ谷沼、古城、蛇沼で採集されたが、 

詳細な調査をすると他の池沼からも採集され 

るであろう。

⑽淡水海綿類

海綿動物門尋常海綿綱タンスイカイメン科

pho t 〇 8 淡水海綿類

肘曲沼、蛭田沼産
19 7 3. & 28 各地の水域に多い

東毛地方の池沼には淡水海綿類は多産して 

おり、さほど珍らしくもない。しかし1度固 

着すると終生自力での移動ができないため、 

汚濁水に弱く、近年各地でその姿を消してい 

る。今回の調査ではほとんど全域、すなわち 

姪田沼、権現沼、柄池、針ヶ谷沼、坂田沼、 

行人塚沼、肘曲沼、古城、近藤沼、多々良沼、 

蛇沼、茂林寺沼で確認された。なかでも古城、 

多々良沼、権現沼、針ヶ谷沼に多産し、古城 

を除くと、がいして透明度の小さいプランク 

トン生物の多い池沼の生息量が大きい

尚館林市城沼では昭和4 〇年以後は採集さ 

れていない。(昭和4 0年以前は筆者等の調 

査がないので不明である)城沼では絶滅して 

しまったと考えられる。また淡水海綿類の同



日本蜻蛉学会会員大森武昭氏や関根の調査に 

よると館林•板倉地方が本種の北限になると 

考えらる。採集は肘曲沼、行人塚沼、坂田沼 

針ケ谷沼、柄池、姪田沼、内沼、谷田川(藤 

木橋近く)、館林では古城、蛇沼、茂林寺沼 

等であり生息量も大きい。大森氏によるとイ 

トトンボ類の生息域として当地方の池沼は、 

きわめて貴重なものであるとのことである。

phot 〇 5
A ベニイトトンボ

C eriagrion nipponicus
古城産 l9 7a 7 2 3 採集 

B オオモノサシトンボ
Copera tokyoensis
古城産 197a 7. 23 採集

(9) オオモノサシトンボCopera tokyoensis

節足動物門昆虫綱モノサシトンボ科

日本における本種の分布はごく限られてお 

り、現在のところ関東平野の下流域と信濃川

下流域に局在している。東毛地方では坂田沼、 

針ヶ谷沼、柄也、内沼、古城、近藤沼、多々 

良沼、蛇沼、茂林寺沼に産する。東毛地方の 

動物としては前記ベニイトトンボと共に特筆 

すべきものであり、その水域環境の保全施策 

が必要である。

(10) アオモンイトトンボI schnura senegalens is 

節足動物門昆虫綱イトトンボ科

本種の北限は関東平野であるが、他に岩手 

県船越での採集記録がある。東関東では生息

が確認されているが本県での_はなかった。 

しかし昭和4 2年5月と7月に大森氏は近 

藤沼で3個体を採集し、北関東での生息が記 

録された。だが今回の調査では他の水域から 

の採集はない。

(11) コフキトンボCeielia phaon

節足動物門昆虫綱トンボ科

雌個体の中にはミヤマァヵネに似た褐色の 

帯状斑があり、基部がだいだい色の異色型 

(俗にオビトンボと云う)がある〇この雌の 

異色型個体は本邦では所々で採集されている 

が、群馬県での言藤はない。しかし今回の調 

査時に、大森氏は行人塚沼と権現沼で異色型 

個体を採集し 県内での生息を確認した。

(12) マイコアカネ Sympe trum kunke 1 i

節足動物門昆虫綱トンボ科

7-1〇月に平地や低山地の池沼に出現す 

るが、生息地は限定されている。本種は昭和

4 2年に大森氏により坂田沼、多々良沼で採 

集されており、今回権現沼で採集された。し 

かしながら本種は県内の他の池沼では生息の 

記録はない。

(13) チョウトンボ Phys themi s fuliginosa 

節足動物門昆虫綱トンボ科

6-8月に平地の他沼に姿を現はす、ごく 

普通のトンボである〇チョウのようにひらひ 

らと飛ぶ特異な飛翔型であり、かって邑楽郡 

の池沼には多産した。その後、著しく減少し 

姿がみられなくなったが、今回、行人塚沼、 

蛭田沼、針ヶ谷沼、古城、多々良沼で採集さ 

れた。東毛地方では除々に復活していると考 

えられるが県内の他水域では殆んど_がな 

い〇

(14) カンテンコケムシ Pectinatella gelatinosa 

ヒメテンコケムシLophopodella carteri 

触手動物門苔虫綱ヒメテンコヶムシ科 

両種とも無色透明の寒天状物質が多量に分

泌され、塊状の群体はその中に埋まっている。 

ヒメテンコケムシは日本各地に、カンテン 

コヶムシは関東以西の湖沼にみられる動物で、 

さほど珍らしいものではないが、近年その出



annanda lei節足動物門甲殻綱ヨコヱピ科

photo 5 アナンデールヨコエビ

Ani sogammarus annandalec
古城産 1974222採集

本来は汽水性で北海道から九州にかけての 

河川や沿岸汽水域に分布している北方系種で 

ある。東毛地方の池沼には、かなり多く分布 

していたが汚濁水を嫌い消失していった。

現在では坂田沼、館林市の茂林寺沼、古城 

に生息する。.前2沼では少ないが、古城では 

多産し、沿岸帯の底生動物群集では周年を通 

じ優占種ないしは亜優占種である。特に秋季 

から春季までは沿岸帯底生物群集の約8 〇^ 

を占めている。

(5) カワネジガイ Camp toe eras h ir ase i 

軟体動物門腹足綱カワネジガイ科

大正末期まではインド特産として知られて 

いたが、その後関西方面で発見され、関東で 

も知られて来た。群馬県では昭和9年に渡良 

瀬川と下川淵で採集されたが、その後の確認 

はなかった。戦後では昭和2 6年に五味によ 

り館林市多々良沼からの流出河川、江川で発 

見されただけであるが、今回、板倉町の肘曲 

沼の沿岸帯2ヶ所の調査で4個体を採集した。

(6) カワコザラガイ Ferri s s i a ni ppon i ca 

軟体動物門腹足綱カワコザラガイ科

殻長4. 5鵬ほどの小形でだ円形、陣笠様の 

小貝で、薄く弱い殻は淡黄色から黒褐色であ 

る。本種は本州から九州までの池沼沿岸部の 

石礫や落葉、挺水植物に付着している。特別

pho t 〇 4
A カワネジガイ

Camptoceras hirasei
肘田沼産 197a & 2 8 採集

B カワコザラガイ

Fer ris sia nipponica
古城産 197a & 23 採集

c 匕ラマキモドキガイ

Segmentina n it id. el la
肘田沼産 1973 8 28 採集

D 匕ラマキミズマイマイ

G-yraulus c onv ex ius culu s
Spirillus 名水域に多い

珍らしい種ではないが近年その数が減少して 

いるので記載した。

(7) ヒラマ^&ドキカイ Segment ina ni t i della

軟体動物門腹足綱ヒラマキガイ科

分布は広く北海道から沖縄までといわれて 

いるが、殻長7聊ほどの円盤状の小形貝であ 

り見おとされている〇しかもヒラマキミズマ 

イマイ、ハブタエヒラマキガイ等と混同され 

ているため、本種の記載は群馬県では初めて 

であると思われる。採集地は肘曲沼であり、 

かなり多く生息しているが他水域では確認さ 

れていない。

(8) イトトンボ Car i agr i on ni pponi c um 

節足動物門昆虫綱イトトンボ科

関東以西では局所的に分布しているが、群馬 

県の東北地方が本種の北限になる。筆者の一人 

関根は昭和4 2年8月に大泉町八重笠沼で本種 

を採集しているが、現在は消失している。



第1表 東毛地方に生息する注目すべき水生動物

※筆者等による採集はおこなわれていない
※※工9 7 3年9月24日、関根により死個体が採集された
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日本各地の内湾の磯や河口から、ざらに上 

流まで遡っている。かっては利根川本流では 

渋川近辺で採集され、鏑川上流でも記録され 

ている。今回の調査では7月と9月の上旬に 

谷田川の藤木橋近く(板倉町)で漁師により 

6匹採集された。池沼では谷田川に連らなる 

柄池ではワカサギと同様に生息の可能性があ 

る。また9月2 4日に館林市の古城において 

死個体を採集した。古城では生息の可能性が 

十分にある。

(3) テナガエビ Pal aemon n i pp onens is 

節足動物門甲殻綱テナガヱビ科

北海道以外の本邦全土の低地の河川•湖沼 

に広く分布する種である。かっては東毛地方 

の池沼には多産し、地域の水産物として重要 

な位置を占めていたが、環境の悪化にっれヌ 

マエビ、スジエビ、ヌカエビ等も共に滅亡し 

た。現在では利根川(明和村、昭和橋近く) 

で採集されており、谷田川にも生存している 

と推定できる。しかし東毛地方の池沼では衰

photo 2 テナガエビ

Paia emo n nipponens is
坂田沼産 19 7a & 2 8 採集

滅したと考えられていたが、今回の調査で板 

倉町の坂田沼において雌1個体を採集した。 

抱卵しており、再び沼にかえしたが生存を確 

認できた。

(4) アナンデールヨコエビ Ani sogammarus



動 物

一 東毛地方の池沼群の動物

1. 注目した！/ヽ水生動物

2. 池沼群の水質環境と動物性プランクトン

3. 環境保全施策の急がれる池沼

二大間々地域溪流の動物

は じ め に

東毛地方の動物調査については、多くの池沼群をもち豊富な動物相の予想される館林市、邑楽郡地域か 

ら第一次調査のカード提出がないため、この区域については著者らが合議して地域を選定し 池沼の動物 

に関しては板倉町をえらび、現地と連絡のうえ行った。

また溪流域については桐生市および大間々町区域内が期待のできる区域と予想したが第一次調査カード 

は大間々町の一項目だけで桐生市からは-^もないのでこれを除外して大間々町についてのみ調査を行っ 

た。東毛地方の調査としては区域にかたよりがあるが、これ以上の理由による。なお調査に際して調査員 

としての筆者ら三名のほかに、池沼のプランクトンの検定については片山満秋、トンボ類の現地調査と種 

の同定については大森武昭、溪流動物の現地調査と検定については宮原義夫の三氏の多大の協力を得たこ 

とを特に附記したい。(五味礼夫)

一 東毛地方の池沼群の動物

1.注目したい水生

(1)ワカサギ Hypomesus 〇 1 idus
脊椎動物門魚綱キュウリウオ科

ワカサギ自体は特記するべき魚類ではある 

まい、しかし北太平洋系のこの魚は昨今、湖 

沼の環境悪化に伴い、各地の湖沼から姿を消 

している。東毛地方の池沼では昭和2 0年頃 

までごく普通にみられ> 特に館林市、城沼に 

は多産していた。だが、その後順次減少し昭 

和3 〇年迄に東毛地方のすべての池沼から消 

失してしまったといわれている。

今回の調査で板倉町行人塚沼に少量ではあ 

るが生息しているとの聞きこみを得た。筆者等 

の採集はないが池沼環境からみても、生息の 

予想はできる。今後の精査が必要である。

ワカサギは少量ではあるが谷田川には遡上 

しており、柄池等も生息の可能性はある。

(2) モグズガニ Eriocheir J aponicus 

節足動物門甲殻綱イワガニ科

photo1 モクズガニ
Eriocheir Japon icus
谷田川(藤木橋近く)産197S ft 6採集
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太
田
市
の
文
化
財

I

建
造
物
と
彫
刻
に
つ
い
て
—

I

、
大

光

院

所
在
地 

太
田
市
金
山
町
三
七
ノ
八

概
観

天
下
を
ほ
ぼ
掌
中
に
し
た
徳
川
家
康
が
、
忍
ノ
城
に
芝
増
上
寺
、
観
知
国
師
を 

迎
い
て
、
祖
先
崇
敬
の
た
め
新
田
義
重
の
菩
提
所
建
立
の
意
を
伝
え
た
の
は
、
慶 

長
十
六
年(

一
六
ー
ー)

ー
ー
月
二
九
日
で
あ
っ
た
と
い
ぅ
。
普
請
奉
行
に
は
土 

井
利
勝
、
成
瀬
正
成
、
観
知
国
師
が
あ
て
ら
れ
、
新
田
氏
ゆ
か
り
の
金
山
南
麓
に 

義
重
山
大
光
院
新
田
寺
が
竣
工
さ
れ
た
の
は
、
慶
長
十
八
年
四
月
で
あ
っ
た
。
開 

山
に
は
観
知
国
師
の
弟
子•

武
州
滝
山
大
善
寺
第
三
世
然
誉
が
迎
え
ら
れ
た
。
世 

に
「
子
育
て
」
と
し
て
名
高
い
呑
竜
上
人
で
あ
る
。
浄
土
宗
鎮
西
派
、
関
東
十
八 

檀
林
の
一
寺
と
称
さ
れ
る
名
刹
で
あ
る
が
、
多
く
の
人
々
の
帰
依
を
受
け
今
な
お 

地
域
社
会
と
の
深
い
関
係
を
保
ち
な
が
ら
法
灯
を
継
承
発
展
さ
せ
て
い
る
。

1.
建
造
物

(

本

堂
)

間□

十
一
間
、
奥
行
九
間
三
尺
で
屋
根
は
瓦
葺
入
母
屋
造
り
で
あ
る
。
大
正
十 

四
年
に
大
改
修
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
創
建
当
時
の
構
造
は
よ
く
残
さ
れ
て
い
る
。 

特
に
内
部
は
大
き
な
改
造
も
な
く
、
当
初
の
華
麗
な
姿
を
よ
く
と
ど
め
て
い
る
。
 

(

庫

裡
)

東
西
八
間
、
南
北
十
間
の
瓦
葺
入
母
屋
造
り
の
大
き
な
構
造
物
で
あ
る
。
本
堂 

と
同
様
に
大
正
十
四
年
に
改
修
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(

吉
祥
門)

間

三
間
半
、
奥
行
一
間
半
、
屋
根
は
瓦
葺
切
妻
で
簡
素
な
造
り
で
あ
る
。
中 

門
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
元
和
元
年(

一
六
一
五)

大
阪
落
城
の 

時
に
ち
な
ん
で
、
吉
祥
門
と
名
付
け
ら
れ
た
伝
承
を
も
つ
。
瓦
の
葺
き
か
え
、
袖 

垣
の
修
理
が
な
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
ほ
と
ん
ど
創
建
の
ま
ま
で
あ
る
。

昭
和
四
七
年
九
月
二
六
日
付
で
、
太
田
市
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
ぅ
け
て
い 

る
〇

(

水

屋
)

愛
く
る
し
い
四
人
の
童
子
が
水
槽
を
支
え
る
と
い
ぅ
モ
チ
ー
フ
の
青
銅
製
の
水 

槽
は
、
参
詣
に
来
る
人
々
に
大
へ
ん
親
し
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
水
槽
に
は
、
次
の 

銘
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

紀
元
二
千
五
百
四
十
年
七
月
吉

武
陽
川□

住

請
負
人 

嶋

崎

平

五

郎

同

鋳

造

人

永

瀬

正

士

ロ

こ
の
水
槽
に
か
か
る
水
屋
は
、
蒿
沢
介
之
助
の
手
に
な
る
破
風
板
へ
の
彫
刻
で 

注
目
さ
る
ベ
き
で
あ
る
。

蒿
沢
介
之
介
の
経
歴
、
作
品
等
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
研
究
が
不
足
し
て
い
る
の 

で
、
紹
介
は
ひ
か
え
る
。
今
後
の
課
題
と
考
え
ら
れ
る
。

(

鐘
楼
堂)

瓦
葺
き
、
入
母
屋
造
り
で
、
石
造
基
壇
上
に
建
つ
。
以
前
は
明
治
四
二
年
鋳
造 

の
梵
鐘
が
下
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
太
平
洋
戦
争
中
、
供
出
さ
せ
ら
れ
た
の
で
、
昭 

和
三
三
年
に
新
鋳
し
た
も
の
が
そ
れ
に
か
わ
っ
て
い
る
。

大
光
院
の
鐘
楼
は
、
五
代
将
軍
、
綱
吉
の
寄
進
に
よ
り
、
伊
豫
守
推
名
良
寛
が 

元
禄
十
一
年
九
月
竣
工
し
た
こ
と
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
存
の
も
の 

は
、
後
世
の
修
復
が
著
し
い
。

2.
彫

刻

(

阿
弥
陀
三
尊
立
像)



木

造

像

高

阿

弥

陀

如

来

九

五

セ

ン

チ

観
音
菩
薩 

五
〇
セ
ン
チ

勢
至
菩
薩 

五
〇
セ
ン
チ

本
堂
内
陣
に
安
置
さ
れ
、
如
来
は
安
阿
弥
快
慶
の
作
で
あ
り
、
両
脇
侍
は
大
仏 

師
運
慶
の
作
と
い
ぅ
寺
伝
が
あ
る
。
し
か
し
、
姿
勢
、
玉
眼
お
よ
び
白
豪
、
肩
の 

線
、
衣
の
流
れ
と
そ
こ
に
描
か
れ
た
模
様
、
両
脇
侍
の
宝
冠
、
全
体
の
量
感
等
い 

ず
れ
の
点
か
ら
も
江
戸
期
の
仏
像
の
特
色
を
示
し
て
お
り
、
し
か
も
、
三
尊
と
も 

に
同
一
仏
師
の
手
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
初
期
の
作
品
と
考
え
る
の
が 

妥
当
で
あ
ろ
ぅ
。

(

そ
の
他)

呑
龍
上
人
自
作
木
像

像
高
一
五
〇
セ
ン
チ

元
和
七
年
十
二
月
作
と
伝
え
る
。

騎
馬
八
幡
大
菩
薩
木
像

像
高
一
五
セ
ン
チ

建
久
八
年
正
月
吉
日
源
義
重
の
墨
書
銘
あ
り
。

徳
川
家
康
木
像

像
高
六
〇
セ
ン
チ

寛
永
十
三
年
十
二
月
、
家
光
寄
進
と
伝
え
る
。

新
田
義
重
木
像

像
高
六
〇
セ
ン
チ

慶
長
十
八
年
四
月
、
家
康
寄
進
と
伝
え
る
〇

水
屋
破
風
彫
刻(

前
記•

略)

二
、

正

法

寺

所
在
地
太
田
市
脇
屋
甲
五
六
二

概
観

長
禄
三
年(

一
四
五
九)

当
時
の
住
僧
の
筆
記
に
な
る
縁
起
一
卷
に
よ
る
と
、
 

脇
屋
山
正
法
寺
は
延
喜
年
中(

九
〇
一
〜
九
二
三)

山
城
国
醍
醐
山
聖
宝
憎
正
が 

東
国
遊
化
の
時
、
檀
越
六
孫
王
源
経
基
の
情
願
に
よ
り
開
基
さ
れ
た
と
い
う
。
そ 

の
後
、
新
田
義
重
以
下
新
田
源
氏
の
尊
崇
を
う
け
、
堂
塔
が
そ
な
わ
り
古
義
真
言 

宗
と
し
て
の
寺
観
を
と
と
の
え
た
。
特
に
新
田
義
貞
の
弟
、
脇
屋
義
助
の
熱
心
な 

帰
依
を
え
て
、
そ
の
菩
提
所
と
な
っ
て
い
る
。
元
禄
か
ら
文
化
の
頃
ま
で
は
、
門 

前
町
が
形
成
さ
れ
る
ほ
ど
の
隆
昌
を
見
せ
て
い
た
〇
し
か
し
、
文
化
四
年
二
月
二 

八
日
の
大
火
で
本
堂
、
庫
裡
と
も
に
灰
燼
に
帰
し
、
現
在
で
は
仁
王
門
と
観
音
堂 

を
残
す
の
み
で
あ
る
。

1. 

建
造
物

(

観
音
堂)

銅
板
桧
皮
葺
入
母
屋
造
り
で
、
間
口
五
間
、
奧
行
六
間
で
あ
る
。
享
和
三
年 

(

一
八
〇
三)

に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
前
面
に
唐
様
の
向
拝
が
あ
る
。
創
建
当 

時
は
草
葺
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
は
銅
葺
に
な
っ
て
い
る
。

(

仁
王
門)

二
階
建
、
入
母
屋
造
り
で
、
現
在
は
瓦
葺
で
あ
る
。
貞
享
二
年(

一
六
八
五) 

に
建
立
さ
れ
、
間
口
五
間
、
奥
行
三
間
の
規
模
で
あ
る
が
一
階
の
両
側
一
間
半
四 

方
の
空
間
に
仁
王
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

太
田
地
域
で
は
、
当
仁
王
門
の
よ
う
に
完
全
な
形
の
も
の
は
外
に
な
く
、
江
戸 

初
期
の
様
式
を
よ
く
保
存
し
て
い
る
点
で
も
貴
重
で
あ
ろ
う
。

2. 

彫

刻

(

聖
観
音
立
像)

寄

木

造

像

高

一

五

五

セ

ン

チ

聖
観
音
像
は
、
寄
木
造
の
う
え
に
漆
箔
を
ほ
ど
こ
さ
れ
、
宝
冠
座
、
顔
面
の
一 

部
、
衣
文
等
に
華
麗
な
藤
原
期
の
様
式
を
残
し
て
い
る
が
、

一
面
、
写
実
的
、
理 

知
的
な
手
法
を
多
分
に
も
つ
の
で
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
造
顕
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
 

各
部
均
斉
の
と
れ
た
仏
像
で
、
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。



(

地
蔵
金
仏)

青

銅

製

総

高

二

〇

三

セ

ン

チ

像
高
ー
ニ
六
セ
ン
チ

地
蔵
尊
は
境
内
の
木
立
の
下
、
石
造
基
檀
の
上
に
鎮
座
し
て
お
り
、

一
般
に
は 

「
濡
れ
地
蔵
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
二
米
余
の
大
き
な
像
で
、
台
座
蓮
弁 

に
次
の
よ
う
な
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

頌

日

錫
聲
脱
悪
一
切
有
情

転
輪
受
楽
悟
覚
永
生

上
”湖
新
田
郡
脇
屋
山
正
法
寺
十
六
世

導
師 

阿
闋
檠
良
海
代

宝
暦
十
年
庚
辰
三
月
十
五
日

下
野
国
天
明

鋳
物
師
大
工

丸
山
孫
右
衛
門
清
光

宝
暦
十
年(

一
七
六
〇)

に
佐
野
の
鋳
物
師
に
よ
り
鋳
造
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら 

か
で
あ
る
。

(

仁
王
像)

寄
木
造
像
高
二
五
〇
セ
ン
チ

貞
享
二
年(

一
六
八
五)

仁
王
門
の
建
立
時
に
安
置
さ
れ
た
も
の
で
、
作
者
は 

勅
法
眼
康
祐
と
伝
え
ら
れ
る
。
破
損
も
少
な
く
、
な
か
な
か
力
感
の
あ
ふ
れ
た
巨 

像
で
、
特
に
太
田
地
域
で
は
貴
重
な
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

(

ミ
コ
シ)

仁
王
門
の
中
空
に
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
精
査
で
き
な
か
っ
た
が
、
装
飾
の 

少
な
い
簡
素
な
造
り
で
あ
る
。
現
在
は
全
く
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ 

が
、
作
者
等
の
追
跡
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

三

ヽ

太

田

宿•

本
陣
書
院

所
在
地
太
田
市
本
町
二
〇
ノ
五
五

所
有
者
橋
本
正
己 

- 

太
田
市
本
町
の
橋
本
家
は
、
元
和
八
年(

一
六
ニ
ニ)

本
陣
に
指
定
さ
れ
、
そ 

の
後
代
々
、
太
田
宿
の
名
主
、
御
林
守
、
問
星
な
ど
を
つ
と
め
、
徳
川
幕
府
崩
壊 

の
慶
応
三
年
ま
で
、
太
田
宿
の
か
な
め
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
現
在
同
家
に 

所
蔵
さ
れ
て
い
る
本
陣
宿
場
関
係
等
の
約
千
点
と
推
定
さ
れ
る
古
文
書
類
も
、
江 

戸
時
代
太
田
の
歴
史
を
構
築
す
る
に
は
欠
か
せ
ぬ
資
料
で
あ
る
。

現
存
す
る
書
院
は
、
江
戸
城
西
の
丸
書
院
に
範
を
と
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
天 

保

五

年(

一
八
三
四)

に
造
ら
れ
、
筒
井
伊
賀
守
に
よ
り
「
含
翠
館
」
と
命
名
さ 

れ
た
。
書
院
上
段
の
間
、
入
側
の
孔
雀
の
板
戸
絵
等
が
よ
く
原
形
を
保
ち
、
往
時 

の
豪
華
を
し
の
ば
せ
て
い
る
。

日
光
例
幣
使
街
道
沿
い
の
宿
場
に
は
、
こ
の
よ
う
に
原
形
を
保
持
す
る
書
院
は 

他
に
例
を
み
な
い
も
の
で
、
こ
の
観
点
か
ら
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

四

ヽ

さ

ざ

え

堂

所
在
地 

太
田
市
大
字
東
金
井 

一
六
五

さ
ざ
ぇ
堂
は
、
新
田
氏
の
始
祖
、義«

が
京
都
か
ら
の
養
姫
で
あ
る
祥
寿
姫
の
菩
提
を 

弔
う
た
め
に
建
立
し
た
と
い
う
伝
承
を
も
つ
祥
寿
山
曹
源
寺
の
本
堂
で
あ
る
。 

曹
源
寺
は
創
建
以
来
二
度
の
火
災
に
あ
っ
て
お
り
、
寺
に
保
持
さ
れ
て
い
る 

「
観
音
堂
再
興
之
図J

に
よ
れ
ば
、
現
存
す
る
「
さ
ざ
ぇ
堂
」
の
竣
工
は
寛
政
五 

年
(

一
七
九
三)

で
あ
り
、
大
工
棟
梁
は
龍
舞
村
町
田
兵
部
栄
清
、
覆
棟
梁
は
西 

矢
島
村
野
ロ
源
左
衛
門
栄
政
で
あ
っ
た
。

さ
ざ
ぇ
堂
は
木
造
方
型
で
、
方
六
間
。
屋
根
は
宝
形
桟
瓦
葺
で
、
正
面
に
は
一 

文
字
瓦
の
葺
き
お
ろ
し
向
拝
が
あ
り
、
身
舎
の
ま
わ
り
四
方
に
屋
根
が
裳
階
の
よ 

う
に
め
ぐ
っ
て
い
る
。
そ
の
屋
根
に
接
し
て
回
廊
を
設
け
勾
欄
を
つ
け
て
い
る
の



で
、
外
景
は
重
層
に
み
え
る
。
屋
蓋
の
軒
組
は
ふ
た
軒
の
扇
捶
、
四
隅
に
は
太
い 

尾
棰
が
み
え
、
軒
の
反
り
は
強
く
な
い
。

軸
部
は
身
舎
が
十
九
本
の
通
し
柱
と
二
本
の
管
柱
と
か
ら
成
り
、
正
面
の
一
間 

の
柱
の
な
い
部
分
は
正
面
の
横
桁
と
直
裏
の
通
し
柱
の
頭
と
を
太
い
梁
で
つ
な
い 

で
い
る
。
外
観
は
重
層
に
み
え
る
が
、
構
造
的
に
は
単
層
で
、
機
能
的
に
は
三
階 

で
あ
る
。

堂
の
内
部
構
造
は
極
め
て
特
殊
な
構
造
を
な
し
、
参
拝
者
は
一
方
通
行
で
同
じ 

所
を
二
度
通
ら
ず
に
元
の
位
置
に
戻
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
堂
内 

に
安
置
さ
れ
て
い
る
坂
東•

西
国•

秩
父
の
各
札
所
の
観
音
像
を
模
し
た
百
体
の 

観
音
像
を
、
参
拝
者
は
流
れ
る
よ
う
に
拝
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
仏
堂
形
式
は
、
三
十
三
観
音
ま
た
は
百
観
音
の
信
仰
を
背
景
に
し
て
、
関 

東
•

東
北
地
方
に
お
い
て
十
八
世
紀
に
考
え
だ
さ
れ
た
構
造
で
あ
る
。
更
に
仏
教 

に
あ
る
右
繞
三
匝(

ウ
ジ
ョ
ウ
サ
ン
ソ
ウ•

右
め
ぐ
り
三
回)

の
儀
礼
を
も
建
築 

の
構
造
に
表
現
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
埼
玉
県
児
玉
町
の
成
身
院
、
福
島
県
会
津
若
松
市
の
正
宗
寺
に
あ
る
さ 

ざ
え
堂
と
合
わ
せ
て
、

「
日
本
三
さ
ざ
え
堂
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で 

も
曹
源
寺
の
さ
ざ
え
堂
は
、•
最
も
規
模
が
大
き
い
上
に
、
保
存
状
態
も
良
い
も
の 

で
あ
る
。
他
地
域
の
さ
ざ
え
堂
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
ま
す
ま
す
貴
重
な
も 

の
と
考
え
ら
れ
る
。'

五
、
冠
稲
荷
神
社
本
殿
並
び
に
聖
天
宮

所
在
地
太
田
市
細
谷
一

冠
稲
荷
神
社
は
天
治
二
年(

ー
ー
ニ
五)

創
建
と
伝
え
ら
れ
る
古
社
で
日
本
七 

稲
荷
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
社
伝
に
よ
れ
ば
、
承
安
四
年(

ー
ー
七
四)

源
義 

経
が
兄
頼
朝
の
追
捕
を
逃
れ
て
奧
州
に
向
う
途
中
、
冠
の
中
に
納
め
て
あ
っ
た
伏 

見
稲
荷
の
神
霊
を
奉
納
し
た
た
め
冠
稲
荷
神
社
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝 

え
ら
れ
る
〇

本
殿
は
元
禄
三
年(

一
六
九
〇)

に
再
建
さ
れ
た
建
物
で
、
作
者
は
不
詳
で
あ 

る
が
、
み
ご
と
な
彫
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
。

聖
天
宮
は
安
政
四
年(

一
八
五
七)

佐
波
郡
下
渕
名
の
名
彫
工
と
し
て
知
ら
れ 

た
弥
勒
寺
音
次
郎
と
音
八
の
親
子
に
よ
る
作
で
、
八
棟
造
り
と
い
わ
れ
る
複
雑
な 

屋
根
の
構
造
を
も
ち
、
内
部
お
よ
び
周
囲
に
す
ぐ
れ
た
彫
刻
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い 

る
〇昭

和
四•
七
年
に
市
の
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

六
、

そ

の

他

1. 

受
楽
寺

所
在
地
太
田
市
金
山
町
ニ
ー
ノ
五

(

山
門
彫
刻)

木

彫

岸
大
内
蔵
、
岸
太
輔
の
作

(

養
老
の
滝)

木
彫
高
さ
五
〇
セ
ン
チ

「
薮
塚
大
原
」
の
銘
が
あ
り
、
彼
地
に
在
住
し
た
こ
と
の
あ
る
、
岸
大
内 

蔵
の
作
か
も
し
れ
な
い
。

2. 

霊
雲
寺

所
在
地
太
田
市
飯
田
町
二
三
三

(

釈
迦
如
来
像)

未
調
査

3. 

横
山
稲
荷
合
祠
の
弁
財
天

所
在
地
太
田
市
東
本
町
二
九
の
四

(

弁
財
天
坐
像)

木
彫
像
高
七
〇
セ
ン
チ

横
山
稲
荷
は
、
横
山
家
の
屋
敷
稲
荷
と
し
て
祠
ら
れ
て
き
た
。
昭
和
初
頭
に



近
所
に
あ
っ̂

H
く

堂
が
移
転
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
時
に
合
祠
さ
れ
た
も
の
で
あ 

る
〇像

は
一
面
八
臂
、
玉
眼
、
頭
上,
に
鳥
居
を
載
せ
、
宝
冠
を
つ
け
る
。
台
座
を 

ふ
く
め
て
華
や
か
な.
fe
彩
を
施
し
、
地
元
の
人
々
は
「
日
本
三
弁
天
の
一
体J  

と
称
し
て
い
た
よ
ぅ
で
あ
る
。

彫
り
、
宝
冠
、
容
姿
等
か
ら
江
戸
末
期
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

4. 

円
福
寺

所
在
地
太
田
市
別
所
字
山
越

古
義
真
言
宗
の
寺
院
で
、
御
室
山
金
剛
院
と
い
ぅ
。
新
田
氏
宗
家
の
四
代
政 

義
が
開
い
た
。
墓
所
に
は
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
期
の
五
輪
塔
と
多
層
の
石
塔 

十
七
基
余
り
が
あ
り
、
東
毛
の
石
造
美
術
品
の
所
在
地
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。 

(

十
二
所
神
社•

神
像)

木
造 

神
像
十
六
体 

高
さ
二
〇
〜
三
〇
セ
ン
チ

円
福
寺
内
の
十
二
所
神
社
に
安
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
神
像
の
背
面
に
は
、
 

「元
正
元
年(

ー
ニ
五
九)

己
未
六
月
五
日
、
右
志
者
為
阿®

梨
静
毫
」
「
元
正 

元
年
己
未
九
月
十
八
日
、
白
山
権
現
十
一
面
観
世
音
」
「
正
元
元
年
己
未
十
月 

六
日
、
貴
船
大
明
神
」
等
の
刻
銘
が
み
ら
れ
る
。

比
較
的
保
存
状
態
の
良
い
四
体
が
、
昭
和
五
〇
年
九
月
ニ
ニ
日
に
市
の
重
要 

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

5. 

長
手
の
三
仏

所
在
地
太
田
市
長
手

未
調
査

6. 

萩
原
の
石
仏

所
在
地
太
田
市
只
上
字
清
水

未
調
査

笠

懸

村

の

文

化

財

I

、
古

文

書

1.
高
橋
守
夫
家

所
在
地 

新
田
郡
笠
懸
村
西
鹿
田
ー
ー
六
一
七

⑴

農
業
百
年
日
記 

一
冊

⑵
 

文
政
十
ー 

ー
年(

一
八
ー
ー
九)

旅

日

記

一

冊

(

農
業
百
年
日
記
‘
記
載
例)

®
 

文
政
九
年(

一
八
ー
ー
六)

丙
戌
歳
地
配

春
夏
秋
風
雨
程
善
シ
正
ー 

ー
月
至
寒
故
暑
早
来

十
日
先
於
ロ
即
ロ
秋
来
而
猶
如
是

右
同
年
穀
稼

大
麦
九
解
三
斗 

簪®

=
1

八
籠 

春
斗
ー
ー
升

小
麦
十
ー 

ー
俵 

田
前
田
十
四
俵 

貢
六
俵
春
斗
ー
ー
升

大
豆
ー
ー
石
五
斗 

麻
田
七
俵 

貢
ー 

ー
俵
ー
ー
斗
六
升 

小
豆
ー
ー
斗
ー
ー
升 

木
綿

粟
四
斛
ー
ー
斗 

藁
麦
奄
餅
三
斗

胡
麻
七
斗
ー
ー
升 

岡
稲
三
俵
春
斗

小
角
豆
春M

一
斗

芋
五
十
負 

秋
製
一
輪
車

®
 

天
保
ー
ー
歳
次(

一
八
三一

)

辛
卯
百
穀
地
配

正
月
無
雨
寒
厳
、
ー
ー
月
中
旬
雨
多
、
従
是
春
陰
、
小
雨
日
々
、
大
麦
被
侵 

水
而
黄
、
到
八
十
八
夜
後
未
種
芋
、
又
未
集
取
木
葉
是
則
多
雨
故
也
、
三
月 

ヨ
リ
雨
多
、
四
月
八
日
雨
比
後
天
気
好
シ
、
節
々
肖
ロ
陽
気
寒
十
日
後
節
、
 

五
月
涼
シ
、
六
月
七
月
暑
甚
、
八
月
与
四
箇
月
旱
、
八
月
十
七
日
何
佐
見
林



沼
水
口
漁
入
、
九
月
十
月
十
一
月
ロ
ロ
ロ
ロ
、
十
ー
ー
月
雪
ー
ー
度
、

秋
利
根
川
辺
芳
原
二
芳
之
穂
二
稲
実
ル
、

口
井
水
少
山
村
尚
太
矣

香
 

超

分

貢

大
麦1
解

小
麦
十
一
俵 

鹿
田
四
俵
半

豇
豆
有
科 

貢
一
俵
ト
ー
ー
斗
六
升

小
豆
三
斗 

藁
麦
七
斗

大
豆
ー
ー
科
五
斗

胡
麻
五
斗
ー
ー
升

©

弘
化
十
戌
申
歳(

一
八
四
八)

百
誰
分
区

正
月
雪
寒
ー
ー
月
雨
少
三
月
雨
多
四
月
煖
雨
多
五
月
暑
半
六
月
十
六
日
迄
雨
多 

是
後
暑
甚
雨
無
至
七
月
十
四
日
初
雨
残
暑
甚
強
雨
無
至
ー 

ー
八
日
雨
八
月
雨
九 

日
嵐
九
月
雨
甚
経
彼
岸
尚
暑
铆
楊
多
開
東
隣
杜
丹
一
花
開
十
月
十
一
月
猶
煖 

十
ー 

ー
月
無
雨
雪

蚕
三
十
三
筐 

六
月
養
原
蚕
ー
ー
槌
得
繭
一
斗

大
麦
十
石
ー
ー
斗

小
麦
十
三
俵

大
豆
三
石

小
豆

豇
豆

荏
七
斗
ー
ー
升

田
十
ー 

ー
石 

貢
五
俵
ー
ー
斗
一
升
八
合
春
夕
七
才

2.
田
村
和
万
家

所
在
地 

新
田
郡
笠
懸
村
鹿
一
三
一
四

⑴

上
野
国
新
田
郡
鹿
田
村
御
検
地
水
帳 

-

冊

(

元
禄
六
葵
酉
年)

⑵

天
明
四
辰
年
名
寄
帳 

一
冊

上
野
国
新
田
郡
鹿
田
村

I
I、

建
造
物
並
び
に
彫
刻

1. 

正
一
位
稲
荷
大
明
神
社
殿

所
在
地 

笠
懸
村
阿
左
美
一
七
八
ー
ー

江
戸
時
代
よ
り
農
民
か
ら
養
蚕
の
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
る
。

間
口
十
六
尺
、
奥
行
十
八
尺
。
社
殿
の
後
半
部
に
、別
棟
で
な
く
、
奥
の
院
が

奉
置
さ
れ
て
い
る
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
十
八
世
紀
頃
の
建
立
と
思
わ
れ
る
。

2. 

高
松
山
長
寿
院_

所
在
地
笠
懸
村
阿
左
美
ニ
ー
三
〇

当
時
の
阿
弥
陀
堂
三
世
住
職
が
、
妻
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、
明
和
二
年(

一

七
六
四)

に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
寺
号
は
、

高
松
院
殿
前
中
書
法
誉
性
心
涼
翁
大
居
士

長
寿
院
殿
応
誉
照
月
英
感
大
禅
定
尼

と
い
う
住
職
と
そ
の
妻
の
法
名
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

間
口
四
七
尺
、
奥
行
四
一
尺
。
木
造
瓦
葺
。

3. 

阿
弥
陀
堂

所
在
地
笠
懸
村
久
宮
字
臥
竜
奄
二
九
三

本
尊
阿
弥
陀
如
来
坐
像 

木
造
三
〇
セ
ン
チ

脇
侍
四
天
王
立
像 

木
造
二
五
セ
ン
チ

本
尊
、
四
天
王
立
像
と
も
に
天
保
期
の
製
作
で
あ
ろ
う
。
堂
は
大
正
期
に
建 

立
さ
れ
た
も
の
。



4.
薬
師
堂所

在
地
笠
懸
村
阿
左
美
ニ
ニ
ニ
〇

本
尊 

薬
師
如
来
坐
像 

木
造
一
〇
セ
ン
チ 

脇

侍

童

子

像
(

二
体)

木
造
二|

セ
ン
チ 

文
化
二
年(

一
八
〇
五)

の
製
作
で
あ
る
。

館

林

市

の

文

化

財

I

、

金

銅

仏

1. 

銅
造
地
蔵
菩
薩
立
像

所

在

地

館

林

市

大

島(

観
音)

所
有
者
観
音
部
落

造
立
年
号
宝
永
五
年
九
月
吉
日

2

七
〇
八
年)

総
高
ニ
ニ
六
セ
ン
チ

刻
銘
奉
造
立
六
十
六
部
供
養
仏

宝
永
五
戌
子
九
月
吉
日

上
勗
邑
楽
郡
観
音
村
敬
白

法
印
祐
慶(

以
下
略)

2. 

銅
造
地
蔵
菩
薩
座
像

所

在

地

館

林

市

大

島(

山
王)

所
有
者
吉
祥
寺

造

立

年

号

宝

暦

八

年(

一
七
五
八
年)

総
高
一
四
七
セ
ン
チ

吉
祥
寺
北
方
一
〇
〇
メ,-

ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
地
蔵
堂
に
安
置
。
俗 

に
、
日
限
地
蔵
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

刻

銘

開

眼

導

師

法

印

慈

観

吉
祥
寺
一
代
、
供
養
仏

奉
納
経
日
本
西
国
六
十
六
部

別
当
吉
祥
寺
願
主
西
岸

施
主
惣
邑
中



宝
暦
八
年
戌
寅
春
二
月
二
十
四
日

(

以
下
略)

3.
銅
造
聖
観
音
座
像

所
在
地 

館
林
市
堀
エ

所
有
者
茂
林
寺

造
立
年
号 

元
禄
三
年(

一
六
九
〇
年)

総
高
二
三
三
セ
ン
チ

茂
林
寺
境
内
、
高
さ
約
二
〇
〇
セ
ン
チ
の
石
垣
上
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

刻
銘
奉
鋳
冶
金
銅
聖
観
音
索
多
之
像

右
願
望
意
趣
者
住
居
川
俣
村
金
子
茂
右
衛
重
春
之
妻
法
名
涼
室 

妙
清
大
姉
余>

矣

因
慈
起
立
這
箇
尊
像
者
也
伏
願
涼
室
断
永
劫
流
転
若
依
妙
智 

慈
悲
力
頓
証
果
乍
生
浄
土
而
己S

時

元
禄
三
庚
午
年
三
月
二
十
二
日

東
上
野
国
邑
楽
郡
館
林
大
久
保
村
高
瀬
善
兵
衛
直
房
嫡
孫

同
名
太
郎
兵
衛
直
正
仁
長
男

願
主

高
瀬
清
左
衛
門
重
房
生
年
十
歳
時

敬

白
(

中
略)

於
江
戸
鋳
物
師
石
屋
之
指
図

江
戸
坧
江
町

近
江
屋
善
兵
衛
利
長

江
戸
神
田
鍋
町
鋳
物
師

太
田
久
右
衛
門
長
儀

江
戸
松
屋
町
石
屋

泉
屋
助
右
衛
門

右
以
有
因
労
功
之
故
記
其
名
者
也

4.
銅
造
大
日
如
来
座
像

所
在
地
館
林
市
緑
町

所
有
者
遍
照
寺

造
立
年
号 

享
保
四
年(

一
七
一
九
年)

総
高
一
八
九
セ
ン
チ

,

像
高
一
三
六
セ
ン
チ

元
、
富
士
嶽
神
社(

市
内
小
桑
原)

の
御
神
体
で
あ
っ
た
が
、
神
仏
分
離
の 

さ
い
当
寺
に
移
さ
れ
た
。

刻
名
享
保
四
己
亥
天
十
一
月
吉
口

奉
建
立
大
日
如
来

願

主

賢

海
館
林
町
中

同

領

中

佐
野
領
中

(

中
略)

宇
田
川
善
兵
衛

藤
誉
清
光
藤
原
重
勝
作

(

以
下
略)

二
、

建

築•

彫
刻

1.
愛
宕
神
社•

1

所
在
地
館
林
市
西
本
町

間
口
四
尺
、
奧
行
三.

四
尺
、
神
明
造
銅
板
葺
〇
寛
文
九
年(

一
六
六

九)

館
林
宰
相
綱
吉
の
再
築
。

千
木
に
三
葉
葵
の
紋
章
あ
り
。
懸
魚
、
下
紅
梁
、
象
鼻
、
蟇
股
に
同
時
代 

の
特
徴
あ
り
。



2. 

薬
師
堂
、
本
堂

所
在
地
館
林
市
当
郷

草
葺
、
向
拝
銅
板
瓦
棒
葺
、
本
堂
柱
は
大
面
取
、
向
拝
柱
角
面
取
。

斗
挟
の
作
製
の
違
い
、
棰
の
継
手
か
ら
向
拝
は
後
補
か
。
棰
木
配
り
は+ 

古
ぃ
。

棟
札
に
よ
れ
ば
文
化
年
間
の
再
建
。
従
前
の
薬
師
如
来
鋳
造
は
元
亀
三 

年
2

五
七
二)

の
天
明
産(

東
京
根
津
美
術
館
蔵)

。
ま
た
、
同
年 

同
所
鋳
造
の
鰐□

が
あ
っ
た
が
、
戦
時
中
供
出
さ
せ
ら
れ
た
。

3. 

天
福
廃
寺
聖
天
堂
残
存
彫
刻

所
在
地
館
林
市
台
宿
町
、
五
宝
寺
。

館
林
宰
相
綱
吉
城
主
時
代
の
再
建
と
伝
え
ら
れ
る
聖
天
堂
は
、
本
寺
天

福
寺
廃
寺
に
と
も
な
い
荒
廃
す
〇

内
務
省
は
保
存
費
七
五
〇
円
を
交
付
し
、
恢
復
を
は
か
っ
た
が
、
大
正

元

年(

一
九
ー
ニ)

焼
失
。
そ
の
残
存
彫
刻
五
点
が
、
五
宝
寺
に
保
存

さ
れ
て
い
る
。

4. 

武
家
屋
敷

所
在
地
館
林
市
城
町
一
四
ノ
三
七

所
有
者
館
林
市

旧
館
林
藩
士 
(

十
七
俵
二
人
扶
持)

の
旧
居
で
あ
り
、
武
家
屋
敷
の
構 

造
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
現
在
、
市
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

5. 

武
家
屋
敷

所
在
地
館
林
市
尾
曳
町

所
有
者
山
田
秀
夫

百
石
取
り
館
林
藩
士
の
旧
宅
。

三
、

板 

碑

1.
所
在
地
館
林
市
西
本
町

所
蔵
者
愛
宕
神
社

年
号 

文
永
十
年
ー
ー
月(

ー
ー
ー
七
三)

高
さ 

ー
ー
〇
三
セ
ン
チ

巾 

五
四
、
五
セ
ン
チ

仏
種
子
地
蔵
像
陽
刻

頂
部
欠

2. 

所
在
地
館
林
市
青
柳

所
蔵
者
鐽
田
周
作

年
号 

弘
安
十
年
八
月
彼
岸(

ー
ー
ー
八
七)

高
さ 

四
六
、
七
セ
ン
チ

巾 

一
五
、
ー
ー
セ
ン
チ

仏

種

子

弥

陀
種
子
の
下
に
「
泰

母

」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
蓮
台

3. 

所
在
地
館
林
市
台
宿
町

所
蔵
者
五
宝
寺

年
号 

永
仁
五
年
正
月(

ー
ー
ー
九
七)

高
さ 

ー
ニ
〇
セ
ン
チ

巾 

四
三
、
五
セ
ン
チ

仏

種

子

弥

陀
不
動
日
更
紊
羅
種
子
、
五
輪
塔
二
基
陰
刻
。
上
下
部
共
に
欠
。

4. 

所
在
地
館
林
市
城
町

所
蔵
者
館
林
市
立
図
書
館

年
号 

正
和
三
年(

ニ
ニ
ー
四)

高
さ 

七
三
セ
ン
チ

巾 

二
六
、
五
セ
ン
チ

仏

種

子

弥

陀
下
部
年
号
両
側
に
光
明
真
言



5. 

所
在
地
館
林
市
下
三
林

所
蔵
者
小
暮
栄
一

年
号 

康
永
ー
ー
年
正
月
六
日(

一
三
四
三)

高
さ 

五
ー
セ
ン
チ

巾 

一
八
セ
ン
チ

仏

種

子

弥

陀

6. 

所

在

地

館

林

市

大

島(

正
儀
内)

所
蔵
者
春
昌
寺

年
号 

観
応
ー
ー
年
六
月
ー
ニ
ニ
日

(

ニ
ー
ー
五
一).

高
さ 

ー
ー
八
セ
ン
チ

巾 

三
〇
、
三
セ
ン
チ

仏

種

子

弥

陀
光
明
真
言
、
花
瓶
一
対
。
下
部
右
一
部
欠
。

7. 

所
在
地
館
林
市
赤
生
田

所
蔵
者
塩
田
正

年
号 

延
文
ー
ー
年
ー 

ー
月
ー
ー
日

(

一
三
五
七)

高
さ 

七
ー
ー
セ
ン
チ

巾 

ニ
ニ
、
五
セ
ン
チ

仏

種

子

釈

迦

8. 

所
在
地 

館
林
市
大
島(

正
儀
内)

所
蔵
者
春
昌
寺

年
号 

延
文
六
年
二
月(

一
三
六
一)

高
さ 

六
四
セ
ン
チ

巾 

一
九
セ
ン
チ

仏

種

子

弥

陀

花
瓶
一
個

(

川
島
維
知)
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